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はじめに

額究代表者 桑原騒(教膏学系)
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1画研究自的医研究方法および平成 15年度の研究会概要

1 .研究目的

本研究は、小・中・高一貫制の各耕ヰ・耕抄抑制キュラム開発とその完踏切究を主主良とする。

今般、中学校教育の混迷の中で、従来の 6・3・3の学制を根本的に見直す中・高一貫の中等教育学校等

の学校改革が全国各地で進行しつつある。しかし、その実態としてのカリキュラム開発研究は、今なお十

分な成果を上げていない。その問題の根幹は、現行の「小・中の義務教育としての一寅制Jと「中・高の

中等教育としての一頁制j の二つのカリキュラムの系統制の問題を別々に議論してきたことにある。

筑波大学は、独立行政法人化後の附属学校改革構想として全国に畑区けた小中・商交の一貫教育に関する研

究を積み上げてきた刺芥究は、これまで広湖究を器進lこ、呆(柏切こは以下の 4点を研究目的とする。

(1) カリキュラム・アーティキュレーションの視点から、現行の「小・中の義務教育としての一貫制」と

r 1=1コ・高の中等教育としての一貫制Jの二つのカリキュラムの系統制を相互比較して、初等・中等一
貫教育に対応するカリキュラムの最適化を解明する。これらを基に初等・中等教育の一貫制のカリキ

ュラムを理論的・実証的に検討し、各教科・教科外の諸領域のカリキュラム試案を作成する。このた

めの具体的目標は以下の通りである。

各教科教育学、教科外活動学のカリキュラムの観点より、児童生徒の知的能力・生活実態、筑波大

学附属学校並びに全国の一貫制カリキュラム・指導案・実践事例等の実態調査、およびミドルスクー

ル改革運動を含めた世界的動向の実態調査・分析を踏まえて、現行の「小・中の義務教育としての一

貫制」と「中・高の中等教育としての一貫制j の二つのカリキュラムの系統制を相互比較して、それ

ぞれの基本理念と実践両面からの長所と問題点を分析、初等・中等教育を一貫したカリキュラムの最

適年齢の解明を図り、カリキュラム試案を伶食する。

(2) 小・中・高校の一貫制のカリキュラムを筑波大学附属学校において実験的に試行する。

(3) 以上により解明された実証的データや海外の実態のデータ等をデータベース化し、小・中・高一貫制

カリキュラムを実証的解明の一助とする。

(4) 以上の成果にもとづいて、 2]世紀における新しい初等・中等教育の一貫制のカリキュラム開発のモ

デルを構築する。

2. 研究の特色圃独創性

(1) カリキュラム・アーティキュレーションの視点を小・中・高一貫教育のなかでとらえることにより、

現行の「小・中の義務教育としての一貫制」と「中・高の中等教育としての一貫市山の二つのカリキュラム

の系備校、統合的に機材橡とした教科，教科外の系統的・総合的なカリキュラム研究とすることが可

能であること。

(2) 1司クツレーフ。によりこれまで受けてきた助成研究「小・中ー高校教育の一貫性の在り方に関する研究J

r 11付属学校における一貫性に関する実際的研究J等の積み重ねの上に立つ研究で、あり、大学の教科

・教科外・カリキュラムの研究者が主体となり、 i附属学校教員の研究協力を得た、他に類を見ない

先進的 e総合的研究であること。

(3) 理論研究に留まらず、 国内外の調査研究の比較に基づく小中・高一貫制の各教科・耕抄トのカリキュラムの

具f嗣拘・諸国句な関部1究であり、実衡将子した結貼つ芳正まで含めた時来安i酌なカリキュラム開発であること。
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4. 平成 lS年度の研究会概要

(1) 第 1回研究会

日 時: 平成 15年 5月 7日(水) 17: 00'""'-'19:.00 

場 所: 筑波大学教育学系小会議室

議 題: 1 研究採択結果の報告

2 今年度の研究計画

3 予算について

報告・発表事項:

-桑原研究代表より、採択結果について報告がなされた。

-桑原研究代表より、今年度は、次の三つの領域や視点から研究を進めていくことが報

告された。①教科外領域 ②各教科領域 ③内外の実態調査

・予算の執行について、次回の研究会までに希望のアンケート調査を行うことになっ

た。

(2) 第 2回研究会

日時: 平成 15年 7月 15日(火) 14: 00"""'16: 00 

場 所: 筑波大学教育学系談話室

議 題: 1 予算の希望について

2 研究の進捗状況報告

3 長洲分担者、飯田分担者報告

報告・発表事項:

・桑原研究代表より、予算希望の結果が報告され、承認された 0

・三つの領域から、研究の進捗状況について簡単な報告がなされた。

-長計H分担者から、日米理数科教育共同研究として本年 2月に行われた米国調査の一環
として、小・中一貫制の私立学校の TheNueva Schoo1 (アメリカ サンフランシスコ市)

訪問に基づく報告と、全米科学教育スタンダードについての紹介があり、意見交換を行

った。

-飯田分担者から、資料に基づき、研究開発の概要・先行研究事例・日本カリキュラム

学会大会関連資料・学校教育部プロジェクト研究の取り組みについて、発表がなされ、

意見交換を行った。

(3) 第 3回研究会

日 時: 平成 15年 9月 22日(月)午後 l時 '""'-' 23日(火)午後 3時まで

場 所: 大洗 鴎松亭 (千 31ト1301茨城県東茨城郡大洗町磯浜町祝町 8179-5)

TEL : 029(266) 1122 FAX: 029(266)3423 

議題

1 .研究の全体計画と本年度の研究計画

2. 各教科・教科外の研究の進捗状況の報告@情報交換

報告・発表事項:

く 22日>

-桑原研究代表より、予算の執行状況について報告がなされた。

-桑原研究代表 長洲分担者より研究目的・方法等の概要が確認された。

-続いて田中分担者より「小，中・高一貫市IJをめぐってJ研究の枠組みについて報告が

-3-



なさ 、メ勺b、 の研 について、

審議論の 果の枠組み ついて 下 りで る。
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@道掠:福田

のカジキュラム編成の

担分担者より、属 4校研を基礎とし

発表を準v言中であることが報

がなされた。

研究を実

された。

した結果につい

について発

の科研

として[スイスにおける学校制

るテーマで、教育制度の特色と

され 1'- 0 

よ り、スイスへの梅外出張

究による全国間管の 止
口

長女子大附 校の状況について発表がなさ

交換の中で、 査の分析が必要であることが確認され、

されることが望ましいこと、ならびに

後は関連教

耗品 ぷ二
口

力者をと加えることが され f日

英
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日 時:

所:
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3 その

丹研究分担者より、

れた。

事~の研究協力者として、久保田助教設が され、 々
む

(5)第 5間研究会

日時: 平成 15年 12月 17詔(水) 13: OO~ 15 : 00 

育学系大会

告・発

1 四校研に

2 

3 

4 

教科・教科外の研究状況

の招轄について

附黒学校の事例調査の概要報

科・教科タトの研究状

までの流れについて概要報

され、意見交換が行われ

1 

より、

研における名教科の研

ある。

① 

⑤数学科:四校研に

@家露科:一…貫

た 0

2 予算の執行について

. -，...れまでの執行状況の概算が飯田研究分担者より饗料によち示され，'-0 

3 先発の研究開発校の招轄について

[eJの窃究会において了承されたように、先発の研究開発校より研究担当者を招轄

し、シンポジウム・研究会を開くことと

4 奈岳女子大学附震学校の事例調査の援要報

より、先 l頃行われた奈長女子大学~付属学校の事例調査の概要報告が 7な

され、質接が行われた。

② 

るむ

された後、西校

立は以下の通りで

貫 に関する されていないが 研究は行われていのテーマは

る

科省の「国語力向上モデノレ

:ノト・中・高の科学的

科:呂校研iこは

をっている号

して行っている。

代で参加、研究協力を行ってい

に関する

能

アピ っている。

として千子い、 果の発表を学会で ぐコ

(6) 第 8

1ヨ時:

題 1

2 

3 

4 

告・発表事

成 16年 l月 22!3 (木) 14: ∞~ 16 : 30 

大

例

シンポジウムの開棋について

算の執行について

中間報告書について

「。



l 事例調査の概要報告

・井田分担者より、資料に基づき、オーストラリア ノーザンテリトリーの調査結果と

して小・中・高一貫のカリキュラム構成全体、さらに社会科教育を事例に概要報告がな

され、意見交換が行われた。

2 シンポジウムの開催について

. 3月 7 日(日)半蔵門グランドアークにてシンポジワムを開催することを確認し、招

聴校について意見交換が行われ、以下の招聴が了承された。名古屋大学附属中・高、神

戸大学附属明石小、東京学芸大学附属世田谷中、私立校として若渓学園。その他、公立

校も加えたいという意見が出され、対象校に打診することになった。

3 予算の執行について

-希望品目リストに基づき、調整された結果が資料とともに報告された。

4 中間報告書について

・前回承認された中間報告書執筆予定者については、特に今回、海外・国内調査を行っ

た分担者、備品購入者を中心に執筆すること、加えて、シンポジウムの概要を中間報告

書にまとめることが了承された。

(7) 第 7回研究会

日 時: 平成 16年 2月 24日(水) 16:00~17:30 

場 所: 筑波大学教育学系小会議室

議 題 1 台湾の事例調査の概要報告

2 予算の執行について

3 シンポジウムについて

報告・発表事項:

l 台湾の事例調査の概要報告

・金子研究分担者より、別紙資料に基づき、台湾の「小・中 9年一貫課程Jについての

現地調査結果の概要報告がなされ、質疑が行われた。

2 予算の執行について

e これまでの執行状況の概算が資料により示された。若干の残が見込まれるので、執行

が急、がれることが報告された。

3 シンポジウムについて

-研究代表者より、先発の研究開発校より研究担当者を招鳴し、シンポジウム開催につ

き、出席予定者等資料にもとづき報告された。

(8) 第 8回研究会

日 時: 平成 16年 3月 7日(日) 10: OO~16: ]5 

場 所: グランドアーク半蔵門

議 題 1 シンポジウム

(1) 小中一貫先発校の報告

(呉市立五番町小、神戸大学附属明石小、品川区立上神明小)

(2) 中高一貫先発校の報告

(若渓学園中・高、東京学芸大学附属世田谷中、名古屋大学附属中 e 高)

2 研究打合会

(1) 今年度の成果と次年度の研究の在り方についで

-6-



(2) その他

報告

1 シンポジウムC発表のまとめ

シンポジウムの発表内器拡 4.での各発表者の発表要量

は発表要旨以外で、さき民の発表内容の中かち今後我々が/J ¥中

でいくのに示唆を受けると思われる点に焦点化してまとめ

照してもらう

実性の教育

ものである。

ここで

ち組ん

4・3• 2誌分による小中一貫教育の取り組み

{広島県呉市立五番町小学校@二部小学校・ニ河中学校}発表者:二宮肇

に却した小中

操作)は操り

(第 8'"'-'9 学

を一貫し

し習熟を i翠る、

:彰式操作)

導

(第 5r.....-7

の伸長を

ること

. 9 年間を一貫した進路指導が f生き方学習 j であり、年齢の

年、例えば、第 3と 8学年、或いは第 4と第 9学年との交流を

る力、他者理解の力、告己表現力といった人間関採の力の育成が

このような学年の広切りをした摂拠は小中教員からのそれまで指

ア学年で問題行動・不登校の発生が多くなるといった心身の発達の加速状

識され、その解決策として、前期段踏を 4学年までとし、従来の中学校との間のつな

になる時期を第 5かち 7学年として、この時期をその上の段搭の形式操作への移行時期

と註置づけることにし 1'- 0 

-中期の持色は具体的と

きく異なる

して、共感

られた。

験から、

的の し、 きく入 変化し、小 建?結

と

で
年

ま

。

学

年

る

4

学

あ

4

る

で

第

れ

れ合いを通して人の

いだす力、夢や希望をもって生きる

る力の育成

の 3校の中、五番町小学校と二河小

ただけで距離的には非

-小中

の区切りは「自

5学年で少なく

が男りから認められると思うかj と雷う認識

ることに基づく。一貫教育実施後では f認めら

っている。

き方を考える

度、自己の

習により、自分の

き方を考える

ぜ々

が異なるが 3校とも道

である。

て

間が f

の

当し、

な展開できる。

を育成できる。

革することできる。

の育成(進路・人間. .i公 A
11、心口

lこ

っている。

けまとめ、研

・wf究組織

を変える工夫として、

づける工夫をした。

してし¥、

伝達のために合同

く力を虫揺した の学 し 杓ノ本γ
''今
2
3

をし、 3 から 1コ…マ ィベートを取り入れた にある
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ら向阿るよ
り
J

成

に

を

育

齢

生

を

年

学

力

異

中

く

中

ので

ら第 7学年に英会話の時需を

-数学の よる確実な定着と小中兼

判断の習得にある。

し、子どもにアンケートを行い、中期段階

例えば理科、社会と技龍 4教科について

による課題

の守主実を図った。

小中の教 ち、 1~ÎJ えば語 ア学年でいきなち増

。また、小中で

。¥....れにより、カ

える問題について

価の比較をし、

なだらか

の評価法の

していくように改善を凶つ

欲関心の違いを認識し

きく変わった。

d方学習 Jを打つ 果、人 。〉 の育

リキ

・告ら

ムの背景となる教師の意

える力の脊成な目指した f

に効果があると認められ

人間性と自立心の

ラムである。

をE指し、 徒の に即した小

科学部前罵明石小学校における連携研究

市北六申台小学校 講透和成}

では大正時代の及川平治(文費者控:r分団式動的教育法 jの著者)、

ではコアカリキュラム、昭和 51年より幼小連携、小 iヤ連携、さらには幼小中

下これら 3校をまとめて言う場合は校関と略称)連携等に関して文部省及び文科省から

指定開発研究安受吋、幼小中間の埋設をなくすことに勤めてきた。それらでは f生活

習J (/J¥ 1 ~中 3 ) ・ 「按求学習 J (ノト 6~ 中 3 )として小中の連携を i出つ

を行ってき~。

の読点は自

の記録」を分析して

-教科・

を侍る経験への農関に買いた。そのため、

の区切りの裏付けとした。

講想、したが、幼は教科学留を嫌い、

その結果、小・中の連携の

中iこ、幼‘小・ l中の連携に対する

ト
勺

せざるを ったという0) 

け、現実にスタ

より具体的な

った。

-明石校欝における幼・小. I中の

る。

ラム開発の システムは以下のよう

体の統括として「事業推進委員会J (前属明石校園長:カリ

と研究企画委員の

の各研究主任と顎究部員 9名よち

があ号、さらに後者の下に 3校毎の校種別組織と

びの

i域部会 j の 4部会

の非業を行っ

会 J ( 

カリキュラム

j への指導助言や支援を行う f

行政サイド 3名や也大学の 4名の教山、

った構成〉と「カジキュラムサポート委員会J

ラム開発セン

)の下に、

J (校

授 2名、

か 4名の

ら 3名も加

の凡
U



をヘッドに学部・大学院教官、学外の校園、附属校園より構成)があり、これら二つを

まとめて知識ネットワークと称している

-明石校園における幼・小・中の連携のカリキュラム開発において、特に重視しした点

は授業リフレクション考え方である。

-授業のリフレクションとは:従来カリキュラム研究では構想に重点化されていたこと

を脱却する方策として、構想から実施、修正に至るシステムを持つことで、そこで重要

なのは子供の事実に密着することである。すなわち、カリキュラム修正にあ¥つては実際

の活動や単元における子供の実態をビデオ等により収録し、校闘の教員全員で検討し

て、保育・授業を修正していく過程を通してカりキュラムを修正していく一連の過程を

授業リフレクションと称している。

・小中のカリキュラムは 3歳から 6歳、 7歳から 10歳、 11歳から 14歳の 3区分型と

した。

「教師観J r子供観J r授業観・保育観」それぞれに幼・小・中の教師の違いが顕著
である。

-異校種理解による教師の成長(小学校教師が行う中学の授業等)。

. 8分野に拘束されないで、子どもの実態からカリキュラムを作ることにより、学びの

集積 r9つの学びの視点」が出されてきた。

-今後の課題

発達に基づく教科学習、校種を分けることへの問い直し。学校全体の研修システムの

確立、また学校全体のシステムとしてマネジメントの能力が重要である。

一貫カリキュラム開発研究の成果と課題

[品川区立伊藤小学校、立上神明小学校、富士見台中学校]

発表者: [品川区立上神明小学校校長 天野和雄}

-テーマ: r教科再編と小中の一体的な接続」
-これまでの教科を、言語系、自然系、社会教養系、健康系、芸術系の 5系に再編して、

各系で設定したスキルを身に付けることを目標に IJ ¥中を通して学習することを目標にし

た。この身に付けたスキルの獲得状況を学習指導カノレテとして記録し、 Jこの学年、特に

小学校から中学校に引き継ぎ、学び方に応じた指導を図った。そのため、中学校教員が

小学校を教え、生徒が自分の得意な学習コースを選択するようにした。

-このような小中の一体的接続を具体化する方策が次の 4点である

1) 3校の教員が小学校から中学校までの一貫したカリキュラム、単元開発をおこ

なう。

2) 3校の教員全員が 5つの系の分科会に所属する。

3) 系毎に学習指導案を立案し、研究授業を実施する。

4) 生活面での実態や課題を話し合い、共通理解を図った生活指導を実施する。

-教科の枠組みを柔軟化する「系の学習」において、各系では理論スキルと実践スキル

を以下のように設定し、将来の職業を想定した。これら系では子どもによって到達する

目標が違ってもよい。これら系の学習は現行教育課程の枠でも可能と考える。

・組織上の小中の一体的接続を可能にするには、品川区の教育改革、 3校による組織的

研究(全員)、教育委員会との連携、校長グループのチーフと教頭グループのチーフ聞

の連絡密にすることである。

-9-



吉然

理論スキル 実践スキノレ

コミュニケ…ションスキル対話スキル作小、

。推測スキル 見通すスキノレ科学戸、

的思考 多面的にみるスキノレ批

ベターライフスキル 栄養士、

で感じるスキノレ

例は、 3校の

が 5系に

アナウンサ一、声

技読者、鰭築家

記者、編

つ

の実施。生

と。 3校の

し

る。系毎に

での実態 な話し合い、 解を密つ

カリキュラ

案の

の

の課題は特区在活かして、系の 自体の と系の学習 の作成

-中

教員

教 の

2 

売 ば

カリ

ヨ13刃 複ハ山す1

処する学校 iま 務部と -教育研 で る。

るが教員は ち がりとし、 に各教科の

霊にも る。

1学年から 2 年、中学 3 から高校 1 高校

とし、学年は中 1年生より、 以降 して

と る。

おり、

}れは文献

のa高校のよう

とし、中学から

入り

-理系のこコース制はとら

の専門教員が指導し、高校への

野の指導計顕在し、各教

がな

[総合

-今後の

けでなく、

かして、幾つかの研究機関への

として、

喜子組議する。

力格差の広がり、よって、

制ではないので、学習指

でのいわゆる中だるみの克服

クラブ活動も活発におこなって

し¥ 3単位の必修としている。

し、つくば市の特性を

活等で 深くな号、

てぬいる 0

8年間持=ち上がち

で教

領に基づく

力者へのブオ口ーの問題、学習指導

への対応の問題、中間段階の中学 3

である。

小・中・

表者:

・附属校の

実カヲキュラム開発の試み

学附属世田谷中学校 笠

き とし

小学校 120

中学校出

世田谷小・中・高の一貫カリキュラムを案出。

中、小中高過しては 20名程で 1/6しかいな

大部分を占め、流動性があるので一;票制をし10

け入れ

e 研究会の

は研究会 工

れまで

の教科会研

階で違ってい

中学校法月 l

。例え向、 は研究会 し、ノJ，

の 」土』

コミ。

ハU1ょ



ラム 5段階の

の「学

科の名

習の最適性の時期) J rゆとり J r交流

レの諺正が図られ~。

と研究主任かちなる「小中高

究のキィ

と教師) Jでめっ

のトッ

、実際には f会 j である

・一貫カジ 。〉

j 、カリキュラム試案作成上の

えただけ、大憾な選択制の導入

全体のカリ できなかっ 1'-

学年間の f交流Jはうまくいった。{ヂiJえ

小学生に授業を行った。

の吉典教材 科について 3が

についてはアン

で評姉低く、 f交流Jは評告

ったが施設設備や人的問題、

一トをとっ

い。一方、 f 

への効果寺は鉱かつ

を図るためにも、大

fゆとり J r継続J
「児議生築理解J

これちより、今後

との

は

評イ語

の課題は一 の「継続j と、 学主導の

の個性輝く併

発表者: [名古屋大

中高一貫校を自

部酎員 校山田

-教員の身分に 2つあって、附農学校に所属する教員と

入数的に多いため、数年前の全患の附属学校存誌の際、大い

中高一貫を文部省、に申詰する大きなきっかけになっ~。

-中・高共に敷地問じ、職員室も同じであったので教師簡の壁はなかっ

・中学 240名(6クラス)、教員 38名、高校 358名(9クラス)

. 6ヶ年を中学 1年(入門基礎期〉 ・中学 2と 3年(個性探究期〉 ・高校 lと 2

礎期) ・高校 3年(偲性伸長期)の 4草分の l・2・1制とした。特にや

の関の区分けは高校から 1クラス分、他中学から入学してくるため、実態に合わ

・中高の授業相互

-高校入試の枠をはずして

中学で

の教員があ号、前者

機感を募らせたこと

(専

での科目を多く

の事例は rg然と科学 j 、 「心と身体の科

ション学 j 、 (共生と平和の科学j 等である。

ヒュー γ ンプログラムの事例としてソ

年間で展開) : W教室で学ぶ社会の中の人

これち新教科群、 ヒューマンプログラム、

ヒュー?ン

内へのアピ…ノレ、キャジア

人間科(中 1で

方
、
、33〆、も

B
U
V
 

択 少ない

し、新教科

勺
/
ん中

を
pjzee-

、
』

1
t
d

捺コミ

ヤノレライフ (ヰ11で週 2

Jを設定し~。
中 一貫教官の

と る。

校からの入 の 在から中 るみが少ない とである。

方法の として、検 1 小 校で し 容の総 i_/ミ

) と検査 2 ど思考力・ それ 検 3 グループ

力 j だけで く 合的に している。

。〉 題は大 との 携にあち、 のーっとして、 びの社J 曜日、

年 g を開設して、 との系統性 として単位化を 中である守

-頚-究 た学びの 8つの 力と 2つの基礎 で る。

-Fよ



2 シンポジウムから得られた本学鮒緯の小中 …震性への示唆

( 1 )小中高一貫〆のためのカジ

システム構築とその組織化の

コょラム

:神

のための大学と開震

学部附農明

面からの支

の事例よ号。

3 r前痛とで fヰ校研 j なるの だ、 めのカリキュラム

開 ム的な投:害ljとしても していない。

カリキュラムの開発と評舗の具現化レ ノレとしての授業成い フ乙 の関

効、有益な方策の立案と実施: 校それぞれの方策で っている号

を果たしていない。

分担、授業担当様々な僧所での人的

で行っている。

がよ必須である。

( 4) 性の

の教員と

りの

の事例は、米露のミドノレスクーノレの

底と見なせる。

の側面から、どこで箆切るか。英市の 3 校

{初等段階が 4学年まで)ι 奇しくも同じ

(5) 一貫性の区切りの問題:一翼席 と途中入学者の誤合の問題: 産 と学

大学は途中入学者の奔在という現実を

の非受容でこ

発想、からの

( 6) 教科外活動と

まで平行である

も必::5<0

の!時間の

に展

名

~~ 

れの方築で行っている。

本学、 3 附属共に、発想を して、!日来の

3 シンポジウムから明らか された な課題

活動

① とのミスマツ からの 然 教 の意識

七、¥ キヰを踏 するか のカジ ュラムの内 な接

教 おける 節期、マネ メントおよ

の 校への

で

司f dやA戸be三勾、、

り

両附

れ

まらず、新 想、での

の必 J控 科を える

の間題。さらに、 科の

ニJ- イネ @小・

級や の いスパン

来 の研 の在り ついて 見交

主主 われた。 σ〉 は以 の通りである。

要 ③一

る意

き)、総 ( ;J、司:J )を

める とと った。

で るかを えてくるいとと った。

その

.よ-〉1、 、 達心 関 の研究 者の カlJなち iこ体 の研 者の

を併せて する。

(文 瀕南海 飯 範 教 系)
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2.海外の小@中傷高一貫性iこ擁する翼構
2. 1 スイスにおける宗教・選議教務

構留弘(教青学薬〉

はじめに

わが国では、中央教育審議会第二次苓申(平成9年6月)の提言を受けて、 「学校教育法等の

一部を改正する法律Jが平成 10年5月に成立し、平成 11年4月より、中高一貫教育を選択的

に導入することが可能となった。この施策のめざすところは、現行の中学校・高等学校の制度に

加えて，生徒や保協者がる年間の~質した教膏課程や学溜環境の下で学ぶ機会をも選択できる

うにするととにより， 中等教育の一層の多椋化を推進し，生捷一人一人の題性をより重視した教

育を実現することである。中高一貫教育の実施の方式には、一つの学校において一体的立中高一

貫教育を行う中等教育学校による方式、高等学校入学者選抜を行わずに、同ーの設護者による中

と高等学校を接続する併設型中学校・高等学校方式、そして、既存の市町村立中学校と

・生徒間交流等の詣で連携を深める形で中高一貫教斉

る連携型中学校・ つ一一一き る。

中

るごと、 (2) 6年間

した教育が可能となること、 (3) 6 

したり、鑑れた才能の発

に「ゆとちjのあ

開でき効果的な

にわたり生徒を議続的に把握することにより生徒

りできること、 ( 4)中学校 1年生から高校3年

生ま による えることにより、社会性や豊か さるこ

と、などが挙げられている。

能方で、留意すべき点としては、 ( 1 )受験競争の低年齢化につながることのないよう、公立

学校では学力試験を行わない等、入学者を定める方法などについて適切な配慮をすべきこと、(2 ) 

受験準備に錯した教育が行われることのないよう、普通科タイフの場合には特に配恵すべそをこ

( 3) I心身発遠の差異の大きい生徒を対象に円滑な学校運営を行うよう、日

に当たって、教員が緊密に連携し、きめ細かな配慮をすべきこと、 (4 )生徒集団が長期間同一

メンバ…で閤定されることにより学習環境になじめない生徒が生じることのないよう、 fゆとりJ

の中で、様々な試行錯誤をした号、体験を積み護ねること等を通じて豊かな学習を行えるように

配慮し、また、途中で転学

このように、中高…貫教育は、中

した教育を実現しようとするものであるが、ある意味では、 6年間一貫の中等教育を通して

-職業準備教育)を行わせようとするものだともいえる。つまり、

見方によれば、従来の単線梯子形教育制度に一定の変更を加え、前期中等教育段蕗から後期

教育段階への無理のない効率的な連続・移行を実現させようという試みでも島るといえる。この

ことは、従来、いわゆるフォーク型学校制度 (4~ 6年制の基礎学校の上に複線型中等学校を乗

せた学校制度)を取ってきたドイツやスイスにおける数十年来の学校改革とちょうど逆の方向で
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の改革といえるのである。前者の場合には、前期中等学校と後期中等学校との接続方式にかかわ

るわけであるが、後者の場合、初等学校と前期中等学校との接続及び前期中等学校と後期中等学

校との接続の方式に関わっているのである。いずれの場合にも、職業教育制度のあり方や学校制

度そのもの及び学校種を貫く教育課程のあり方、等々の新たな問題に当面することになる。

筆者は、 「小中高一貫制にもとづく教科・教科外カリキュラム開発研究Jの一環として、わが

国の場合といわば対照的な学校制度を持ち、その改革を試みてきているドイツ及びスイスを対象

とし、その学校改革とカリキュラム開発について、特に教科外領域に焦点を絞りつつ、若干の考

察を行おうとしている。本稿は、とりあえず初年度の報告として、 ドイツ語圏スイスの二つの対

照的なカントン(アメリカ合衆国の場合の州に当たる)であるチューリッヒとパーゼル・シュタ

ットの小学校における宗教・道徳教育の現状と課題について考察しようとするものである。

1.スイスの教育制度

スイスは、ヨーロッパ中央に位置する小さいながらも大変魅力的な連邦制国家である。フラン

ス、 ドイツ、リヒテンシュタイン、オーストリア、イタリアという 5つの国に固まれているスイ

スは、国土面積が約4万1千平方キロで、九州よりやや狭い。しかもその4分の 3は山岳地帯で、

岩山、氷河、谷、湖などで占められている。こうしたアルフスの山々と数多くの湖とが、スイス

の美しい景観を作り出している。しかしその反面で、スイスには農地として利用できる土地が少

なく、水資源、を除いて天然資源はほとんどない。そうした不利な条件を、スイスは教育によって

克服してきたのであり、現在では世界有数の工業国となり、経済的、文化的に最も豊かな国のー

っとなっている。

ヨーロッパの交通の十字路にも位置しているスイスは、古くから、軍事、経済、文化面での重

要拠点でもあった。ウィリアム・テルの伝説が有名であるが、 1291年に 3つの小さなカントン(小

国家)が結んだ「リュトリの聖約」により、オーストリーのハフスブルク家の支配から自らを解

放し、独立国として誕生した。その後、加盟カントンが徐々に増加し、独特の連邦制国家スイス

が形成されてきた。 1978年にジュラが26番目のカントンとして成立し、総計 26のカントン及び

半カントンから成る今日のスイス連邦が成立した。

スイスでは、各カントンが広範多大な自治権を有している。各カントンは小さな自治共同体か

ら成り、その数は全土で約 3及。00に上る。この自治共同体が最も基本的な相互扶助保障政治シス

テムとして、スイス国民の生活基盤をなしている。スイス的な民主主義もこの自治共同体を基礎

としているのである。

2002年におけるスイスの人口は約 712万人、そのうち約 19，4%強が外国人である。スイス国籍

をもっ住民の人口構成は、 ドイツ系(アルマン系)約 63，7%、フランス系(ロマン系)約 19，2%、イ

タリー系(ロンバルジア系)約 7，6%、ロマンシュ系約 0，6%、その他約 8，9%となっている。言語的

には、 ドイツ語、フランス語、イタリ一語、レートロマンシュ語の4つが対等の地位をもっ国語

であって、前三者が連邦公用語とされている。宗教面で見ると、カトリックが約 46%強、プロテ

スタント系が約 42%強、イスラム 2，2%、無宗教約7，4%である。このように、スイスは、民族、
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仁コロ口、 宗教、文化の面で極めて多様な複合的多文化社会なのである。

チューリッヒ 小学校教科領域・終爵艶当時務数

第 1学年 第 2学年 第 3学年

教科領域 時/週 科目・年間時間数 時/週 科目・年間時間数 時/週 科目 6年間時間数

人間と環境 聖書物語 40 聖書物語 40 聖書物語 40 

生活科・実科100 生活科・実科140 生活科・実科200

にコ 三日五口 11 ドイツ語・ 14 ドイツ語・ 17 ドイツ語と

書き方 120 書き方 140 書き方 200 

造形と音楽 手工・図画 120 手工 80 手工 80 

音楽 60 図画 80 図画 80 

音楽 80 音楽 80 

算 数 5 200 5 200 5 200 

スポーツ 3 120 3 120 3 120 

授業時数/週 19 22 25 

第4学年 第 5学年 第6学年

教科領域 時/週 科目・年間時間数 時/週 科目・年間時間数 時/週 科目・年間時間数

聖書物語 40 聖書物語 40 聖書物語 40 

人間と環境 6 生活科・実科200 6 生活科・実科200 6 生活科・実科200

Iコ 2ロ2五ロ 5 ドイツ語・ 7 ドイツ語 200 7 ドイツ語 200 

書き方 200 フランス語 80 フランス語 80 

造形と音楽 手工・図画 160 手工 160 手工 160 

8 音楽 60 8 図面 80 8 図画 80 

音楽 80 1 三日コEyE向~ 80 

算 数 5 200 コ 200 5 200 

スポーツ 3 120 3 120 3 120 

授業時数/週 27 29 29 

「「
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以上のような特色を持つスイス 学校制度も る。 ドイツと 教育や文化に

る地方分権制が識底しているため、 イスにはあ種類の学校制度があるといえる。義務就学年

思は、もちろん、スイ るが、初等学校と前期中等学校との接続方式は

多様で、為る。つまり、初等学校年限はカントンによって異なっていて、大半はる年制である

4年制及び5年制の小学校を持つカントンもそれぞれ2，3ずつある。これに続く中等段器 1と

学校(わが患の中学校に当たる)は、それぞれの初等学校の年援を 9年から引いた年数、

つまり、 3年制'"'-'5年制となっている。しかも、この段階の学校は、中等学校、実科学校、指導

過程、下級ギ、ムナジウム等々と、これまたカントンによりさまざまな名称で呼ばれているのであ

る。

ところで当然ながら、このような捜合的多文化多言語自家であるスイスでをふ

それぞれ特色を持っている。しかし 1970年代頃からは、国路的にも人口流動が高まってき

たなかで、スイスでも言語文化器毎に複数カントンに共通の小学校カワキュラムも開発されはじ

め、今日ではかなひその幅を底げている。 1972年に開始された fフランス語鴎の小学校教育の

めの教育課程jがこの種の試みの先駆的なもので、教科領域をフランス語および撃さ方、数学、

る知識、芸者号、体育の 5つに限定したうえで、壁史上はじめての共通カリキュラムを

講成したのであった。なお、スイスの全国公教育局長会議が 1975年に f義務教育期の全児麓に対

する第2公用語教育の導入、改善および調整た関する勧告Jを行い、その後各カントンで

に第2公用語(母語以外の第1外国語)を学習させることが定着してきている。ただし、スイ

ス・ドイツ語がいわゆる標準ドイツ語と著しく異なり、 ドイツ語自体が一つの外国語としての性

格をもつことから、 ドイツ諮問での第2公用語教育の早期導入はかなりの菌難を伴ってきた。こ

れも、いかにもスイスらしい特徴ではある。ペスタロッチの時代以来、スイスは教育改革の閣で

世界的にも先端を進んで、きた歴史があるが、とりわけ第 2次t世界大戦後は、教背改革に対し

わめて慎重な姿勢が見られる。この一種の保守性は、単なるがんこさではなく、人間教育国有の

価値や特数への敬意や知見が大いに含まれてもいる。教育富有の論溜を大切にし、教育における

効率主義、経済第一主義をさけつつ、必要な改革に取ち組もうとする

ちれるのである。

2 スイス国民教育の基礎理念

連邦制盟家スイスでは、 〈初等学校及び中等段藷 Iの学校) ける教育

も、各方ントンが独自に定めている。ここではカントン・チューリッヒ を見ておこう。

ュ… 1)ッヒでは由民学校は、 6年輔の小学校と 3年舗の中等学校かちなるが、 における教育

における最新版学留指導要領(i国民学校のため

ると、次のように書かれている。

)によ

「国民学校は、子どもたちが、 -文化的・白 なかで個人的に経験すること

らを、告らの素質を発達させるため きるよう るものである。国民学校は、子ど

もたちが仲間と共に、 における共生と び自 に対する責任を負えるよう
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る基礎力を促進する。 j

して子どもたちが身につけるべき基礎的態度や能力として、次の 10項目を挙げている 0

.知識及び態度決定能力の獲得への興味

-能力を高めようとすること

と連帯性

カ
い

】

』

】

吋

1
4

合
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」

ノ
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能
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判

用

意

能

的
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境

形
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暇

環

造

批

余

こうした基礎的態度や能力を脊成するために、チュ…リッヒの小学校と中学校では、それぞ、れ

l、表2で示されているような教授科告を設けている。そうした科目の中で、とりわけ道徳教

に関わるものは、教科領域 f人間と環境jのなかの「盟審物語J rレ…ペンスクン

及び教科鎮域 f雷語jのドイツ語、ブランス語である。7 ‘ 

3.スイスにおける京教書道語教育の形態

スイスの富民学校段階(小学校、中等学校 1)における道律教育の形態も、かなり多様で、65る。

スイスでも当然のことながら、広義の道徳教育を担うものとして、いずれのカントンにおいても

されてきた。公民教育は、主として読史、地理、公氏、郷土など

スイス国民として身につけておくべき公民的教養と能力の育成が図ら

を通しての五操教授は、いずれのカントンにおいても近代学校成いる。

立以来、ずっと行なわれてきたところである。

他方、狭義の道徳教青は、概して宗教教育との密接な関連の中で行なわれてきた。スイス

における道徳教青の形態も多様でるるが、大きく分けて五つの形態があるといえる。(1 ) 

f聖書物語及び倫理j、 f宗教教授jなどと呼ばれる宗教教科を中心

v

つ (ジュネーブ、シュ

教科の位に、世{詩的原田jに

教育を行う形態。

けず、

ューリッヒ、

一ツ、ウリ、ツェルンなど) (2) r聖書物語Jなどの宗教

ペンスクンデJ (生活科)という教科その告を設

フハウゼンなど) (3)学校としては宗教・道徳教育関係

・道誌に関する教育は基本的には家庭や教会に任せる形態。(パー

ゼ)v.シュタット)などでめる。

4. チューワッヒの道徳教育

に、プ口テスタント(改革君主)地域のひとつ

場合を取り上げよう。チューリッヒはスイスの中でも最も平く

ントンであるチューリッとの

した都市の一つであ号、スイ

円む
句

1
・ゐ



ス宗教改革発祥の地でもある。ここは 1523年、ツヴィングリによってチューリツヒは改革都市と

された。ツヴィングリは人文主義の影響を強く受けた人で、チューリッヒの学校教育改革にも大

きく寄与した。彼は教育された説教の聴衆と説教者との育成を目的とする民衆学校改革運動を進

め、各地に民衆学校を生み出した。これらの学校では、いわゆるスリー・アールズ(三基本教科)

と、教理問答、祈り、賛美歌を教える宗教教授がなされていた。しかじ学校は教会権力の掌中に

あり、初等教育はその後、改革時代の精神が勢いを失い、マンネソ化し、やがて低迷を続けた。

18世紀になると、啓蒙主義の影響のもとで宗教的な問題領域にも理性が関与することとなり、

教会が行ってきた宗教的指導も、学校の教授活動の中に組みこまれるにいたる。そして宗教教授

の内容も、啓示宗教的なものから、合理的で市民的な道徳・倫理的なものに変質する。 19世紀初

頭以来、学校における宗教教授をめくやって教会と学校(国家)の闘争が続けられることになる。

「学校の急進化の点で、他のカントンに先んじており、宗教改革以来、教会が学校の中で占め

てきていた地位から、教会を力づくで追放した最初のカントンJであるとされるチュ…リッヒは、

早くも 1823年に学校法を定め、 「あらゆる国民階層の子どもを一致した原則に基づいて教育しな

ければならない」として、 きわめて自由主義的な、近代的な公教育制度を施行した。そして 1869

年のチューリッヒ憲法は、いち早く無償制・義務制・超宗派制の公立学校制度を法的に根拠づけ

ている。そして 1899年の国民学校法に基づいて作られた 1905年の教育課程では、宗教教授は、

「聖書物語および倫理Jとよばれる教科(週二時限)で取り扱われることになった。

この「聖書物語および倫理」という教科は、国民学校の第1学年から第6学年については、あ

らゆる宗派的特質を放棄した聖書物語を教えること、高等小学校(第7学年から第9学年)では、

聖職者による宗派的宗教教授(チューリッヒの国教である改革派の教会の牧師によるもの)を行

い、これは非義務制とすること、などを原則としていた。この教科の目的は、第一に、小学校段

階では「心情と人格の形成」、高等小学校段階では、 「心情生活の高貴化と人格の形成」とされ

ていた。従来の「宗教教授」が目的としていた「倫理的・宗教的人間の育成」は後退させられ、

「気高い情操の喚起」と「倫理的行為への鼓舞」とが強調されている。そのために、教師は「倫

理的講話」や「聖書的題材」を媒体として用いて、子どもたちにいわゆる「志操教授」を行った。

また、 「宗教的・道徳的感情の覚醒と養護J (小学校)、 「道徳的・宗教的感情の深化J (高等

小学校)もこの教科の課題とされた。

以上のように 1905年の教育課程で導入された「聖書物語および倫理」という教科は、聖書的教

材を中心としながらも、すぐれて倫理・道徳的な、合理主義的な内容のものであった。しかし、

教会や宗教的に熱心な父母たちは、この教科にいっそう宗教的要素を求め、 「宗派学校」化を要

求する時期もあった。第二次大戦後は、キリスト教教育がドイツ語文化圏全体に再び地歩を占め

るにいたる。こうして聖書が熱心に子どもたちに教えられるようになり、聖書中心の宗教教授が

支配的となった。しかし教材や教授方法が必ずしも充分でないまま、聖書物語の伝達に重点がお

かれすぎたあまりに、 1960年代後半には、この教材に対する不平不満が、生徒と教師双方の側か

ら噴出するにいたる。 生徒は、 「同じことを何回も何回も聞かされる。こういう聖書物語はいっ

たい何の役に立つのか」という不満を訴えた。他方、教師は、この教科に対する子どもたちの興
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味・関心の低さ、この教科の取り扱い方のむずかしさ、などを訴えた。折しも宗教教育学の分野

でも、一つの大きな変化のきざしが見え始めたa それは聖書を授業の中心にすえる聖書中心主義

の批判から始まった。そして 1968年頃から、子どもたちの必要や疑問、問題をとりあげ、将来の

生活上の諸問題を克服していく能力を子どもにつけていこうとする、いわゆる「問題志向的宗教

教授Jが提唱されてきたのである。授業の内容としては， r不安、抑圧された人問、未来、権威

と家族、良心、社会的不正」などのテーマがとりあげられ、新しい教授法上の知識が適用された。

こうして、聖書とか教会史的なテーマは後退するにいたった。こうした傾向の中では、そもそも

「宗教教授」なるものの独立教科としての存在理由が薄らいでこざるをえない。しかし 70年代に

入ると、再び、聖書と聖書的内容が独自の教授対象として強調されてくるのである。聖書に対す

る科学的、合理的アブローチだけでなく、自発的なアブローチというものも再び発見されるよう

になるのである。こうした 70年代の動きの中で、チューリッヒは、道徳・宗教教育の分野で一つ

の改革を行うのである。

5. rレーベシスクンデJの設置過程

1960年代後半から 70年代前半にかけて、 「聖書物語および倫理」という教科をめくやってさま

ざまな議論がなされた。チューリッヒの教育局は 1960年代末に、この教科の教授に関する諸問題

を検討するために委員会を設け、その報告書が 1971年7月にまとめられた。そして 1974年7月、

チューッヒの教育参事会は学務委員会、教員組合および新!日両派の教会の審議結果をもふまえた

上で、この報告書に基づき、この教科の改革を行った。すなわち、小学校段階については、従来

の「聖書物語および倫理Jという教科を、二つの独立した教科、すなわち「聖書物語」と「レ一

ペンスクンデJとに分離することとしたのである。

これら 2教科それぞれに週一時限ずつ時間を配当し、原則として学級担任教師が両方の教科を

担当することになった。 r聖書物語」については、従来通り、いわゆる良心条項が適用され、教

師は良心的事由からこの教科の担当を他の教師に代わってもらうことができることになってい

る。児童も、親権者の申し出により、この授業を受けない権利が保証されている。しかし「レ一

ペンスクンデ」については、必ず学級担任教師が全児童を対象に必修教科としてこの教科の授業

を行うのである。ただし、時間割の上では、 「聖書物語」、 「レ一ペンスクンデ」、 「書き方」、

「唱歌Jの4教科については、たとえば「聖書物語Jと「唱歌Jというように、いずれかの 2教

科を組み合わせて一時限内に教授し、それを週二回行うという形にしてもよいことになっている。

この新教育課程では、 「聖書物語Jの授業は、 「聖書の知識へと児童を導き、聖書の世界の特

質を示し、かつ聖書を通して神の御業に対する理解を深めさせるJことが目的とされた。内容は、

児童の年齢や思考能力、表象能力を十分考慮して選択することとし、低学年では多くの場合、聖

書物語を教師が読み聞かせ、解説したり、児童に意見や感想を発表させたりする授業形態が多い。

第4学年以上では主として新・!日両派からの編集委員による編集物である「スイス学校聖書」が

使用されている。

宗教教授的傾向と世俗的な倫理一道徳的傾向を一応分離し、相互の独立性を保証しようとする
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試みではあるが、二つの教科が互いに{告を排除する

は問題志向的アブ口一チを

ものであるということではない G

ンスクンデj も宗教的基盤を排除

に関わっているのである。
V

つよし るものでは決してない。両教科があい

6. iレーペンスクンデj の本質

1974年に改訂されたチューリッヒ

、同胞およびまわりの世界ζ対する

「レ…ペンスクンデJの課題を、 f自

を青少年に喚起し、道徳意識と自主的な半Ij

新能力の背成に努めることj としている。さちにカントン教育参事会の「レ一ペンスクン

(1975年〉誌、原理的考察の中で次のように述べている。

「われわれ教育者は、外からの感化と昌己決断との緊張関係の中で、子どもたちが正しく自分

のとるべき道を見い出していくことができるように揚力したいと思っている。われわれは批判的

に、洞察をもってものごとを判断できる能力を子どもたちにつけてやろうとしている。 j

fレ一ペンスクンデという概念を、われわれは広識に解釈し、現在および将来の生活領域にお

いて、生徒がE支出する諸開題との対決だと理解する。つま号、レーペンスクンヂとは、生活上遺

る諸開題を克服するための援助提供なのである。 J

fかくしてレーペンスクンヂは、人間存在の諸問題をめぐる

科授業のテーマ、たとえば、秩序、時間厳守、溝潔などのテーマは、 斗
ふで効有

るあ

様
で

同

も、もはやレ一ペンスクンデの中心を占めるものではない。 J

の引用で明らかなように、レ一ペンスクンデは、子ども自身が自主的に、批判的に、福察

をもって、生活上の諸開題にとりくみ、それらを克服し、処理していく準講をし

なのである。だ、が、もしそういう教育活動であり、単に一つの教科ではなく「素材領域jである

とすれば、なぜ IV…ペンスクンデ」という教科を設けるのであろうか。これについて報告書は、

のように言うのである。

の中でレ一ペンスクンデは、どんな教科においても、どんな時点においても

ものである。つまり、レーペンスクンデは、ただ単に新しい教科としてのみ理解されることなく、

とりわけ、あらゆる教科の中で自然発生的な教授として適用されるべき教授の原理として理解さ

る必要がある。レーペンスクンデの重点は、先輩のかかえる諮問題に自然に入ちこんでいくこ

と、学級の日常生活の中で観祭されることや靖況立関するディスカッションにおかれるのである。

しかし、あらゆる生活上の諸問題そ、伝統的な教科の中へ持ち込むことは不再能である。

しばしば、 fレ一ペンスクンデ』という教科の、準慌された授業によっ

目的的な情報を必要としている。」

こうして、 IV一ペンスクンヂj は、あらゆる教授の中で適用されるべき教授の盟理としての

性格をもっと問時に、一つの合語的的な、人生の諸賠償域に関する情報提供のための教科とし

されるような、

の性格をもつのである。形態の上では、教科としての「レ…ペンスクンデj 泣 f全教育活動を

しての道課教育と密接な関連を保ちながろ、計画的、発展的な指導を還して、これを補充し、深

イヒし、 するものとされている、わが国の f道誌の時間J るものであるといえる。

21 -



7. rレ一ペンスクンデj授業の自擦と成立条件

fレーペンスクンヂJは、具手本的には何を教育自漂としているのであろうか。先にあげた「レ

一ペンスクンデのための委員会、jの報告書によると、 「レーペンスクンデ」の授業の主要目標は、

児童に f告自に、しかも謂察と寅任をもって決期できる能力を与えるJことであり、それを通し

て、 f批判的な態度j と、他人と f意志諜通が適切にできる能力Jとをつけさせること、なの

ある。さらにまた、この授業は、 f児童の個性を考塵しつつも、つねに人間共同体児向けての教

脊jであり、 f能入の

て直面するであろう諸問題を、

fレーペンスクンデJの自的だが、

( 1 )批判的判断力の膏成(2 )自

で自主的に支部していくこ

おい

るように準犠させるのが

標としては以下の4つがあげもれている。

の育成(3 )適切なコミュニケ…ション益力の

背成 (4)社会的共再生活への態度の育成

ここで注殺しておきたいのは、 fレーベンスクンデjは、何らかの道徳的価値や誌というもの

を、児童に教え込もうとするものではないことである。ここには従来の倫理教授のもってい

の教え込み的方法(いわゆるインドクトリネーション)への批判が明らかである。 rレーペンス

クンデj註道徳的髄髄や徳というものを内容として教えるという、いわば道徳教育の

方法をとらない。 rレ一ペンスクンデj が目ざすのほ、児童が主体的に自ちの価値観や人生観を

確立していくことであり、それと必要な基本的能力を育成することなのである。これと

飽人との共同生活を円滑に、平和的に進めることのできる能力や態度を育成することなのである。

つまり、自主性と連搭性の育成こそが、 fレ一ペンスクンデj の目標とされ、それが上記4つの

具体的な能力や態度に集約されるのである。

ところでこれちの能力や態度は、どんな条件のもとで育成されるのでみろうか。 rレーベ

クンデjの教師黒字引審および教材の作成にあたった委員会の顧問フォン・トーべ)v博士によれ
まず第一に、批判的判断万や態度の育成については、見叢の批判的な態度決定が許される場

を意図的に待り出す必要がある。けだし、 f批判的思考力の教晋と

わせ、検証させることによって、彼らが自主的にそれらについて判断を下せるようにすることを

るJからで島る。第ニに、自主的決断能力ζついては、それが護数の可能性の中から

ょう

ては、

とするよう

うことであるから、この能力の育成のためには、子どもに広範な選択可能性を与える

を学校ζ作り出すことが必要である。 第三の、コミュニケーション能力の育成につい

対話能力への教青は、教師と児童の問、児童相互間のコミュニケーション

をどの教科にも遊j忘することではじめて達成されるj として、授業形態の

している。最後に、社会的共間生活への態度の育成で、は、 f共同的態度を可誌にし、

かっそれを体系的に教えるような授業の条件が非ち出されなければなもないJので為る。

要するに、レ…ペンスクンデ授業の成立粂件誌、第一に学習主体としての児童が自由

し、また吉らの判断や決定を下すことができるような雰思気があることである。そのために

と児童との措頼関係が必要であ号、また学校や学級の、とくに授業形態のあり方そのも

のが改善されるととが要求されるわけである。こうして「レ一ペンスクンデJの導入は、逆に学
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校教育全般に対しである種の衝撃を与えることとなるのである。特に「教授の東員むとしての fレ

ーペンスクンデj というとらえ方は、いわば名教科教按に対しても fレ…ペンスクンデj

ことになり、教授中心的な学校に、教育的要素をより多く付加する働きをなすことに

ろう。ただし、無原期的に「レ一ペンスクンデj を教科指導にもち込むことは、教科の特質を

う危険性もあり、慎重な検討が必要であると考えられる。

8. rレーペンスクンデjの内容と方法

さて、以上のような諸能力の養成のためにどんな内容がとりあげろれるべきなのであろうか。

fレ一ペンスクンデ」の授業でとりあげうるテーマとして 58項自をあげている。それら

のテーマは、個人、性一家族、集団、学校、国家、枇界、余蝦一芸術、自然、経済、マスコミ、

病気、交通安全といった、およそ人間の生活に関係するあらゆる分野を内包している。ところ

これらのテーマが全部とりあげなければならないというのではない。つまり、これらのテーマは、

自ないしは価舘としてあげられているのではなく、ただ、先にあげた諸能力の育成をはかるため

の話題材料としてひろいあげられているのである。実際の授業において誌、児童の疑問や

興味、問題や葛藤を基準として、学級担径が学級の実清に望書して自由に選択することになってい

るのである。そして各テーマはいろいろな観点からとり扱われうるが、特に留人的視角、人間関

i系的硯角(我と汝の関係)、社会的視角(社会や詰度との関係)かちのアブローチが留意される

べきだと指摘されている。また原期的にはあらゆるテーマは、どの学年段階においても敦り扱い

うる、という立場がとちれ。とくに基本的なテーマは、どの学年段階でも再三取りあげら

どもに適切な方法でとちあつかわれることとされている。方法としては、理性的な知識の伝達

に終始することなく、情緒的銭面と実践的制語にも十分配慮することが要求されている。実際の

授業では、教師による読み開かせ、写真や絵、スライドなど視覚教羽の使用、児童による

菌や問題状況の投誤渓技、などによって、テーマのブレゼシテーションがなされ、それをめべつ

てのヂイスカッションが行われる場合が多い。校業の結論は教師の側からは与えられることなく、

自岳な対論をやりながち、主体的に開題解決にとりくむ形式がとられる。

以上は「レ…ペンスクンデjが導入された臼70年代の状況であるが、 20例年現在、 「レ…ペ

ンスクンデjの自擦について、学習指導要領は次のように規定している。 rレ一ペンスク
どもたちが自ちの生活題において自己を自覚し、自己の行動指針を獲得し、日常的な

人間関係が楊立できるように援助するj ことをめざし、 f物語、お話、ロールフレ…、習熟等々

いた異化J並びに f実捺の出来事や惑'1警や場面など、珪接的個別的現実への取り組みj

号、 「生き方に関わる諸問題と迫ることを目指すJ、と。 rレーペンスクンデjの内容領域とし
ては、小学校高学年の場合、たとえばく個人と社会>と題する分野には、次のようなものが含ま

る。

-自分自 にとって に関するマスメヂィアの表現の探究

-特別な経験可能性をも に構成された J詩況のなかで、さまざまな知覚方法や行動方法を



し、比較すること

・現実の場簡で、関人的観点、社会的な観点を探究し~話題とする

・責在遂行

;慕

・自己自身について認し、説明し、 概舟
Jじ戸

-社会的清況とついて話し、説明し、漉用する

-多元的かつ変化しつつある霞界へと自己を向け、解明し、適用させるための語棄と概念

ける生活のために解明し、適用す

3.関連性への洞察

.自己自身を一間性の鶴入とし し、受容すると

ー他人との出会いにおい を比較すること

出来事につい し合い、それとの意味のある扱いのための手がかち

4.髄髄観の解明

-倍f室を経験し、自己畠身への作用を検証すること

-過失や失敗をさけようとし、また、それを人間的なものとして受容すること

e他人の倍鑓観と自己を対持させ、その際に自己自身の判定を基礎づけること

. ，.rr，る価値に対して し、それにし て行動すること

こと

こうして今日でも、 fレ一ペンス

ならんで fレ…ベンスクンデ・実科j という

て機能しているのである。

は教科領域「人間と環境j の

られ、

に f聖書物語Jと

る道徳教育の柱とし

9.総合的な学習を過しての道徳教育の実践例

最後にチュ…リッヒのある小学校が実践した総合学習フロジェクトを紹介しておこう。これは

開発Jをうたった 1992年の地球サミットの擦に出されたいわ浄る「リオ宣言jに却

した環境教育に関連する総合学習の試みである。 Iリオ宣言j との関連で数年来、スイス各地で

に興味深い実践がされてきているが、ここに紹介するもの誌、幼稚園から小学S年生ま

竣ぐるみで巻き込んだ実践として注自されるのであり、まさに現代のレ…ペンスクン

のものでもあるといえる。

1)ッヒ市は2000年に、環境政築立案や実施に子どもたちが共同参加する権利をもっとの

にたち、あるブ口ジェクトを発議した。子どもたちが f自分の住む街区とおける生活の質を

改善するJために、自分たちの性む街区を探査し、どんな点が気に入ったか、どんな点が改善さ

れるべきか等を確認し、最終的には市議会に対して改善案を提出するという、実践的なものであ

る。このプロジェクトに参加したのは、パルグリスト小学校の子どもたちと園児、そして教員で

った。子どもたちには、自分の住む能思をわがものとしてよく観察し、様々な意見や要求

語化し、主張することを学び、また自分たちの行動領域を探査し、自分たちの生活空間

構成と開発に参与することが求められた。教師たちは市当局の担当者や専門家かも

24 



加プロジェクトに関する専門的な研修を受けた。プロジ、エクトの実施に先立ち、親たちゃ、警察

官、林務官、病院関係者、教会、地区学務委員等、関係者に対しでも十分な情報提供がなされた。

このプロジ、エクトには幼稚園児から小学6年生まで、総勢 116名の子どもたちと、教師 12名お

よび何人かの専門家が参加した。プロジェクトは総会から始まり、初日の午前中はそれぞれのク

ラスで、担任教師の指導のもとに街区内のある特定の場所を例として、観察の仕方や改善の方法

の提案等について学び、要点のメモの仕方など、総会での発表準備もした。

初日の午後は、 116名の子どもたちはまず5つのグルーフに分けられ、それぞれのグループは

固有の色の旗で識別された。さらにこの 5つのグループの子どもたちは、年齢やクラスが異なる

子どもたちから構成される 4つの小グルーフに分けられた。この小グループには、それぞれ動物

の名前が付けられた。翌日は、このようにして作られた総計 20の異年齢児童集団が、あらかじめ

届けてあった計画に従って街区の査察を行った。安全性の確保のために、あらかじめ警察署、消

防署、病院等々への協力依頼などの様々な手だてが取られたが、あくまでも主体は子どもたちで

あり、教師や大人は背後からのサポート役に徹した。

3日目には再び総会が聞かれ、 5つの大グループがそれぞれに所属する4つの動物グループか

ら提出された調査報告書に基づいてまとめて提案した問題提起や改善策が全体で審議された。最

終的には、交通事情、街区の美観や衛生状態、遊び場、売却を迫られている農地に関する問題、

等々の総計一二項目が採択され、三段階の優先頗位に分けてまとめた上で、市議会に提出するこ

とが決定された。この決定事項は総会で選ばれた代表者によって市議会に届けられ、受理された

が、その 1ヶ月後には市議会から正式回答がなされた。汚れた地下通路を清掃し、その壁を子ど

もたちの絵で飾ること、ある進入路の信号を改善すること、なかなか変わらない信号機を調整す

ること、などの要求が聞き入れられたが、提案された場所へのすべり台の設置は拒絶される、な

どの結果であった。このプロジェクトは、その後、恒常的な街区子ども議会を生み出し、地区の

行政に対する子どもの参加を引き続き促進しているという。

これはほんの一例であるが、体験学習中心の総合的な学習により、道徳的側面をも含む実践的

態度と行動力を育てた興味深い取り組みである。

1 O.バーゼルにおける「宗教教授J授業例

国際化の進展と学校改革

ドイツおよびフランスと国境を接するライン河畔の都市パーゼルは、エラスムスをはじめ、多

くの著名な学者や文化人が活躍してきた歴史的・文化的な町として知られる。ここの象徴でもあ

るパーゼル大学は、 15世紀に設立されたスイス最古の由緒ある大学である。この古くからの国際

都市バーゼルは、ここ数十年来、都市化・人口の流動化・国際化が著しく進展し、今日では典型

的な複合的多文化社会となっている。たとえば総人口に占める外国籍住民の比率は 28%で、スイ

スの全国平均 19%を大きく上回る。これに伴い、外国籍の就学年齢児童の割合は実に 41%にも達

している。その結果、 25名規模の学級でスイス人の子どもがわずか数名にすぎないような例もし

ばしば見られる。このような混成社会において、それぞれの子どもに基礎学力を身につけさせ、

「
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個性に応じた教育を提供して民主主義社会の市民育成をめざす学校は、豊富な選択肢を用意し、

子どもたちの個性に応じた個別的な教育フログラムを提供することを求められている。このよう

な認識に基づいて、バーゼル・シュタット州教育局は、 1990年代に 5カ年計画で教育制度改革を

行った。これは、およそ教育改革にきわめて慎重なことで知られるスイスでは、めずらしい改革

であった。

この改革で、 2年制の非義務制幼稚園、 4年制の小学校の部分はほぼ従来通りながら、日本の

小学校第5学年から高等学校第3学年に当たる学校段階で、著しい変化が生じた。

第一は「指導課程学校Jの導入である。これは小学校卒業者全員が共に学ぶ3年制の学校であ

る。ここで子どもたちは、 ドイツ語、フランス語、数学を中心とする学習に取り組みながら、親

や教師と相談しつつ、自分の将来の進路を探っていく。子どもたちが「自己自身の適性を知り、

自己の長所と短所とを慎重に探り、社会における共生のために何が重要であるかを見出し、その

後の自己の教育コースを発見し、学習することを学び、自己自身の意志を形成できるようになる

こと」が、この学校の目標とされている。ただし、あくまでも用具教科としての国語と算数の基

礎学力をきちんと育成することが中心であって、これらの教科の成績が、その後の学校や進路選

択の際の指標となる。

いずれにせよ、 10歳時にいきなり複線型の中等学校のいずれかを選択するのでなく、子どもた

ちの成長過程に配慮しつつ、学校選択の可能性を大きく広げることのなったのである。この種の

制度改革は、 1970年代にヨーロッパ各国で施行されたのだが元バーゼルも遅ればせながらこれを

採用し、かっこれに独自な特色をも加えているのである。

この「指導課程学校Jの卒業者は、高等教育機関に直結するギムナジウムに進むか、多様な学

習コースを備えている「継続教育学校」と呼ばれる前期中等学校(日本の中学校2-3学年)に

進むことになる。そして9年間の義務教育が終わる時点で、自己の選択に基づいて、多様な後期

中等教育学校の中から自分に適した学校を選んで進むことになる。なお、それぞれの子どもたち

の学習進度や成長速度に配慮して、いくつかの段階で進路を変更しうる道も備えられている点が、

この改革の特色である。

1 1. I指導課程学校Jでの道徳、・宗教教育

ところで先にみたチューリッヒの場合とは異なり、バーゼルでは、小学校や中等学校が主体的

に宗教・道徳教育を課すことはしない。むろん、子どもたちの全面的発達を促すという学校教育

の理念から、広義の道徳・宗教教育は各教科の教授の中で行われている。だが、取り立てた道徳・

宗教教育は、学校が「宗教教授」のために時間割に週2時間を配当しておき、その実施に必要な

教室を用意しておいて、授業自体は新旧両派の教職者がそれぞれ担当する仕組みになっている。

「宗教教授Jは、第一義的な聖書の教えの伝達と、 「キリスト教的な価値Jを伝達して責任あ

る行動を促すことが目的とされている。パーゼルでも、他の多くのカントン、 ドイツ、イギリス

などと同様、宗教教育と道徳教育はきわめて密接な関係におかれているのである。とりわけ今日

では、相互理解・相互尊重、人間関係の樹立能力、暴力と非暴力、諸文化と諸宗教、自己の才能
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と弱点の認識、自己の感情の統制、誕生と死、神の創造への尊重の念、〆等々のような‘いわば現

代的な道徳教育的諸課題も[宗教教授」の内容に含めることが不可欠と見られている。

ところが、現実には、親たちのキリスト教離れ・教会離れの激化、キリスト教以外の宗教信仰

者の増加などにより、大多数の子どもたちは「宗教教授」に出席しない情況がある。しかも、バ

ーゼルでは、チューリッヒの[レーベンスクンデ」やドイツの「倫理科」のような、 「宗教教授」

に代わるような授業科目は設けられていない。人生の重要問題に真剣に取り組む時間が学校にな

く、しかも青少年が直面する問題はますます複雑化しつつあるという深刻な状況をふまえ、カン

トンの教育局は、学校における道徳・宗教教育をどう充実させるべきかについて、数年前から検

討を始めている。しかし、今後の方針はまだ決定しないままである。

1 2.カーラ先生の「宗教」の授業

このようにバーゼルでは道徳・宗教教育におけるひとつの転機を迎えているが、先進的な宗教・

道徳教育の試みも生まれてきている。 2003年の秋、新学期開始間もない時期に、このカシトンの

教育局の計らいで、ある「指導課程学校」を視察する機会を得た。その折に見せていただいた「宗

教Jの授業の一端を紹介しておこう。

この学校は、バーゼル市の中でも外国籍の人たちが特に多いインゼル地区にある。授業観察を

快諾してくれたのは、ブリギッテ・カーラ先生というドイツ出身の女性教師であった。カーラ先

生は3年前から、この「指導課程学校Jで5年生の「宗教教授Jの授業を担当している。彼女は

牧師ではなく、普段はこの学校および他の学校で専門家として相談業務に従事している。さらに

バーゼルのプロテスタント教会の「宗教教授J担当責任者であるヴェレーナ・イェーガ一博士と

の共同研究も進めていて、目下、子どもたちのための「調停と暴力回避のための教育Jというテ

ーマに取り組んでいる。 I寛容と和解・調停Jが現在のカーラ先生の実践と研究の鍵概念のひと

つである。

さて、参観した授業は、 5年1組を対象とする通算第3回目の授業であった。この授業には、

このクラスの 25名の児童のうち、 10名が出席している。他の子どもたちは、カトリックの宗教

教授の授業に出るか、あるいは親の意志により、この時間帯は学校に来ていないかのいずれかで

ある。この 10人の子どもたちの家庭の宗教は、キリスト教、仏教、イスラム教であり、人種的に

はアーリア系(スイス)をはじめ、アジア系、アフリカ系、それに東欧系というように多彩であ

る。

カーラ先生は、宗教に関する理解と尊重の念、そして寛容な精神を育成することを目標として、

目下のところ比較宗教学的アプローチを採用している。これまでの 2!E]の授業で、世界の 5大宗

教についての学習を進めてきたのだが、この 3回目の授業では、ヒンズー教、仏教、ユダヤ教、

キリスト教、イスラム教について、それぞれの正式名とその信仰者の呼称をドイツ語できちんと

言え、正しく綴れること、それぞれの宗教を示す象徴(記号)を理解し、それぞれの宗教におけ

る超越的存在の呼称が言えたり、書けること、諸宗教のおよその成立期について理解すること、

等々が扱われた。かなり高度な内容であるが、小学5年生に当たる子どもたちは、のびのびと、
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しかも熱心に学習に取り組んでいた。カーラ先生の人間性と教師としての力量がその背後にある

ことが容易に察っせられる。彼女は、既成の教材を使った教え込み授業ではなく、主として子ど

もたちとの対話を重視する双方向的な授業を重視している。自由な空気の中での対話が、子ども

たちの思考力そのものを刺激し、彼らが能動的な学習活動を通して、結果的に自分のカで、自由

に、自分なりの学習を進めていく。その結果として、子どもたち自身の勉強の成果が、それぞれ

の独自の学習ノート結集されるのである。

たとえば、宗教の名称や成立期の学習にしても、子どもたちが教師の問いかけに、間違いを恐

れずにあれこれ活発に発言し合いながら進めていく。また、宗教名や信仰者を表す言葉の綴りの

学習では、クロスワードパズル方式が活用される。身近な事物の絵の下に、その名称を書き込む

マス目が用意されていて、それぞれのマスに、アルファベットの各文字国有の数字が付されてい

る。子どもたちは事物の名前をマス目に埋めながら、文字と数字の関連を知り、今度はこれを応

用して‘やはりゲーム的感覚をいかしながら宗教名や信者の呼称を正しく綴るのである。諸宗教

の決して容易とは言えないドイツ語名を、かわいらしい声で、たどたどしく発音し、あるいは一

心に書き込んで、いる子どもたちの姿は感動的で、さえあった、。また、各宗教を示す象徴を使つての

学習も、明らかに効果をあげている。むろん、これが宗教教育のすべてではないが、重要な要素

のひとつではある。

この授業は、教師と子どもたち、子どもたち同士の間の信頼感に基づく非常に良好な雰囲気の

なかで進行している。まさに宗教・道徳教育における「潜在的カリキュラム」の重要性、国際化

時代の聞かれた道徳教育のあり方について多くの示唆を与えてくれた、印象的な授業であった。

終わりに

以上、スイスの宗教教育・道徳教育について、ドイツ語圏の二つの代表的カントンを対象とし、

小・中・高一貫教育の観点を背後におきつつも、主に小学校の場合に焦点を当てて、その現状と

今後の課題について記述した。今後は、 ドイツの場合、フランス語圏スイスの場合も含め、小学

校と中学校、義務教育学校と後期中等教育学校との接続関係に注目しつつ、一貫教育の視点から

教科外領域のカリキュラムについて情報収集を行い、比較教育学的研究を進めたいと考えている。
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2.2 オ田酬ストラワアにおけるIJ¥• 中一環カリキュラム

一一ノ…ザンテリトリ…の教育を中Jむに一一

井器仁藤(教審学系)

ストラリア

ストラリアでは， Primary (小学校)とおcondary(中等学校)の教育，そして大学などの

ることができる。 Primaryは， Year1から Yωr6ないし，州によって Yeaげまでが

し， Secondaryは， Year7 (V'!~ によっては Year8) から Year12 までとなっている。後述する

うに， Secondaryは，前期と後期に分けられる。本福では，まず，このようなオーストラリアの教

育の背景と教育制度を，概観した後i 2003年にすでに成果として公表した拙稿により，

を示し，そのう ノ ンテリトリ に着目して，小・

についての報告をおこないたい。

以下，本章では，本年度の成果の一つである井田 (2003a) 1)によるものである。オーストラリ

アは、 1901年の連邦結成以来、自豪主義の留として名をはせていた。しかし、

自豪主義才一ストラザアをより一層発展させるために、大量の移民を受け入れようになった。 1958

年には移民審査のーっとしていたヨーロッパ吉語による書き取り調査が毘止され、ヨー口ツ

の国からの移民が入りやすくなった。 1975年には人種差別禁止法が成立し、 1980年代には

アジアや中東からの移民が多くなる。すなわち、オーストラリア政府は、異文化を排除した白

ら、異文化を尊重する多文化主義へと国の方針の大転換を留ったのである

2001)。換言すれば、自豪主義を維持するための移呉政策が、多くの国から移民を受け入れるこ

とにより臼豪主義が維持できなくなり、むしろ国を維持するためには、多くの留の移民を認め合

う多文化主義に移行せざるをえなくなったのである。 2000年の人口センサスによると、人口の約

4分の lほ、オーストラワア以外の国で生まれた入である。英国、ニュ…ジーランドといっ

生まれの人々だけでなく、ベトナム、中間、インド、マレ…シアといったアジア生まれの人々

も数多い。このように多文化主義者採用することで、教育にも多文化主義の影響が反映される。

(2001) 2)によると、ピクトリア州では 1997年に新しい多文化教育政策が策定され、次

の4}誌が提唱されている。第 1は非英語系の生捷への第二言語としての英語教育を充実させるこ

と、第 2は、すべての生徒に英語以外の雷語の学習を提供すること、第 3は学校活動全体へ多文

北的な視点を取り入れること、第4はすべての生誌に対して異文化問教育を実施することである。

には、反人種差別教育も含まれるとされる。反人種差別教育は、文化や言語の

に偏ちがちな多文化教育では違いが強調されるだけでよ必ずしも子どもたちのマイノワティーに対

する偏見を取ち除くことにはならず、むしろ錦見を助長することもあることから、マイノリアイ

に対する差別を真正酷から取り組むものである。とのような多文化教育政策を受
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では英語の他に、 40以上の言語教育のプログラムが用意されているs さらに、?イノリティに

対する人権教青が必要となり、社会科系科目も多文化教育政策のもとで註要性を増してくる。

ところで、オーストラジアは引¥N2誼轄s:で、それぞれ学校教育行政が任されている。州、

区の学校教育制度は、 1年間の準備教育、 5年あるいは 7年の初等教育、 6年あるし、は5年の中

らなり、中等教育はゆ学年(初等教育の l年から通し学年)までの前期中等教青と 11、

12学年の後期中等教育i三分けられている。前期中等教育では蔭了試験は実施されていないが、

後期中等教育を修了するためには修了試験を受験し、合格しなければならない。後期

了試験に合搭すると、後期中等教育修了饗格が与えられるロ後期中等教育修了試験は、資格とも

に大学の選抜試験としての役割もあり、就職の際にも重要である(佐謀博志、 2001)ヘゼクト

ジアナNでは、 11学年と 12学年で選択した科目が後期中等教育諺ア試験の科岳となる口図 1~日丸
ストラジアの教育制度の構造が示される告

分離型中等学校

技討'1>継続
教育機関

3.....J 経滋部分は義務教事事

文部省議f諸外留の学校教育(アジア・オセアニア・アフリカ議)J(大療省印刷靖、1996年〉より。

1 才一ストラジアの教育制度の構造

(江口勇治繍『世界の法教育』現代人文社 p.16ヰよち)
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立 オ…ストラリア

1)国土の広さとフライングドクター

ストラジアiこは広大な面積をもっ…方で p 人口が少なく人口密度は2人Ikniである。国 l

iま才一ストラジアの国土の広さと，人口密疫の少なさによって特徴づけられるフライングドクタ

の基地の分布を示したものである。なお，本章の 1)と 2) は，井出 (2003b) 4)ですで

表した本年度の成果の一部である。

ストラリアのアライングドクター(空飛ぶ陸部)のサーピスは 1928年から開始され、 2000

年現在で 20の基地をもち、 40機の飛行機と 400人以上のスタップで支えちれている。図 1，まフ

ライングドクターの基地の分布とドイツ、ニュージ」ランド、イギリス、日本、アメリカで2

自に広いテキサスナHの広さとの比較をしたものである。ある一つの基地が受け持つ面積は自本の

2倍以上におよぶ。このような広い地域で、定期的な診断を行ったり、急患をト輸送している。フラ

イングドクターの基地で、詳細な説明を受け、実際の業務を見ることでオ→ストラジアの広大さ

を実感することができる d

G 500 1000 km 
急 も

1 アライングドクターの基地の分布と の さの比較

(Royal f1ying doctor service Australiaのパンフレットよち作成)
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2.)オーストラリアの植生

オーストラリアの国土の 3分の 1が、年降水量 500mm以下の乾燥地域・半乾燥地域である。

図2はオーストラリアの植生を示したものである。大陸の中央に広がる砂漠およびステップは特

に降水量の少ない地域である。雨が降れば、草や低い濯木が生えるが、乾燥すると地肌が見える

地域である。砂漠は砂砂漠と岩石砂漠に分けることができるが、オーストラリアは砂砂漠が多い

乾燥地帯である。とはいっても、砂砂漠は砂漠の 300/0を占めるにすぎない。

砂漠およびステップの周囲にはサパナが広がる。サパナは草原や低木、まばらな木々が生えて

いる地域である。半乾燥地帯といわれる地域でもある。このような半乾燥地帯および乾燥地帯に

おいても牧場は見られる。羊や牛が飼われているが、草の生育は乾燥しているため、あまりよく

なく面積が広いわりには飼われている羊や牛は少ない。大陸の中央部を草で走ると乾燥地帯の景

観が続く。広い牧場もあるが、そこで家畜をさがすのはけっこう大変である。また集落(ガソリ

ンスタンド)は 100kmごとにしかないので、燃料タンクに注意しなければ、 1時間に何台も通

らない炎天下の道路でガス欠ということも十分にありえる。

降水量の比較的多い森林地帯は海岸部、特に東部の海岸部に多い。北東部の森林地帯は熱帯雨

林である。このような植生の中で、オーストラリア観光の看板ともなっているオーストラリア固

有の動物たちが生息している。オーストラリアでは、このようなオーストラリア固有の動物を自

然のままで見せようとする観光ツアーが増えており、生態系を大事にし、自然を守る意識をもっ

てもらうためのエコ・ツアーといわれるものも多い口
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図2 植生の分布

(Parish，S. (2000)より作成) 5) 
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とするノーザンテリトジ…は，乾燥地壊が多く，そこにはレジドカンガルーが多ぐ

る(図 3)。有袋類の代表格であるカンガノレーやカンガノレーより小型のワラビーは、いく

つかの種類がある。レッドカンガノレーめ雄の高さは 1.5m近くに遣し、体重は 80kgを越えるも

のがある s その分布は、半乾燥および乾操地帯である。暑い問中は涼しい場所で休み、

する。この地域では夜の車の運転はできるだけひかえるように忠告される。車の明るいヘッドラ

イトにつられ、夜活動するカンガノレ…が車と街突するからである。大きなカンガノレーと衝突する

と車は大破し、乗っていた人が大弓がすることもある。南の降らない時期はレヅドカンガ、ノレーに

とっても過酷な時期である。レッドカンガノレーは、そのような過酷な自然環境のなかで、他の動

物と しないよう している。

骨t}

3 レッドカンガノレーの分相

(Parish，S. (2000)より作成)

3 )才一ストラジアの観光地

ストラリアでは，乾操地域をはじめ多様な環境をもつことから， した観光地が

られる。オーストラジアへの外国人観光客は年々増加の傾向にある。 2001…02

には、 477万人の外国人が訪れている。器別にみてみると，ニニュ…ジーランドからが最も多く，

1て日本p イギジス，アメジカと続く。近年は，韓国，インドネシアといったアジアから

光をはじめとする訪問客の増加が著しい。本節は，井出 (2003c) 6)の成果の一部に基づいてい

a.コムアース、自ツク

オーストラリア大陸の半分以上の地域が年間降水議 250mm以下であり、乾燥地域は国土の 70

%を占める。そのような中で牧場・牧草地誌国土の，53.7弘(1994) を占める。つまり、
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域の中に牧場・牧草地が見られることになる。

オーストラリア内陸のアリススプリングスから人気の観光地の一つであるエアーズロックまで

400kmほどの道のりをドライブすると、乾燥地帯の牧場を見ることができる口アリススプリン

グスを出発すると、ほぼ 100kmぐらいごとにガソリンスタンドがありその周囲に家屋があるが、

それ以外は荒涼とした乾燥地域を走る。低い濯木をみるぐらいで荒れ地に見える景色に、時折牛

が放牧されており、この一帯が牧場であることを確認する。しかし、見渡す限りの平原に牛など

の家畜を見ることができる機会は少ない。オーストラリアの農業従業者 l人当たりの牧場・牧草

地を含む農地面積は 1105ha (1994)と世界でも群を抜いて広いが、この乾燥地域の牧場を見れば、

広い土地でも草が少ないために多くの家畜が養えないことがー目瞭然である。濯概の行われてい

る集約的な地域での牛一頭当たりにつき必要な牧場の面積の4倍以上を、乾燥地域の牧場は必要

とする。

エアーズロックは世界遺産にも登録されている巨大な一枚岩である。そこはオーストラリアの

先住民アボリジニの聖地でもある。観光客は高さ 348mのエアーズロックに登頂するが、アボリ

ジニは登らない。アボリジニの伝説によると、ェアーズロックは超自然的な生き物であったアボ

リジニの祖先によって造られた 7)。エアーズロックの周囲を回る 10kmほどのハイキングコース

がある。その道をたどると、所々にエアーズロックに向かつてカメラ、ビデオの撮影禁止の箇所

がある。その箇所は穴やくぼみが対象となっており、アボリジニの儀式が行われる神聖な場所の

ため撮影は禁止されている。この周囲コースは約4時間ほどかかるが、昼間は気温が 40度以上

になることもあるので、朝方に歩かないと厳しい道となる。

このようにエアーズロックは、観光客にオーストラリアの乾燥地域を実感させ、アボリジニの

文化に触れることができる空間と時間を提供する口

b.メノレボノレン

オーストラリアは白豪主義から 1975年に人種差別禁止法がだされ、多文化主義へと移行するロ

オーストラリアは多くの国の移民を受け入れ、移民という人的交流を通して多くの固との結びつ

きを強めている。その様子をみれるのが、シドニーやメルボルンなどの大都市である。

市街地を歩けば、行き交う人々やギリシャ人街、チャイナタウンなどから様々人種固民族が住

んでいることがわかる。 1996年の人口センサスによると、人辛口の 4分の 1はオーストラリア以

外の 200以上の国々で生まれた人であり、イギリス、アイルランド、ニュージーランド、イタリ

ア、旧ユーゴスラピア、ベトナム、ギリシャ、中固などから移住してきている口さらに、オース

トラリア生まれの人口の 3分の 1弱は、片親もしくは両親が外国生まれである口

学校教育でも小学校から多彩な言語教育が用意され、メルボ、ルンのあるビグトリア州では、英

語の他 40以上の言語が学校で学べるようにプログラムされている。ピクトリア州では、すべて

の生徒に英語以外の言語の学習を提供し、学校教育全体へ多文化的な観点を取り入れ、反人種差

別教育を含む異文化問教育を実施することになっている。このことは、多くの国からの移民を受

け入れ、オーストラリアと他国との文化的な結びつきを強めているために、学校教育でも多文化

教育が重視されていることを意味している。
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メルボ、ノレンは、 1850年にピクトリア州で金鉱が発見され、その中心都市として発展した。メ

ノレボノレンの近郊ノ〈ララットには、 1850年代の金鉱で栄えた町を再現した野外博物館がある口そ

こでは、採鉱のやぐらが立ち、ホテルレストランなどが並ぶ当時のタウンシップがあり、地下鉱

山を見学することができる。なお、日本との結びつきを強めているオーストラリアの現在の鉱山

資源は、、鉄鉱石が北西部、ボーキサイトが北部、石炭が東部で主に産出される。したがって、メ

/レボルンの近郊で、大規模な採掘場は見ることはできないが、日本との関わりを深めている鉱物資

源の一端をこの野外博物館で境問見ることができる。

C.グレートバリアリーフ

グレ←トバリアリーフ観光の拠点はケアンズである。前述したように日本からケアンズへのフ

ライトは充実しており、それを反映するように、ケアンズのタクシードライバーや観光業者から

も、ここ数年で日本からの観光客が急増したという話を聞くことができる。

ケアンズは熱帯気候で、グレートバリアリーフだけでなく、ケアンズの町の背後には世界遺産

に指定されている熱帯雨林がある。世界最古といわれる熱帯雨林とそこに生息する動物を見るた

めのツアーは多い。熱帯雨林へは、ケアンズの町をでて広々としたサトウキピ畑を走る。現在の

ケアンズの基幹産業は、観光業とサトウキビ栽培といっても過言ではない口オーストラリアでの

サトウキピの生産は世界7位(2000)で、ケアンズのあるクイーンズランド州はサトウキビの主

要産地である口

世界最大のサンゴ礁帯であるグレートバリアリーフへは、ケアンズから多くの観光船が出てい

る。サンゴ礁まで進んだ船は、そこでしばらく停泊し、観光客はシュノーケリングやダイビング

などを楽しむ口海の中には色とりどりのサンゴや熱帯魚、ナポレオンフイシュなどを見ることが

できる。

グレートバリアリーフには多くの島が点在し、リゾートアイランドとなっている島も多い。グ

リーン島はケヌンズからも近く、多くの観光客が訪れる。透明度が高く、サンゴや熱帯魚が豊富

な海が、日本をはじめとする多くの国々のからの観光客を魅了する。

ケアンズに限らず、オーストラリアを訪れる観光客の目当ての一つは、有袋類であるコアラで

あろう。コアラは、オーストラリア東部に分布している。コアラは保護動物の一つで、各地の動

物園や保護地区で容易に見ることができる口しかし、保護の仕方は州によって異なり、ビクトリ

ア州ではコアラにストレスを与えないために、観光客がコアラに触れることは禁止している。他

方、ケアンズやゴーノレドコーストといった観光地があるクイーンズランドナけでは、規制はあるも

のの観光客がコアラを抱くことを認めている。州により環境保護の仕方が異なることも興味深い。

E ノーザンテリトリーの教育の特徴

1 )カリキュラムの構造

オーストラリアは，州や準州により，教育内容は大きく異なる。しかし，聞き取り調査によれ

ば3 各州、い準州の担当者が集まり，ある程度共通の方針をもとうと試みられているという。ノー

「円
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ジトジーでは! 2002年か

についてき分析を進めてし1く。

まずは，カジキュラム

① ;本賞的な学習:

の一連の学習効果をねちう。

@ 学習技術:按究を通しての

ション，口ンピュータ操作，

① 第二言語として

リキュラムが始まっている号本稿では，新カリキュラム

分析する資料は， ~NT Cur了icuh.lm FrameworkJl 8)であるの

る。カリキュラムは5つの要素から成り立っている。

創造的な学留者，協間的な中留者3 講築的ft.学習者として4

-意思決定? -文献・ してのコミュー

における ら成るs

学習領域: されている 3教科一一 ，保健体育 3 科学，

・環境科， ン，芸術。

⑤ と伝統

の5つの要素は 3 全国的な共通性をもっ教育の方針ともいえる。ただし 3

のものと比較すると，ピクトジアチ!~では多くの冨々からの移生者が多く

ピクトジ

が強諒されて

いたのに対して，熱帯と乾操地帯から成るノーザンテジトジーでは 3 アボ、ジ とし1つ

族を考薦、した教育方針となっている。才一ストラジア全土における先住民の誤合は， 2001 

いて 2.4ちもであるのに対して， ピクトジア1'1'1は0.6%i ノーザ、ンテリトリーでは 29 である。

ノーザンテリトジーの人口は 20万に過ぎないが，この数はオーストラリアの全人足の 1%を占

めるに過ぎない。しかし，オーストラジアの先住誌の 12.50/0はノーザンテリトリーに住んでい

る。またe 準ナトi全体の人口密度は，な1人/婦であるが，人口の約半数にあたる 10.8万人

であるダ…ウィンに住んで、いる。そのため，ノ…ザンテジトリ…では，先住民に配慮、した教育が

いるといえる。ノーザンテリトリ…での先住民を配産、したジテラシー教育が推進されてい

ることは，青木‘ i安井(2003) 9)においても指諾されている。

このような構造のもとでのカリキュラムは，図4のような循環となる。すなわち，

でに何を学んだか 生徒立学ばせたいもの泣何なのかj といったカリキュラムがあり， fなぜ，

れらのことを生徒に学ばせたいのかJという理由付けがカジキュラムでなされる。それを踏ま

[生徒が学ぶにあたって p どのようなことがもっともよい支設をすることができるかJとい

た方法論が考案される。さらに， r生徒が学んだ時をどのように知ることができるか2

セスはどのようにしめされるのかJといった評価があり， r生捷が学ん

加とについてのレポ…トなどを誌がアィ…ドパック 3 どのように記鏡を残していくのかj とい

ったことが検討され3 それがカジキュラムに反映していくことが自指されている。このように，

カジキュラム，指導法3 評髄p アィ…ドパックが顎環して，生徒にも教師にもよちよし

案されている。

幻学年配分

ノーザンテリトリーのカリキュラムは，国 5のように， 1年ごとに設定されるわけではなくき

柔軟性をもっている。すなわちおandという括りで 2年間ないしそれ以上の期間にわ

が決められる。すなわち， Band 1が 1・2年)Band 2が 3 ・4年 1Band 3が 5 衝 5年である門 Bana
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4 学習と教授の循環

8) p.4) 

Beyohd Extension 

Band 5 Level 

Band 5 10 

Band 4 話

Band 3 6 

Band 2 4 

Band 1 2 

Key Growth 

Point 3 Key Growth 

Point 1 is a 

beヲiれningpoint 

for the indusion 

。fhigh support 
needs learners. 

Point 1 

図 5 8andと

8) p. 5 ) 
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3までが， Primaryつまり小学校の内容となる。さらに， .Band 4が7・8年， Band 5が9・10年，

Band 5以上が 11年以上ということになる。このようにして，ノーザンテリトリーのカリキ江ラ

ムは，学年進行については柔軟性をもって対応しているといえる口

なお 3 このように学年進行が柔軟になされているのは，ノー-ザンテリトリーだけではない。ピ

クトリアチ1'1では，レベルとして学年をまとめている。すなわち， レベル 1 (初等教育就学前)， 

レベノレ2 (1・2年)， レベル 3 (3・4年)) レベル4 (5・6年)， レベル 5 (7' 8年)， 

レベノレ6 (9・10年)の 6段階に分けている。ここでは，井田 (2003a)の成果によって，具体

的に法教育に着目して，レベノレごとの学習内容を検討しよう。法教育はレベル1から 3までは「社

会と環境」としづ教科の中で学習される。

[社会と環境」は、歴史、地理、経済と社会から構成され、オーストラリア社会の過去と現在、

オーストラリアの都市と自然環境に関する認識を育成する。しかも「社会と環境」は、伝統的な

学問を基礎とする教科と歴史、地理、経済、法、政治といった分野を統合した教科としての両者

をミックスした複合的な知識を学習するものである。そして、「社会と環境」で学習した知識、

スキル、価値観は、グローバル世界の民主社会において、自信をもった、責任感のある、行動的

な市民として参加させることができるのである。「社会と環境」は、 6つの主となる知識の概念

からなる。すなわち、オーストラリアとそのすべての人々、市民と市民教育、環境認識、世界認

識、経済、仕事をもつための実用的スキノレで、ある。さらに学習内容に関する知識とともに、資料

の収集、探究の方法といったスキノレ、多文化のもとでの社会や環境に影響をおよぼす課題に対す

る価値や態度、持続可能な環境を達成させるための市民活動への意思決定や参加といったことも

重視される。

「社会と環境」での学習内容は、歴史、文化、市民と市民教育、地理、経済に大別されるが、

法教育は市民と市民教育に含まれている。市民と市民教育では、民主的価値、ルールの策定を含

む法の形成、市民の参加、権利、責任に関する機会が学習される。「社会と環境Jでは、レベル

が上がるにつれ、学習の対象範囲が同心円的に拡大してし、く。すなわち、レベル1では家族と近

隣、レベノレ2ではコミュニティと参加、レベル3ではオーストラリアの人々と場所が学習の対象

範囲である。レベル1では学習内容が 3つ、レベル2でも 3つ、レベル3では4つから成る。法

教育に関する内容はそれぞれのレベルで 1つ対応している。レベ/レ 1から 3までの法教育の学習

内容を整理したのが表 1である。

表 1から次のことが指摘できょう。まず第 1に、小学校就学前のレベノレ1から法教育が体系的

に学習されることである。第 2は権利や責任が個人からグループ、国のレベルで、段階的に考察さ

れることである。第3には、レベノレ3である小学校4年までで、討論などを通して法に関する見

方がかなり深められていることである。「社会と環境」という教科は、前述したように統合的、

総合的な教科であるが、法教育に関していえば、小学校の就学前から系統的に法(きまり)の考

え方が学習され、学習範囲の広がりとともに、内容的にも段階的に深められていることがわかる。

小学校高学年、すなわち 5学年からのレベル4からは、「社会と環境」は、歴史、地理、「経

済と社会」に科目が細分される。法教育は、「経済と社会Jで扱われる。「経済と社会Jは、レ
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表14参レベル1......3の法教育に関する内容

レベル 法教育に関する内容

l 家族と他のグループは、なぜきまりをもつのか、これらのきまりはどのように適|

家族と近隣 用されるのかを説明できるようにする。

-日常生活において、人々のグループが使うさまりを確認する。

-特定のきまりが、家庭、学校もしくは他の場所でどのように定められるかを

記述する。

-なぜ、きまりが必要なのかを説明する。

2 学校の中の活動的な生徒たちとそうでない生徒がいることがどのような意味を

コミュニティと もつのか説明することができる。

参加 -生徒の人生に影響を与える学校およびコミュニティでのグループを確認νする。

-学校およびコミュニティのメンバーとして役割、権利、責任を記述する。

-コミュニティでの役割やきまりを改正する提言ができる。

3 オーストラリアというコミュニティの中の個人やグループの権利や寅任を説明

オーストラリア するζとができる。

の人々と場所 -人々の権利やそれらの権利が適用される状況を確認する。

-権利や責任がどのように、そしてなぜ関連しているのか、コミュニティや国の

レベルでの具体例で討論する。

-親、子ども、首長、市民といった異なる年齢やさまざまな役割の人々の権利

や責任を比較する。

表2議レベル4......6の法教育に関する内容

レベル 法教育に関する内容

4 地方レベルのきまりや法がどのように、そしてなぜ策定され、改正されていくのかを説

明できる。

-きまりや法の必要性と、きまりや法を作る基盤となる価値を確認する。

-法的拘束力のあるきまりとないものとの違いを確認するとともに、家庭、学校、コミュ

ニティにおけるきまりを作り、改正する方法を確認する。

-きまりや法が改正される理由を述べる。

5 オーストラリアの法システムの起源とオーストラリアの法がどのように作られるのかを

説明することができる。

-オーストラリアの法システムの起源と鍵となる価値を説明する。

-連邦、州、地方レベルの主な司法および行政の構造を記述する。

-活動的かつ見識のある市民によって参加が認められる法の制定は、どのような過程

を経るのかを説明する。

-解決案を論争する手段を調べる。

6 オーストラリアの法を改正する案について分析することができる。

-オーストラリアにおける法の改正案について記述する。

-改正案によって、個人、グループ1コミュニティ、法および政治組織がどのように影響
を受けるかを分析する。

-改正案による展望と改正案を推進および阻止する個人やグループの役割を説明す

る。
-法の改正によってもたらされる政治的、法的課題に関係する民主的プロセスの効果

を評価する。
〈発展〉オーストラリアにとっての経済的、政治的、法的重要性をもっ国際的課題を分

析する。
-オーストラリアの経済発展、政治的、法的重要性をもっ国際的課題の発展性につい

て記述する。

(表 1，表 2とも井田 (2003a)pp.166・168)
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ベル6，すなわち 10学年まで続く科目である。「経済と社会Jは、経済と経済資源の構造や管理、

ビジネスの世界、オーストラリアの政治および法のシステムが学習内容となっている。法教育に

関する社会的組織および市民、経済管理や意思決定のみならず、雇用や起業、ビジネスといった

社会に出てからの実用的な内容を含むことが特徴的である口「経済と社会Jでは、レベル4で3

つ、レベル5で4つ、レベル6で5つの学習内容の柱がある口法教育については、各レベルで 1

つないし 2つの学習の柱にかかわっている口レベル4から 6までの法教育の学習内容は表2のよ

うに整理できる。

レベノレ4では、地方レベルでの法について学習し、レベル5では国レベノレで、の法について学習

される。それらの学習では、現存する法や法のシステムを理解するだけでなく、参加という観点

からの学習や、現状にあったように法を変えていくという態度の学習が含まれている。特に、レ

ベル6になると国レベルの法の改正について、学習者が主権者としてどのように法の改正と向き

合っていくかといった態度的な学習が重視されている。さらに、レベノレ6では、発展学習として、

オーストラリアの法的重要性が国際的な課題とかかわっていることを理解させ、そのような課題

に対するオーストラリアの対応を分析し、さらにその対応について個人的にどう判断するかを求

めている。つまり、意思決定や合理的判断といった態度までの学習が展開されているのである。

3)学習内容

教科の学習はj前述した「本質の学習」と関わりがある。表 3は， i本質の学習Jの4つの領

域を示したものであるロまず，内面の学習者は， i私は誰，どこへ行くの」という聞いがあり p

自分自身の方向性を深く考える，考察者である。具体的には6つの項目が示され，それぞれBarid

に応じた課題が例としてあげられている。適切に学ぶために自分自身で学びを選択する学習者，

過去や現在 3 そして未来がどのように自分たちのアイデンティティや生きる方向性を広げていっ

たことに貢献したか説明することができる考察者を育成しようとする。資料 1には〉それぞれの

項目が， Bandごとに例示されていることを示すもので，その一部を掲載した。

創造的な学習者は「何が可能かJを追究するロこの項目は3つあり， 1つを例にすると，想像

力と自分自身を表現する様々なものを使い，洞察力を深め 3 好機をつかむために考えや状況を探

究しようとする素質のある改革者となることである。これについても，それぞれの項目ごとに

Bandのレベノレが例示されている。

協同的な学習者は「私は他の人とどのように関係をもっていくのかJということをテーマに〉

自分の考えや意見を述べるときに P よく人の意見も聞き，他の人の観点や貢献も考えることをは

じめに， 4点の項目が目標となる， うまくコミュニケーションがとれるグ、ノレープの一員となる者

である。それぞれの4点について Bandごとに例示が示されている。

構築的な学習者は， iどのようにして有用な差異を作り出していけるのだろうかJというテー

マをもっ。制作者であり，貢献者である学習者は， 4点の観点をもっロそのひとつが，適切な情

報源から情報やツーノレを引き出し，それらを分析し，適切な結果を導出するために 3 最も適切な

観点を適用することである口それぞれ4つの観点についても， Bandごとに学習の例示が示され

ている。
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表 3 r本質の学習」の4つの領域

;麟盟醸)鱒輯購轟轟蕗礎鱒購輯罷

INNER 

learner 

HWho am I and 

where am I 

going?" 

仁REATIVE

learner 

JlWhat is 

possible ?" 

A self..directed ahd reflective THINKER who 

In 1 

In 2 

In 3 

In 4 

In5 

In 6 

Uses own learning preferences and meta鴫cognitiveprocesses to 

optimise learning. 

Identifies and actively develops'their natural talents， selfωworth 

and learned skills to pursue and achieve their personal goals. 

Makes decisions and takes actions based on personal values and 

principles that reflect empathy and integrity. 

Assesses their welトbeingand takes action for healthy living. 

Demonstrates resilience in pursuing choiζes and de.aling with 

change. 

Explains how the past， present and future contribute to their own 

identity and broaden Ijfe directions. 

A persevering and res.ourcefullNNOVATOR wh.o 

。1 Uses imagination and a variety of resources for self-expression and 
to explore ideas and situations for the in5ights and opportunities 

they offer. 

仁r2 Translates innovqtive thinking into action and is willing to take 

risks when challenged by setbacks. 

仁r3 Values originality and acts on neW ideas with confidence. 

An effective COMMUNにATORand GROUP MEMBER who 

COLLABORATIVE I Col 1 Listens attentively and considers the contributions and viewpoints 
of othersもwhensharing own ideas and opinions. 

learner 

JlHow do 1 

仁onnectwith and 

仁012

ζ。13
Uses constructive strategies to resolve conflict. 

Fulfils their responsibilities as a group member and actively 

suppo吋sother members. 

relate to others?" I Col 4 Uses appropriate language that is sensitive to audience and 
culture within a range of contexts. 

CONSTRUGIVE 

learner 

"How can I make 

a useful 
differenα?" 

A thoughtful PRODUCER and CONTRIBUTOR who 

仁on1 Accesses information and tool5 from appropriate sou代目， analyses 

these and applies the most relevant aspects to optimise results. 

Con 2 Uses and justifies a variety of methods to plan， organise and 

complete tasks， and continually reflects when evaluating the 

quality of their work. 

Con 3 Participates in efforts to value diversity and social responsibi!ity 

through active and informed involvement in chosen areas within 

their family and community. 

Con 4 Identifies environmental and social issues within the local and 

global community and takes steps to promote change. 

(注8)p.21) 
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資料 1 内面の学習者の Bandごとの事例

Learners demonstrating evidence of器a闘d5 for example 
.. consider own learning preferences ¥Nhen prioritising and negotiating options and 
selecting pathways 

• evaluate own work and explain how their preferred ways of learning are q:flected in 
the quality produced 

• modify learhing strategies on the basis of reflective evaluation and self-assessment 

• explain how the awareness of thinking processes enhances performance when solving 
problems or completing. tasks 

• use action plans that reflect their thinking processes before beginning/carrying out tasks 

• demonstrate flexibility to act aζζording to drcumstanζe 

• create evaluation and self-assessmerit strategies appropriate to learhing situations 

• analyse own written sζhool repo吋sto monitor progress. 

Learners demonstrating evidence of鯵a踊d4 for example 
• decide on a performance that demonstrates a preferred way of learning and appraIse the 
proζess and the product， eg danζe， video dip， oral presentatIon 

.. consider the pros and ζons for pursuing learning and select appropriate ζourse of action 

• describe in detail how a problem or task is thought through and explain how the 
awareness of this thinking proζess enhances perforrnance 

11 createaction plans that incorporate own preferred learning style in order to complete 
tasks sucζessfully 

" seled best pieces of work completed and/or in progress and explain why these are valued 
in terms of their preferred way of learning 

'" use a wide variety of selトassessmentstrategies， eg rating scales， learning portfolios. 

Learners demonstrating evidenζe of蕗a闘d:3 for example 
e assess how their chosen learning strategies have facilitated learning and make 
recommendations for future learning 

• judge the effectiveness of learning strategies on the basis of personal experience and 
pursue those most beneficial 

• explain and justify the sequence of strategies used for learning in a particular context 

• recommend the most appropriate strategy to aζhieve a task 

'" use self-evaluation to reflect on and assess work produced， eg rubrics， checklists， learning 
logs 

11 describe and explain own learning to a range of audienζes. 

(注 8) p.22) 
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5)後期

れるow

Secondaryの後期では，後顛中等教青資格を習得するための学習が行わ

ノーザンテジトリーでは， The Northem Territory CertificatIon of Education 

(NTCE)としており 3

2年間で 22単位

1 1学部 1)と12学年わとしている。この

lの文系の科目

しなければならない。 2年間で官持する単位は選択であるが.グルー

グループ2の理系の科自の最低単位は決められている。この講造を

刀て ちである。

STAGE1 

Grout 1 Group 2 Maths Free 

1 Unit 1 Unit 1 Unit Choice 

Englishor 
English as 
a Second 
Language 
2 units 

Group 1 GroiJp 2 Free Free 
1 Unit 1 Uhit Choice Choice 

Group 1 units注 Arts/Humanities/Social/CulturalStudi.es 
Grout 2 units匁 Maths/Science!Technology
Free Choiceぉ unitsthat allow you to customise your NTCE 

CHOICE STAGE2 

Free Free Free 
Choice Choice Chotce 

2Unit 2Unit 2Unit 

Free Free 

Free sGerqouupen1c司1isGemquupen2C41 lSequence 

Choice Choice Choice 

図 6 NTCEの科目の履修方法

の よる)

NTCEでは p 多くの科目が開講されている。 2003 ける Stage2

したのが表5である。表5から明ら なくても，

て科目が開講されていることがわかる。

さらにJ /ト争中一震教育流れは) NTCEで科目が細分化されることにより，学習内容の

が保聾されていないようにみえるが 3 教育男での聞き恕ヲによると，カヲキニスラムの携造的

に一薫性が保たれているということであった。 jミ

{本的に

内容に反映されているということである。

しかし，カジキニェラムの構造からみれば) Praimary 

2 換言すれば， 工学年から 10学年訟では一貫し

44 -

1 1学年以降の地理の学習

よってはそれ以前から) Secon必ずy

が示されているといえる。



表 5 Stage2で開講されている科目と登録者数

STAGE 2 SUBJECT ENROLMENTS as at 11 March 2003 
GODE SUBJECT TITLE 結ALE FE蹴ALE TOTAL 
21001 εNGUSH STUDIES 202 290 492 
21003 ENGUSH COMMUNICATIONS 372 331 703 
21005 ENGLlSH AS A SECOND LANGUAGE 30 12 42 
21006 εNGUSH AS SECOND LANGUAGE STUDIES 43 34 77 
21109 FRENCH (CONTINUERS) 。
21110 GERMAN (CONTINUERS) 5 8 13 
21113 INDQNESIAN (CONTINUERS) 10 19 29 
21114 ITALlAN (CONTINUERS) 3 4 
21115 JAPANESE(CONTINUENTBlSN L U 7 11 18 
21123 MODERN GREEK(CO ERS) 6 7 
21124 CHINESE (CONTINUERS) 2 6 8 
21134 CHINESE (BACKGROUND SPEAKERS) 12 11 23 
21141 SPANISH (BEGINNERS) G 
21144 ~.A.F'.A.("JE:SE (E3EGINNERS) 。 2 2 
21147 INDONESIAN (BEGINNERS) 6 15 21 
21151 ITAP.A.N (BeGINNERS) 2 。 2 

21156 SECOND LANGUAGE LEARNING I 4 3 7 
21402 DRAMA 9 17 26 
21405 DRAMA STUDIES 17 38 55 
21411 SOLO PERFORMANCE 。
21412 MUSIG IN SOCIETY 2 7 9 
21413 ANAL YTICAL STUDIES 。
21414 SOLO PERFORMANCE 17 11 28 
21415 PERFORMANGE SPECIAL STUDY 。
21417 VISUALARTS STUDIES 25 63 88 
21418 CRAFT PRACTICAL 11 26 37 

21420 ART PRACTICAL 64 133 197 
2_1422 DANCE 6 71 
21425 ENSEMBLEPERFORMANCE 17 3 201 

21427 MUSIC INDIVIDUAL STUDY 6 。 61 
21429 MUSICIANSHIP 13 6 19 

21430 COMPOSING AND ARRANGING 。
21431 DESIGN PRACTICAし 36 33 69 

21432 DANCE STUDIES 。 20 20 

21600 ABORIGINAL STUDIES 29 43 72 

21603 AUSTRALlAN HISTORY 31 59 90 

21609 GEOGRAPHY STUDIES 39 54 93 

21618 POLlTICS 7 18 25 

21622 WOMEN'S STUDIES 。 9 9 

21630 GEOGRAPHY 22 23 45 

21635 MEDIA PRODUCTION AND ANAL YSIS 14 4 18 
21638 STUDIES OF RELlGION 46 37 83 

21639 RELlGIONS IN AUSTRALlA 16 11 27 

21640 RELlGIONS IN AUST民~LlA 10 15 25 

21641 MODERN HISTORY 52 82 134 

21644 STUDIES OF SOCIETIES 。 2 2 

21700 ECONOMICS 59 44 103 

21702 THE AUSTRALlAN LEGAL SYSTEM 17 14 31 

.21704 LEGAL STUDIES 62 113 175 

21705 BUSINESS STUDIES 45 68 113 

21706 SMALL BUSINESS ENTERPRISE 39 30 69 

21810 CHILD STUDIES 2 50 52 

21812 FOOD & HOSPITAL汀Y 44 56 100 

21813 NUTRITION & LlFESTYLE 5 ~ 25 

「「

υ
A
斗
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表 5の続き

21869 BUSINESS & THE COMMUNITY 7 3 10 
21870 。ESIGNCONSTRUGTIONC& THE COMMUNITY 2 3 
21872 HEAL TH RECREATION & THE COMMUNflY 3 3 6 
21873 LANGUAGE AND THE COMMUN汀Y 2 3 
21874 しIFESTYLESAND THE COMMUNITY 4 5 
21875 THE ARTS AND THE GOMMUNITY 2 2 4 
2.1876 THE GOMMUNITY AND THE ENVIRONMENT 10 5 15 
21877 WORK AND THE COMMUN汀Y 6 8 14 
21878 VOGAτIONAL STUDIES A 3 む 3 
21880 WORK STUDIES A . 60 38 98 
21881 WORKSτUDIES B 34 18 52 
21883 TOURISM 58 83 141 
21900 HEALTHεDUCATION 2 13 15 
21902 OUTDOOR EDUCATION 34 17 51 
22209 MATHEMATICAL APPLlCATIONS 305 272 577 
22210 MATHEMATIGAL METHODS 53 53 106 
22211 MATHEMATIGAしSTUDIES 166 144 310 
22212 SPECIALlST MATHEMATICS 49 17 66 
22304 BIOLOGY 116 190 306 
22305 CHEMISTRY 113 108 221 
22309 GEOLOGY 13 10 23 
22312 PHYSICS 120 76 196 
22328 AGRICUL TURAUHORTICULγURAL MANAGEMENT 6 5 11 
22336 SCIENCE 86 53 139 
22502 INFORMATION TECHNOLOGY 9 2 11 
22504 INFORMATION TECHNOLOGY STUDIES 62 17 79 
22505 BUSINESS DOCUMENTS 28 31 59 
22506 DESKTOP PUBLlSHING 36 52 88 
22508 PERSONAL DOCUMENTS 13 7 20 
22560 COMPUTING APPLlCATIONS 162 110 272 
22561 TEGHNICAL PHOTOGRAPHY 6 15 21 
22563 FURNITURE CONSTRUCTION 17 18 
22565 ELECTRONIC SYSTEMS 17 。 17 
22566 AUTOMOTIVE TECHNOLOGY 13 2 15 
22567 TECHNIGAL GRAPHICS 14 2 16 
22571 MξTALS ENGINEERING GENERAL 9 5 14 
22575 GONSTRUCTION TECHNOLOGY 4 9 13! 
22700 ACCOUNγING 10 13 23 
22702 ACCOUNTING STUDIES 38 46 84 
22800 NUTRITION 28 66 94 
22868 DESIGN CONSTRUCTION & THE COMMUNITY 3 4 
22869 FOODS AND THE COMMUNITY 。 2 2 
22871 MATHEMATICS AND THE COMMUNITY 。
22873 TECHNOLOGY AND THE COMMUNITY 8 12 20 
22876 VOCATIONAL STUDIES A 5 7 12 
22900 PHYSICAL EDUCATION 181 86 267 

TOTALSU8JECTENROLMENTS 3374 3477 6851 

Note: These figures are current elirolments in subjects and do not include withdrawals. 

(教育局の資料による)
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おむすび

ストラジアp ノーザンテジトジ← 心に整理 きたが，ノーザ リトジ

は， 200ト02年において公立の Primary，小学校が 104(私立など 16)，Secondary，中苓学校が 11

(私立など 7)がある(表6)。その他，特徴的な学校もみられるが季人口密度が抵いことから Air

school が2校あり p

から 130kmまで家から

ども含 Homeland Centres も50カ所にあるo 1.2km 

まで離れた地域で先生が訪問し，保護者や先生の支援のもと

就学前の子どもたちから 10学年の子どもが 1クラスで学習しているのが，封omeland Centresで

る。 AIrschoolでは，学校から 1000km程離れた子どもも在籍している。

表ち ノー ジトリ…における学校の数 (2001-02) 

(き時点同師長汀itòrl ，p~p~六時計，~~河内.I_py向的甲山鋭的 and 了raiöJ蝦

の資料による)

内

f
t
A
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このような中で、の小・中一貫教育は， 日本のように，学習する内容がまずあるのではなく，ス

キルともいうべき p 各教科共通の「本質の学習」が設定され，それを学年ごとにレベルアップさ

せていくことで，それに応じて各教科の学習内容が決められてし1く。すなわち，学習内容が先に

あるのではなく、育成したい能力があるがあり，その能力を育成するために各教科がそれにふさ

わしい学習内容を提供するのである。このような方法は，ノーザンテリトリーだけでなく，他の

オーストラリアの片しニュージーランド，欧米諸国，台湾などのアジアでもみられる。知識より

も能力，スキルを重視しp さらにそれが各教科共通としているところに特徴がある。

その中でも，ノー~ザンテリトリーの特徴は J i本質の学習」を設定していることにある。さら

に3 先住民の割合が高いことから，先住民に配慮、した教育制度があることも/ーザンテリトリー

の特徴となろう c

自本でも j 小・中・高校の一貫教育が示されているが，学習内容を整理しただけでは，教科の

一貫性を図れてもー教科全体からの一貫性は図れない。教科共通の能力，スキルを抽出すること

により，それに基づいて学習内容を設定し，一貫性を図らなければ，小・中・高校の一貫教育を

定着させるのは難しいと思われる。ノーザンテリトリーの教育にも残された課題は多いが，より

深く分析することで， 日本にも参考になる点は多くみられる。今回は，カリキュラムの概要に終

わったが，教科ごとの分析，先住民への教育の課題など今後の研究課題である。

注

1 )井田仁康 (2003a):オーストラリアおよびニュージーランドの法教育.江口勇治編『世界の

法教育』現代人文社 J 16子183.

2 )見世千賀子 (2001):多民族社会を反映する多文化教育.石附実・笹森健編『オーストラリ

ア・ニュージーランドの教育』東信堂， 87-95. 

3 )佐藤博志(2001): ;多様な各州・直轄区の学校教育制度.石附実・笹森健編『オーストラリア

・ニュージーランドの教育』東信堂， 38-44. 

4)井田仁康 (2003b):オーストラリアの観光状況.歴史と地理) No.563， 48-52. 

5) Parish，S. (2000) : EncycIopedia of Australia wildlife. Steve parish pubUshing. 

6 )井田仁康 (2003c):日本とオーストラリアの結び、っき.地理月報 J No.475， 8-11. 

7) Tanami press (1996): ~エアーズロックの伝説~ Tanami press， Alice Springs. 

8) Department of EmploymentフEducationand Training (2002) : 

~NT Curriculum Framework~ No巾 emTerritory Government， Darwin. 

9)多文化主義国家オーストラリアにおけるリテラシー教育一一先住民・移民を視点としてーへ

教育学研究 J 70-4， 547 -558. 
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2.3 動鰭におぜる re襲灘中小学九年一覧欝穣J(こついて
金子 守(教事審繁華~，学校教育欝〉

1.新しい学費指導要領 f鵠民中小学九年一貫録麓暫行(山暫定〉鱗裏jの成立

21世紀

レベんと

るにあたって、世界各国の教育改革の現状

を上げること、また教育改革に対する

な学留指導要領の改訂に向けての作業が始まったのが 1993年及び 1994

導要領が改訂された後である。行政院の決めた教育改革の要綱

(之江文部科学省)は、義務教育の課程と学習指導の改革を進

の となる、

「暫行綱要j により 2001年度から

して、国民の

おいて新た

教師

に英語の授業も開始した。九年一貫教育課程鱗要、各学溜領域謡要は 2004年度に小 lから中 3

まで全学年が経験することとなる。「暫行縞要」の「暫行jがとれるのは、王手くても 2005年度S

月以鋒となる。次に九年一貫課程の実施年次を示す。 。印が実施する学年を表している。 90

。
(90.8入皐)

91 。
92 

i 0 。
。

90年は詰潜の 2001年である。

四

。
。。
。

五

。
。

叫.l-

1¥ 

o 

七 八

。
。
。。

を実施しつつ、新しい教膏理念と実

践に向けて改革に踏み出したのである。今自の教育課程の改革法、次の 3段賠で進めもれたの

(1)・第 l段階 「国民中・小学校カリキュラム開発チームj の結成 (1997.4~1998.9)

1998年9月に「国民教背九年一貫課程Jの要縞を公表した。

(2) 第2段賠 「国民中・小学校各学晋領域要綱研修チーム j の結成 (1998.10~1999.11) 

この段階で、学習慣域課程の要編、自棟、内容、実施原則などを決定した。

(3) 第3段賠 「国民中ー小学校課程改訂審議委員会Jの結成(1999.12~2002.8) 

この段階で、要絹の内省の適切性写公表の議式、実施のポイントなどを審議・確認すること

を発足させている。小。中別々の委員会を一つにした。

2.新しい学習指導要領の謀本理念

新しい は、21世紀に出けて、次の 5つを基本的な内容として掲げている。
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(1) 人文の紫義:自己の理解。能人

(2) 統合・諒和能力:理性と感性の調和、知行合一、人文と科学の調和。

(3) 民主的な社会人としての表養:自己の表出。独立思考c コミュニケーショ

異なる意見の尊重。協力作業。ボランティア活動。法の遵守。

(4) 鶏土意識と悶捺意識:郷土愛。愛毘心。世界観(文化と自然環境

(民生涯学習:接語的に探究し、自ち問題を解決すること。情報の収集と

の中心的な諸積(意味)は、次の 8つであるα つまり、①

(学校〉文化 ③開放〈教育の規制緩和〉関一校
一
試

新
一
入

り〉

⑤(教育の)

である。これちは、

ズム)、

などの

ち) ⑤(カワキュラム

(の重視)能力(学んだこと

(ヒューマニズ、ム)、 f後現代主義J

〈知識が個人と文化によって増築されていると

を受けていると思われる。

には

が

七

す
斗
)

封

ト

3. r探穣藤準Jから f課穂車需要jへ
において、 E本の学習指導要領に該当するものは、これ

は学習指導の毘壊、内容、方法等を詳しく示したものである。今臣、

であった。これ

に基づき

ことへと教育理

リキュラムへと改めた。

うした流れの中で、

と の改革のための検討を進め

を重視する

21世紀に向けての新しい教育、九年一貫教育へ

という用語もカワキュラム開発

号、学校や教師などの主体性による、 のある、

という用語に改めた。これによ

な学習や学習指導がよち一高実施

できるようになった。

4.撞畏中小学九年一護課謹の特色

台湾では、 2001年設より国

り逐年実施された。2004

なる。この薪しい教育改革

(1) 諜器規範の規制緩和

l年生から f由民中小

には小 lから中 3までの 9

は、次の通ちである。

(基準)Jの代わりに f課程綱

が「暫行綱要jに

ことに

-概要)Jを

つ/こが、民需し、教背の

を許可する。

(訪 中小学の課程

が、

どを討論し、

(3) 学習領域の統合

の知識と

を関る。

は、国民小学と国民中学の課程標準は別々に設定されていた

は向ーの委員会でもって、領域目標や分段能力指標、

る。

の小学校 11科自、中学校 21科目

の生活経験を結びつけ、児童生徒の

し、?つの

を上げる。
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(4) 現代社会における 6つの新しい課題の選択 時代や社会の動きに適応するために、情報、

環境、両性(男女平等)、人権、家政、生、涯学習の教育について、 7つの学習領域に取り込む。

(5) 学校に基礎をおくカリキュラム開発 学校の特色や必要性に応じて、教科書を選択でき、

また、必要な教材を研究・開発することができる。授業時間を自由に調整でき、学校の特色

を発揮することができる。

(6) 協同指導の重視 教師がチームを作って共同企画をしたり、協同で指導したりする。

(7) 基本能力の養成 10の基本能力の育成を目指す。また、多様な学習プロセスを通して、生

活能力を育成する。

(8) ローカル化とグローバル化への対応 台湾の郷土言語(閲南語、客家語、原住民言語)の

学習を小学校で必修とする。また、小学校5年から英語教育を始める。

(9) 綜合活動課程の重視 綜合活動は 7つの学習領域の一つであり、付属的な授業ではない。

正式の、必要とする綜合的な課程である。

(10) 課程の品質をチェックする体制の確立 新しい課程では、教育部が「学習能力の基準」の

設定と「基本能力試験」の実施をする。各学校においては、「課程発展委員会」を組織して、

各学年や各領域の学習計画を立てる。これによって、課程の品質をチェックする。

5.愚民中小学九年一貫課程暫行鱗裂の構成(目次)

九年一貫課程の暫定的な要綱の目次は、次の通りである。

(1) 修訂の背景 (2) 基本理念 (3) 課程目標 (4) 基本能力 (5) 学習領域

(6) 実施要点 (7) 各学習領域綱要

6. 7つの学習儀域

九年一貫教育課程においては、新しい教育の理念や目的などを踏まえ、これまでの教科カリキ

ュラムによって生じてきた知識の断片化を統合し、今まで別々に設定され、検討・決定されてき

た小学校と中学校の委員会を最終的には 1つにし、教育課程の基準に関連性・系統性・一貫性を

もたせ、従来の小学校 11科目、中学校 21科目を統合し、学科の知識と児童生徒の生活体験とを

結びつけ、生きる力をはぐくむことを目標とする小・中学校のカリキュラムが9年一貫の7学習

領域で構成されることになった。学習領域とは、学習内容のことであり、授業科目ではない。従

来の教科をその内容で大きく括ったもので、次の 7つである。

(1) 語文(言語)学習領域 本国語文(国語文、関南語文、客家語文、原住民語文)と英語

(2) 健康と体育学習領域

(3) 数学学習領域

(4) 社会学習領域(社会科の地理、歴史、公民。道徳はここに含まれる。)

(5) 芸術と人文学習領域(音楽、美術、演劇等〕

(6) 自然と生活科技(生活に関する科学技術)学習領域(理科の物理、化学、生物、地学。技

術科、情報等)
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(7) の時間、家庭科、特別活動の一部〉

、「暫行絹要j この 7つの viかに、

(8) かれ学校 1. 2年生の社会、 と人文、邑然と

生活科。〉

(9) における Gつの重要な課題で、会学習領域の中 る。)

資訊 ② 環境教育 ③ 間性(男女平等〉教育 人権教育

佐渡発震 ⑥ 〈家庭)教背

についても、?つの学習領域と問機の書式に提って示されているQ

7絡各学習鎮域事襲襲の議或

におけるアつの学鎮域、 と護大課題については、次のよう となっ

ている。

(1) (2) 課程自 (3) 分段(段階)能力指標 (4) 分段語力指標と十大

の関係 (5) 実施要点

し、重大課題については、 (5)は ではなく

上記の 3つについて、 (6)として is言語jがついているものもある。

8.年務授業自数と灘時間数

自数は 200虫、 1年は 2学期、 l は 20遇、工

間数は、 とおりである。

学年 全{本の授業時間数 7学習領域の時間数

(小 1) 22'"'-'24 2 0 

22'"'-'24 2 0 

一 28""'31 2ら一

四 28'"'-'31 2 5 

30'"'-'33 2 7 

30'"'-'33 2 7 

七(中 1) 32'"'-'34 2 8 

八 32"-'34 2 8 

九 33"-'35 3 0 

と の裁量で自由

綾の活動、学校の特色に従つ

学校 40分、中学校 45分

された活動、

る時間のこと

の補強など

としている。領域学留のうち、

10"-' 15 %を出める。各学校は、20"-'30%、そ

の時間数 実際の授業状況により、

内容j となっている。また、

5日間である。

2'"'-'4 

2'"'-'4 

3'"'-'6 

3'"'-'6 

3""'6 

3'"'-'6 

4"-'6 

"-'6 

3"-'ら

学校全体あるい

れる。 1

-学



9.各学習鍍撲の学留段欝産分

文

一

主

人
一
と
村

と
一
然
日

自

f生

この表でもわかるように、

領域は3年ごとに 3段諸に

生活に関する科学技術j

綜合活動 | 綜合活動
J学習領域と「健肢と捧膏j

底分している。数学を除く、「社会芸術と人文Jr告黙と

の各学翌領域は、小学校段階を 2年ごと 3段暗に分け、中

を1段詰とし、全体で4段階に区分している。数学は、 1'"'-'3、4'"'-'5、ち~プ、 8"-'9

と4段階に分け、しかも小6"-'中工を l段階として、小中のつながりを考えたものとなっている。

これ誌小中のつながりを考えるうえで詑自に値する忠明り方であるが、実施した結果、揺

ら新課程への移行がうまくいかず、つま号、教科需の器集上の不都合などかち

つ/こり、小ちで履修しない事現があったりして、小6か己中 1へとうまく接続しないことが問題

となり、 2004年度からの教科書では、小Gと中 1とを分けることになっ

10.譲麓目標と十大基本能力

・中学校の課程においては、克童生徒の個性を尊重し、個々の龍力を引き出し、民主的

としての素養を養い、多文化を尊び、科学知識を学んで、現代社会の生活に適応できる

生徒を育成することを呂指している。国民教斉の目標は、以下の通りである。

(1) 自己を認識し、潜在能力を発揮すること。

(2) 経費、表現、審美及び創作能力を背成すること。

(白人生設計と こと。

(4) 表現、コミュニケーシEンとそれを分かち合う心を育成すること。

(5) 伯人を尊重し、社会に関心をもち、協調性(団体協力〉を育成すること。

(6) 文化の学習と国際理解を挺進すること。

(7) 計頭、組織、実践する能力を増進すること。

(前科学技術とi警報を活用すること。

(9) 積権的に問題を探究し、研究する精神を青てるとと。



(10)独立思考と問題解決の能力を育成すること。

以上の教育課程の目標を達成するために、児童生徒を主体として、日常生活の経験を重視し、

現代社会に適応するための能力を育てるということで、 10の課程目標に対応した 10の基本能力

を設定した。この十大基本能力はすべての学習領域を貫くものであり、それぞれの学習領域の基

本理念、能力指標、教材編集・選定、学習評価などに反映されている。

この課程目標と十大基本能力との関連について、国語を例にして表にまとめると、次のように

なる。

課程目標/基本能力 国語

①自己を理解し、潜在能力を発揮すること 言語を運用し、個人の潜在能力を発揮する。学習の範囲を拡大

する。

②鑑賞、表現と新しいアイディア(創造) 作文などの興味を育てること。また、文学作品の鑑賞力を育成

すること。

③人生設計と生涯学習 自ら言語を学ぶ能力を身に付け、生涯学習の基礎を確立する。

④表現、コミュニケーションとその分かち合い 言語で自分の考えや感情を表現し、経験を分かち合い、コミュ

ニケーションをすること。

⑤尊重、思いやりと協調性〈団体能力) 言語を通して、環境に適応し、適切なコミュニケーションがと

れること。

⑥文化学習と国際理解 言語の学習を通して、台湾の文化及び台湾の多民族文化と外国

の文化を習うこと。

⑦計画、組織と実践の能力 言語で計画をして、それを効果的に実現すること。

③科学技術と情報の活用 科学技術を取り入れて、言語学習の効果を上げ、学習領域を広

げること。

⑨積極的に問題を発見し、研究すること 言語学習の探究の楽しみを養い、積極的に学ぶ態度を養うこ

と。

⑬一人で問題を考え、解決する能力 言語を運用して、一人で問題を考え、解決する能力を育てる。 l

これを見てもわかるように、国語では、十大基本能力に基づき、従来の語学教育の精神はもと

より、従来の課程標準には見られない理念が掲げられている。つまり、国語と科学技術・情報と

の連携、独立思考と問題解決、主体的な問題探索と研究、文化の学習と国際感覚の育成、人生設

計と生涯学習など、時代と社会を反映した諸能力を身に付け、育成することが求められている。

このことは、日本の場合とほぼ同じであると考えられる。

11.分段(段繕)能力指機一国務の場合一

民国 82(1993)年の小学校国語の課程標準に示された総目標及び学習の段階目標と、中学校

課程標準の目標を改訂し、九年一貫の国語の課程は、すでに表で示したように、 l年生から 9年

生までを知識の構造や発達段階によって3段階に分け、学習の段階目標を示している。小学校 1

日占



'""-'3年を第 1段培、問4'""-'6年を第2段階、中学校 1'""-'3年を第3段階としているむ民間 82

の課程標準に示された呂擦は、いずれも盟諸の学科知識者まとめたものである

のζ対して、九年一貫課程の思語基本能力指標は、新しい教育理念と課程の目標に基づく 10の

まえ、それに対応したものとなっている。能力指標は、日本の学習指導要領におけ

る f内容のまとまり(領域)Jの指導事項(能力)に当たるものと考えろ

能力Jを基にし、「注音符号漢字の字音表記に黒いおれる音標文字)の運用龍力Jr開く

~)能力 J [話す(説話)能力Jr漢字の読み，番古〈識字)と書写(腐字)の能力Jr読む(開設)

J及び「作文(務作)能力Jの8項自に明J濯に分け、それぞれの項自ごとに 3段措の能力指

けている。このことを f関読能力Jを例に抄出してみる。なお、記号や番号は次のような

意味で復われている。

fE… 1 -1 Jの rEJは能力指標碩自の記号で、この場合は、 f読む能力jを示している。ま

、f1 1 Jの一番目の数字は学習の段階の番号である。ニ番自の数字は、各学習段階の能力指

は、をかち頗に、学習の段階、各

理解し、潜在能力を発揮するこ

を表している。 r 1 1 -1 

学習段階の能力指標、 10大基本能力(こ

とj 能力指標日」

競む能力

E-1-1 単語 匂の -音・

1 1 -1 l常黒 と慣用持の形・

E-2 ら

2-6-3 1 システム い、自

ること る。

こと

えること。〈以下、 11賂)

を養うこと。

を上げること。

2 6-3… 2参考替を上手に喪って、自ら問題を解決する能力を養うこと。

263  3資料の収集、整理、要約ができること。(以下、略)

E-3 3作品のスタイル、特色及び修辞技巧を鑑賞すること。

3-3… 1 1作者の伝えようとすることが分かること。

3 3-2… 2文捧の特色と要求が分かること。

3… 3 2… 3朗読などを通して、文学の素晴らしさを体験すること。

3-3 2-4作品の構造やモチ…フが分かること。

3-3 2-5仲品のスタイ)y，諺辞技巧や特色を鑑賞すること。く以下、略)

12.十大基本能力と能力指標との鍔鋒

「課程絹要jのアつの

にして示している。前の

いており、乙の基本能力は、

ための基準 φ 社会生活に
目標にも反映され、例えば、

おいて誌、 10の基本能力と能力 とのかかわり

分段能力話標j ように、 10の基本能力は教育課程全体を

レべんを判断する をデザイ る

という三つの機能をもっている。この基本能力

においては、次ページにa5るようと、 6つの内容の

とまり 自)における各段階の能力 この基本能力とどう しているかが明

「町一
v

r
h
M
 



能力

指標 分 手よ 月ムヒb 力 指

基本
2来手呈 能力指 第一階段 第ニ階段 第三階段

能力 目探 様項目 ( 1-3年級) (4-6年級〉 (7θ 年、彼〉

1能利用;主音符7虎 1.能利用j主音符坑イ史

使用電子媒錐( 用電子媒弛(女ロ

輔助教材等)， 電子辞典等))捉

注音符筑 増進語文手習的 昇自我学習欽能。

庭用能力 興趣。 2.能利用、注音輸入

的方法，庭王:IJ奇
料 1 J走昇語文学
耳臼刀 ~入Jト 月ムヒs0 

l能結合科技資訊 1.能結合科技資訊 1.能宣活庭用科技

'ま芝昇耳令捻的自色 '捉昇耳令終的i毛 資言孔 3 増進Jf令段、

力金以捉高手習 度奥記，)主力，カロ 能力'加速互動

I持捻能力
興趣。 述手習安丈来。 手習放来。

2.能具イ拾耳令聴不同 2.能主動持耳令聴所

媒材的能力。 得， J.i&.用於科技

資訊耕、鐙)J.庚充

手習領域。
ノ¥

1.能使用電話呉人 1 .能利用電子科技 l能宣活利用電子
」え.，.説l-_，l~ 。 '杭埜2孔息的内 科技， ;仇整言語

連 結合語文 容'作詳拘報告 言孔，息的内容'作

用 興科技資 。 詳ね報告。

浮iト
言孔)t是昇 2.能j居イ壬筒草的措 2.能推イ壬漬j悲劇演
辛習安土呆 音エ作。 出。

j支 ， 4.展九手 説話能力 3.能運用筑話技巧
典 習領域。 ，おまイ壬不同広足感IJ

資 角色。

2孔 4.能修正自己録音

的内容'イ史之史

動:1f:き'史f求人。

識字典寓

字能力

1.認識並手合使用 1.能利用電脳手口其 1.能霊?舌庭用各類、

字典、百科全書 イ也科技産品'捉 工具書及電脳網

閲請能力 等工具書'以輔 昇語文認知幸ロ能 E各，蒐集資2孔'

助問請。 力。 組織材料'庚j乏

開請。

1.能利用電脳縞斡 1.能利用電脳，味

ガ王寺IJ或白乙的作 習生烏fpJ)王刊、ヰえ干IJ

!.#.;作能力
ロロロ A力主て ーー 或自己的作品集。

2能述通告同E各 3 輿 2能透過綱E各， jj守作

他人分享寓作径 品輿他人分享，並

験手口集趣。 | 討論湾作的役時金。
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確に示されている。

この表について、 に説明すると、次のようになる。

の一つ f③ 科学技術と情報の活用J能力においては、 f課程自擦j を、 f科学技

術と情報を国語ζ取り入れて、言語学官の効果を上げ、学習領域を広げることJとしている。そ

して、乙の「課桂昌標Jを達成するために、 f注音符号の運荊能力j など己つの学習内容(能

の、どの学習内容x どの学習段階で、どのようなことを指導するのかが明示されている。

例えば、 f関読(読む)能力j においては、学習の第 1段階 (/J¥1 ""'-'小 3)で

典などの審物の{吏い方がわかり、そ才lちを読むことに生かすことJが求められ、第2段階(小4

~小6)では fコンピュータその也の晴報機器を利用して、雷語の認知]及び応用詑力を高めるこ

とj が求められている。また、第 3段階(中 1""'-'中3)で誌「さまざまな参考書や情報趨倍ネヅ

トワークなどを利用して、需報を収集し、広範な読書をすることj と、各学習段階ごと

現と身に付けるべき能力が系統的に示されている。

このようにして、義務教育の九年一貫教育課程における国語科の「科学技術と靖報の活用」

カの育成の姿が一日でわかるよう と「分段能力指標j との関孫が明確に示

されている。

このように、基本能力と段階的学習能力指諜との関部が、 7つ 及び「重

のすべてにわたっ されている。

13.選択課程 (f選修課麓J)

1 

民中 e 小学校では、兇童生徒の個別 じて選択課程を設定し、 る状況にある

る課程の学習を提洪している。児童生徒は、自分の

のコマ数は、各学習領域のパ…セント比例によって決められる。

は、必ず、開高語、客家語、原住民雷語の三つの郷土言語の中かろ一つ選

ることになっている。規定では、試験も評積もしないことになっている。教青につい

は各学校に任されている。中学生については、この三つの郷土言語の学習はやってもやちなく

ても自由である。また、学校は、地域の特桂や学校資源などによって、これら三つ以外

を開設できる。

は、校内・校外の

内容と教材を自由に決めること

14.教科撃の審議集、審査及び選択

従来、

にあたっては、地の

して、

る。

の割合
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の捜業を開設で、き、その

いたが、これ し、

指壌と した教材編集

るようになっ

したうえで、環境教青、再

どの 6つの課題が7つ



の学習領域に組み入れもれるべきであることも提示されている。

学習領域課程要縞で示されている各学習領域の課程自標や能力指標などに従って、

編集される。また、教科書は、教育部の審査機講の審査を受けたものでなければならないとされ

ている。夜来、悶民中'小学校で使用する教科書は、国立編訳舘が繍成したものだけに限ら

いた。しかし、現在では、規制が緩和され、民間の会社が自出に参入できるようになった。

はv 教育部が告示した小・中学校の謀総要綱に従って各学習領域用の教科醤を編成し、教育

する教科書を出版しているのでまうる。

要、各学留領域網要が成立するのは早くても民間 94(2005) 

Jま、暫定的な綿製によって編集された教科書を使用することになる。

となるので、

教科書は、

も無償ではない。

学校では、いわゆる検定済みの教科講以外に、地域の特性や児童生徒の特質や必要性に

5じて、教科書〈教材)を自主的立編集、選択することができる。ただし、自主結成の

ついては、

る)に送り、

されている f課程発展委員会J

を受けなければならないことになっている。

どを

L5.課寝の評価と学習指導の静錨

「暫行綱要j には、「課程評鑑j として、次のよう

は)評価の範閣として、諜程教材、

(2) 課程の評価は、中央と地方政府が分担・

されている。

を含めるとしている。

の権最と責任において実施で行い、

る

① 中央政府

指標 し、地方政府及び学校の -指導する。

地方政府

v

つ を諜定する試験の実施状祝を る。

{③ 

課程と学習指導の評価並びに学寄評価を実施する。

評価方法は多元的な方式を採号、形成的・訟括的な評価を重視する。

(4) 郡部の結果を有効に利用すべく、教青諜程の改善に加えて、

果を引き上げること、そして、評倍後の検討を実施する。

また、学習評価 cr教学評量J)について、間じく「暫行絹要jには、次のように示されている。
(己児童生徒の学藷評細に関しては、

(2) 教背部は、高校や専門学校の多元的な入学制度を推進するため、一貫課程の要組の内容を

参酌し、 の成果を る。その点数

基準ともなる。

(3) 盟民中学校基本学力試験の実施等立関しては、 roo畏中小学暫行編要j の規則による。
2003年2月、教育部から出されたf教事創新九年一貫課程 問題輿解苓 2003年編楼版Jには、



「基本能力試験」と「学習評価テスト」との関係が解説されている。また、多様な評価方法とい

うことで、教育界で最近行われている、オーセンティック・アセスメント 3 パフォーマンス・ア

セスメント、ダイナミック(動的)・アセスメント、ポートフォリオ・アセスメントなどが紹介・

解説されている。

16.小中九年一貫教青で何が変わったか

国民小学校と国民中学校は義務教育である5義務教育の目標と基本能力には一貫性が必要であ

る。したがって、小・中学校の教育課程は、九年一貫にしなければならない。この九年一貫の精

神は、すでに、 1968年に公布された『国民中学課程標準』によると、「九年国民教育は二段階に

分けられている。前の 6年は国民小学校であり、後の 3年は国民中学校である。その課程の編制

は、九年一貫の精神に基づく」と示されている。また、各回の課程標準においても、明確な宣言

と改訂の措置があり、九年一貫という目標を達成しようとしてきた。

今回の改訂では、小中 9年の一貫教育で、教科中心から児童生徒中心へ、教えることから学ぶ

ことへと教育理論を変換し、学校に基礎をおくカリキュラム開発を重視するようになった。教科

カリキュラムから生徒の学習経験を重視するカリキュラムへと転換し、小中のカリキュラムに関

連性と一貫性をもたせた7学習領域を設定した。また、学習指導の内容と方法を詳しく示した「課

程標準」の代わりに、カリキュラム開発の原則だけを掲げる「課程綱要」となった。総合的学習

の促進による学習空間の広がりやティーム・ティーチングなどの指導法の開発、教科書編成など

の教育に関する規制緩和も進んで、いる。また、教師による地域ごとの研修・検討会が開催され、

新しい教育課程に対する理解を深め、教師の力量アッフの試みもなされている。しかし、新教育

課程は試行しながら検討を加えているので、方針や内容など定まらない面も出てきている。また、

現実と理想の落差もあり、様々な問題も抱えている。

九年一貫課程を実施してみて、よくなった点は何か。台北県のある複数の国民中学校では、

① 学校に基礎をおくカリキュラムができた。一例として、校外学習の領域の広がりや生徒の要

求に応じる学習フランが作成できた。

②教師の研修や研究を積極的にさせられるようになった。

③ 学校本位の立場で「弾性学習領域」の課程を企画することができ、教師一人一人がさまざま

な指導方法を身につけられた。

④ 1・2年生の校外学習に合わせて、地域社会の教育資源が活用でき、周りの環境についての

理解と認識を深めることができた。

⑤学校と生徒にとって最も適切な教科書を選ぶことができるようになった。

⑤教師による地域ごとの検討・研究が推進され、成果を上げている。

ことなどを挙げている。

また、新たに出てきた問題点として、次の点を指摘している。

①社会学習領域の時間が減り、学習内容やレベルに影響が出てきた。国語でも漢字の読み・書

き能力が低下している。
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② 「弾性学習領域」は、学習の時間やコマ数は自由に調整できるようであるが、経費を考える

と、それほど自由ではないのが実情である n

③ 教師による協同の授業は、実際、には実現しがたい。

④ 教科書は、民間会社の参入によって多くなったが、違う教科書を使うと、履修順序などが異

なることもあって、転校生には学習や課程のつながりのうえで問題がある。

⑤ 小・中学校一の教師の交流がほとんどないので、九年一貫の精神を貫いていくのは難しい。

⑥ この改革に関連して、学校段階の接続の問題、教科書の問題、高校進学(入試)、教員養成と

いう問題を抱えることになった。

⑦教育と金の問題ということで、教育の公平性という問題も出てきた。例えば、コンピュータ

のない家庭もある。

③特に中学校の場合、例えば、理科においては、従来、物理とか化学、生物という科目で教師

が学習指導に当たってきたが、これらの科目を含んだいわゆる理科という教科で教えることに

なったことによる、教師の研修上の大きな問題もある。

その他、英語教育開始年齢の早まり、郷土言語の指導の難しさ、現場の教師のカリキュラム開

発を展開するうえでの専門的な知識と技能の不足、新しい教育改革に対する保護者の理解不足あ

るいは不信感、それと教育部の新たな教育課程の立案から実施までの経過に対する批判あるいは

政策の変化が激しいことなどさまざまな問題点や課題があることも確かである。

参考文議長

1.教育部『図民中小事九年一貫課程 暫行綱要~ 2001 

2.教育部編印『教皐創新九年一貫課程 問題興解答 2003 年編修版~ 2003 

3.鄭博真『園語文教皐創新』 漢風出版社 2003 
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6.教育部台湾省国民翠校教師研習会編『九年一貫課程的教輿墜』教育部 2000 
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語文」
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(資料)

最後に、九年一貫課程に関して、台湾の台北市立民生国民中学校の取り組みの一端を資料とし

て紹介しておきたい。この中学校は台北市松山区にある。 2003年2月の資料によれば、普通学級

34クラス、生徒総数 913名。特殊班3クラスで、台北市では小~中規模の学校と言える。教員

83名、事務職員 28名で、教員の平均年齢は 38歳強である。九年一貫課程の推進を掲げ、学校

の組織改革も進めている。あとの資料で紹介しているように、民生国民中の九年一貫課程を理解

してもらうための特集パンフレットを作成し、学校がこの新しい教育改革にどのように取り組ん

でいるかが一目でわかるような工夫をしている。

(参考)

葦北市民生圏中皐習節数

課程
七年級 八年級 A年級

毎週各科皐習節数 毎週各科皐習節数 毎週皐習節数[暫定]

語文
8 (5)本園語 8 (4)本圏諸 3 ( 5 ) 

( 3 )英語 (4)英語 (4) 

健康輿鰭育
3 (1)健康 3 (1)健康 3 ( 1 ) 

( 2 )鰭育 ( 2 )鰻育 ( 2 ) 

3 (1)公民 3 (1)公民 3 ( 1 ) 

社曾 ( 1 )歴史 ( 1)歴史 ( 1 ) 

( 1 )地理 ( 1 )地理 ( 1 ) 

3 (1)視覚塞術 3 (1)視覚妻都i 3 ( 1 ) 

重芸術輿人文 (1 )音楽 ( 1 )音楽 ( 1 ) 

( 1 )表演重芸術 ( 1)表演重芸術 ( 1 ) 

数皐 4数暑さ 4数皐 4 

4 (3)生物 4 (3)理化
5 ( 3 ) 

自然輿生活科技 ( 1 ) 
( 1 )生活科技 ( 1 )生活科技

( 1 ) 

3 (1)家政 3 (1)家政 3 (1 ) 

綜合活動 ( 1 )輔導活動 ( 1 )輔導活動 ( 1 ) 

( 1 )童軍教育 ( 1 )童軍教育 ( 1 ) 

七大領域皐習
2 8 2 8 3 0 

熔、節数

6 6 5 

( 1 )班(週)曾 ( 1 )班(週)舎
( 1 )班(週)曾

( 1 )聯課活動 ( 1 )聯課活動
( 1 )聯課活動

弾性皐習 ( 1 )台濁心郷土i育 ( 1 )葉宇蒐奇
( 1 ) 

( 1 )閲讃課程 ( 1 )閲護課程
( 1 ) 

( 1 )英語導讃輿篤作 ( 1 )賞作興観察
( 1 ) 

( 1 )生活智慧 ( 1 )資訊輿生活

空白課程
l l 。

(自主皐習)

L合計開課線節数 3 5 3 5 3 5 
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九年一貫課程専刊 中華氏自九十斗七月サ五日

ムAj台市立民生園調:ゅ
:宣言言語j濯:語講義配当主盛栄落事二
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3王宮ま符!~ nflF;霊能力 校!o能力 略字列 関lR能力 ~{乍能力

1i!1'担貫主力 事者字能力

オb

事校願景:)lis馨・進歩・多元
河島

開@多元智慧 iき費問111能力 字湾人文情慣
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台北市立民生顕民中犠九十二準年度.

課程幾康委員曾組織輿寅施要動

依援:台北市立民生園民中皐「課程後展委員曾」設置要貼

目標:

(ー〕護展九年一貫課程之賞施模式及可行策略。

(二)探討賓施九年一貫課程時、面臨之困難及解決方案。

(三)結合社巨資源、設展皐校特色及本位課程。

(四)提昇教師研張、統整及賞施九年一貫課程之専業知能、培養協同合作、共事教皐心得之

塑隊精神。

(五)建構教皐網路資源、活化教皐情境、美化皐習環境。

組織:

92.10.28 (定)

、

一一、

(一〉課程疫反委員合組織成員之進還方式及人数:

成 貝 i選 3、之gτ三 方 式 人数

校長:宮然委員兼主席

行政人員代表 教務主任、古Ij導主任、輔導主任及教手組長為
4 

営然委員

各年段級導師為営然委員 3 

年設及領域教師代表 領域教師代表:各領域一人，由未兼行政之教
7 

師i塁恭之

教師舎代表 由本校教師含捨選之

(一〉由家長舎捨選之

家長及ネ土匡代表 (二〉透蒋手有専長或熱心教育之社巨人士 3 

持任之

会主 言十 19 

氏生圏中課程築展委員合

(ニ〉課程脅辰委員合組織架構:

長校

家
長
及
、
社
巨
代
表

、妓

導

代
表

!全殻導師|

領
域
教
師
代
表
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3.C範舟の小@中@高一鍵性iこ関する襲構
3. 1 s:許諾ー魔綾におけるカリキュラム瞬発の特徴に鶴する欝倒分析

1 喜寿究躍的と対議題綾の擁護基

(1)本襲撃の麗鶴

時中 統治 (教事苦学薬)

安藤 議光 (教警官醗究科)

本語誌のiヨ的は、中高一貫校において特徴あるカリキュラムを開発している事例を分析し、中高

教育課程の一貫制に関する研究課題を明らかにすることである。ここで「特徴ある」とは、カリ

キュラム開発の組織に工夫を加え、その結果、 6年一貫のユニークなカリキュラムを創り上げて

いる点にある。全国で 118校(2003年度現在)に達した中高一貫校の中で、以下の 2校を対象校に

選定する理由もこの点に注目したからである。ただし、この 2校はいずれも国立大学的属学校で

あり、しかも文科省指定研究開発学校であるため、一般校とは異なる条件下での事例であること

は否めない。けれども、これらの事例は学習指導要領の枠を踏み出す試みであるがゆえに、これ

からの中高一貫によるカリキュラム開発に示唆する内容も数多くあると考える。

(2)義務傍綾の欝襲撃

事例校は奈良女子大学文学部附属中等教育学校(以下、 X校と略記)と名古屋大学教育学1¥付属

中学・高等学校(以下、 Y校とru各記)である。以下、その概要をそれぞれ述べる。

まず、 X校は 1908(明治 41)年に開校した奈良女子高等師範学校の附属高等女学校として 1911

(明治 44)年に開校され、 1916(大正 5)年には同附属実家高等女学校が開校された。 1947(昭

和 22)年に1¥付属中学校が、翌 1948(昭和 23)年に附属高等学校が男女共学として発足した。 1952

(昭和 27)年に奈良女子高等師範学校が廃止されると、奈良女子大学文学部附属中学校・高等学

校となる。 1958(昭和 33)年に現校地に移転する。 1973(昭和 48)年度から中高一貫教育を開始

し、 2000(平成 12)年度に「中等教育学校Jに移行した。同校の中高一貫教育の実践は 30年を

迎えている。 2004(平成 16)年度より奈良女子大学附属中等教育学校となる。

前期課程は l学年 120名の 360名。後期課程は l学年 120名の 360名で、全校生徒数は 720人

であり、男子生徒が 357人、女子生徒が 363人である。学級数は l学年 3学級で構成されており、

l年から 6年までで 18学級となる。教員数は 44名である。この人数には校長は含まず、養護教

諭2名を含んでいる。

学年の分節化は 12-2-2制」を採っており、以下の教育目標を掲げている。

卜2年:周囲への依存と個の萌芽

-基本的学力と学習の基本的方法の習得

.自ら考える力

3-4年:個の発見と模索・探求

・自主的・体験的学習による幅広い学力の習得

.表現する力
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5-6年:f聞の形成と自立へ

・1自性・能力・進路にJ!bじ

.行動する力

の習千尋と自 人絡の育成

以上の経過 を、表 3-1-1にまとめて示せば以下の通りである。

トト1 X校のプロフィ…ル (2003年4丹1日現在)

学級数

1911 (明 44)年

1973 (昭年度

2000 (平 12) 

G名(※1)

3学級

開校年

中高…震校移行年

中等教膏学校移行年

※1 男:357名、女:363名

米2 校長をi塗き、 2名を含む

り

中学校は j

の前窟中学校として設立された。その後、

高校が中学校に隣接する形で設立された。これにより併

の原型を整えた。 1952(昭和 27)年、間|崎高等師範学校の廃校に伴しし名

中学校・高等学校となる。 1963(詔和 38)年に現校地に移転し、 2000(平成 12)

に移行した。

つぎに、 Y校は 1947(昭和 22)年に開

1950 (昭和 25)年に中学校に

80 名の 240 名、高等学校は l 学長~ 120名の 360名で、全校生徒数は 600

生徒数の増加辻、一学級分名)を外部かち募集しているためである ο

は

、
で

ず

校

ま

尚子

A
B

伝
子
十
払

いお

}
y
i
r

高 れている。 は38

名である。この人数に 2名を含んでい

し、以下の目標を ている。は、ユニークな 11-2-2-1制j

:入門基礎期

。個を知る，

と身体をみつめる，

学校):個性誌求期

くり，集留の自治・自控の基礎

出会いのフィールドワーク

i年(中

2-3 

-揺を探す，自 と協関 自治能力の育成

• Jむと身体 をる，生き方

i…2 (高校) 門基礎期

自 の発展

o. 'L}と 的に学ぶ， を総合する

(高校) : f題性倖長期

の確立・発展 的自立，自 自 へ，訟合 カと実接力

と身体の見つめi査し， を選択する



以上の経過と概要を表 3-1-2にまとめて示している。

表 3-1-2 Y校のプロフィール (2003年 4月1日現在)

開校年 中:1947 (昭和 22)年 教員数(専任教諭) 38名(※2)

高:1950 (昭和 25)年 職員数 4名

中高一貫校移行年 1950 (昭 25)年度 学年の分節化 1-2-2-1制

併設型一貫校移行年 2000 (平 12)年度 地域性 市街地区

生徒数 600名 研究開発学校指定 あり

学級数 計 15学級(※1) 

※l 中学校 l学年 2クラス、高校 l学年 3クラス (2003年度学校案内及び質問紙調査の回答より、筆者作成)

※2 校長を除き、養護教諭 2名を含む

2 X校におけるカリキュラム瞬発のための範綴

(1)カリキュラム畿覧会

X校では、学校全体としてカリキュラムのマネジメン卜とコーディネートを行う必要性から、

カリキュラム委員会が中心となって、カリキュラム開発を進めている。この委員会は 3名の委員

で構成され、全体統括、総合学習、および教科のそれぞれに分かれて担当している。当初は人数

が多かったカリキュラム委員会であったが、機能しない部分が多かったために 3名になった。少

人数では仕事の負担が大きいが、「小回りの利き易さJが重視されている。このカリキュラム委員

会が全体の統括を行っているだけではなく、カリキュラム開発が進捗していない教科等へのサポ

ートも行っているため、組織の機動性が必要とされるわけである。

カリキュラム委員会が原案を作成し、直接職員会議に諮る場合、カリキュラム委員会とカリキ

ュラム教科代表会で原案を作成し、職員会議に諮る場合があり、カリキュラム開発を柔軟に行え

るシステムとなっている。来年度 (2004年度)の国立大学法人化に伴い、「カリキュラム委員会J

から「教育課程委員会Jへと名称を変え、また 3名から l名増員し、 4名体制となるという。

(2)カリキュラム教科代畿会

カリキュラム教科代表会は字句どおり、カリキュラム開発のための教科代表会議である。 2003

年度から設置された新しい組織である。カリキュラム委員会の 3名と、国語科、社会科、数学科、

理科、英語科、創作科(美術、音楽、技術・家庭)、および保健体育科の 7科より各科 l名の選出

教師の計 10名で構成されている。カリキュラム委員会が中心となり、カリキュラム教科代表会を

通じて各教科との連携を図る役割を果している。会議は月に一回程度である。会議の内容は、各

教科のカリキュラム研究やカリキュラム開発の進捗状況の報告と協議、およびカリキュラム全体

に関する協議が主なものである。また、カリキュラム開発が進んでいない教科へのアドバイスも

この会議の場で行われる。
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(3)各教科部会

各教科部会はカリキュラム委員会とカリキュラム教科代表会によって決定さ

カリキュラムとして編成していくための分掌である。 2月に生誌に関する博報

に春休み中に本格的な作業に入って、翌年震の教育計闘を立てる。 X

を実際の

し、 3月、特

動がないこと、また中高の授業をすべての教員が担当しているため、カり ラムに関する

の問題を議論できる組織風土が醸成されており、また、この雰臨気の中 る靖報を

きる態勢を整えていることがわか

(4)畿会学留めカリキュラムを翻鰭ずる鑑識態勢

X校において総合学官は長い歴史をもっており、それは 1990年度かち行われてきた総合教科の

を汲んでいる。総合教科は総合学習のように横新的な活動であるが、教科の色彩が総合学習

よりも色濃く打ち出され、この意味で学際的な学留活動である。総合教科の内容は地域を扱う

孫上、先行するチ…マが拡大していく一方で、教科の噂門性があまり活かせなく立ち、「内容

に問題があるJという認識が教師の需に広がったために碍嬬されることになる。これは教科

色の強い学際的な総合教科から、「学び方を学ぶJ総合学習への再編である。

X校にみられる総合学留カリキュラム開発の特徴は、第一に、それがカリキュラ

の担当者で作成されている点にある。統括機関であるカリキュラム

と総合

なっ

リキュラムを開発するので、全体計聞に占める訟合学習の位露を明報にしてカワキュラムを開発

い。第二の特徴として 3・4年生の総合学習では「担当者笠録制jを採っているととが挙Lず

られる。当初は各教科かち必ず一人は 3・4年生向けの総合学習の担当者として選出するという f教

科書4当制」であったが、この方式で誌教科が固定しまうため、その教科色が強くなり過ぎてしま

う嫌いがあった。この傾向を持制するため、また総合学留の性格上、多機な挺え方があることを

るため、担当者登録艇を導入している。担当者F登録制は、 f総合学習を担当しても良いJと

いう教師が予め登録しておいて、そこから次年度の担当者を決定する方式である。その際、前年

度に総合学留を拙当した教師が中心となるような教員配寵を行う Q これにより、スムー

のカリキュラム開発が行えるように闘っている。

このような方法で決定されるため、カリキュラム開発において厳密な手犠は採られて

いない。すなわち、まず確定的な大目標が決められ、つぎにこれに基づいてその年度の相当

特性を活かせるようにフレキシブルなカワキュラムが開発される。そのため、週一時間の

わせの時間を確保している。 X校の教師は週 17時間の授業を担当するが、 3・4

の場合、その告の教師よりも i 日時間である。この i待問 として、

の中に組み込んでいる。カワキュラム フレキシブルなわけで誌なく、前年

度の課題を絵討しながら、 f定番のJ単元と薪規 を結合させよう いる。

〈訪韓額分譲義範畿の教護

は校務分掌組織が適宜に改変されている。 1998年度の 教務部と を統合
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して学務部とした。そのねらいは、教育課程編成と進路指導という生徒にとって重要な 2つの業

務を有機的にサポートするためである。つまり、重複部分が多い教務部と進路部の仕事を共有す

ることにより、教育課程と進路指導に対して柔軟に対応できるように図ったわけである。しかし、

負担の問題などの都合によってさらに改変が行われ、現在では再び教務部と進路指導部に分掌を

分けている。

また、研究調査部、図書・文化部、情報教育部、同和教育部、および国際交流部の 5つの分掌

が統合され、研究部とした。研究部では 5つのi日分掌組織の「有機的結合Jを目指し、以下のよ

うな方針を立てた。まず、 5つの係に分けるが、行事関係は全体で取り組む。二つには、一人が2

つの係に属する。ただし、一方の係において中心的な役割を担う。部長は全て.に絡む。三つに、

研究出張や動員は研究部や学校全体で、分担する。このような組織態勢を組むことによって、研究

部の教員が他の係の仕事に関心を示し、それぞれの係の立場から、あるいはその立場を離れて自

由に議論をして案を企画し実行していくことができている。これがX校での近年の校務分掌組織

改変において大きな改革であり、最も成果を収めた改変であるという。なぜなら、この研究部の

発足によって、つぎの成果を上げることができたからである。

その第一は、新しい総合教科の創設である。ここで誕生した総合教科は見直され続けているが、

現在でもX校の総合学習の主軸として展開されている。第二は、同和(人権)教育指導方針の作

成である。それまでも i2-2-2制」に則って作られていたが、それは緩やかな方針に基づくもの

であった。これを改め、各学年ごとの詳細な方針を設定している。第三はGlobalClassroomの実

施である。これは、地域と地球の抱える問題をテーマについて数カ国の参加校の高校生が実情を

紹介し議論するフォーラムであり、発信型の国際理解教育として 4年次に実施される。国内での

学習活動は 4年生全員で行うが、フォーラムに参加する生徒は選考された代表である。研究部が

英語科と協力してこのカリキュラムを開発している。

これらの成果を収めたけれども、研究部が毎年 10人前後からなる教員で組織されているため、

会議に多くの時間を割かねばならないといった負担面の問題が生じ、その結果、「小回りがきかな

くなって」、再度、組織を改変し、現在では研究部と図書情報部という 2つの分掌としている。

3 Y殺における中鶴一覧による新カリキュラムの鱗発欝鱗

(1)総合的な学欝「縫合人鰐科J

「総合人間科Jは平成 7年度から行われ、その実践は平成 15年度現在、 9年目を迎えている。

この学習活動は中高 6ヵ年にわたる総合的な学習であり、 Y高の中高一貫カリキュラムを貫く柱

の一つである。その学年別の構成はつぎの通りである。

すなわち、中学校 l年生は「生き方を考える 1(出会いから学ぶ)J、中学校 2年生は「生命と

環境 1(生活の中から考える)J、そして中学校 3年生は「平和を学ぶ 1 (国際社会に生きる、過

去 e現在・未来)Jという構成であり、さらに、高校 l年生は「生命と環境n(自然、社会、人間、
共生)J 、高校 2年生は「平和を学ぶn(平和・国際理解・人権)J、そして高校 3年生は「生き方
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を考える(人生選択と社会のあり方)Jという構成である。このように中学校'で行われたテーマは

高校でも繰り返してより発展するよう組み立てられている。この学習では必ず、フィールドワーク

が行われ、その実践的な学びの中から生徒たちが f自らの学びの力」を獲得していくように構成

される。

この学習で特徴的な点が二つある。第一は、この学習が個人研究でありながら、学び合いの学

習であるという点である。例えば、 Y校は高校段階で外部から l学級分の生徒を迎えるのだが、

この新しい生徒たちは1)付属中学校出身の生徒に様々なことを相談しながら、学習を進めていく。

また、附属中学校出身の生徒は、このような相談を受けることによって、自分の 3年間の学習を

フィードバックすることが可能となる。しかも、フィールドワーク先で外部の人びとからも学ぶ。

このように個人研究を基本とした共同学習の特徴を示している。

第二は、教科書がない点である。教科書は生徒自身が作るものとされている。「総合人間科」の

学習は生徒の一人ひとりの興味・関心から始まる。大きなテーマが設定されているだけで、研究

テーマや研究方法は生徒が自ら決定していく。そのとき、校外に赴き、他者と出会い、その話を

聴くためにフイ}ルドワークを行うことだけが学習の条件である。生徒たちは、「調べる、考える、

話し合う、まとめる、発表する」というフロセスを通して、自分だけの教科書(ファイル)を作

っていくわけである。したがって、これはボートフォリオである。

「総合人間科」の学習における教師の役割は何であろうか。それは、生徒一人ひとりの指導教

官として、研究のアドバイザ一、授業のコーディネーターとしての役割である。このため、生徒

の興味・関心が今どこにあるか、現実の社会の動きはどうなっているかという点に、教師が敏感

でなければならない。この学習活動を通して、生徒だけではなく教師にも変化が起きている。た

とえば、個々の教科の見直し、教科からの発想を見直すことにつながっている。特に高校におい

て授業が大学入試と進路に偏りがちであるという問題点について見直しが行われたという。 Y校

で総合学習と既存の教科学習は対立するものではない。相互補完的につなげるように図っている。

たとえば、国語科ではフィールドワーク先でのコミュニケーションを円滑にできるよう「国語表

現テキスト」を作成し、生徒に配布し指導している。また社会科では、「総合人間科Jのテーマと

連動した授業を展開している。

(2) rソーシャルライフ」

「ソーシャルライフJ(以下SL)は、 2000年度から実施されているY校のヒューマンプログ

ラムにおける「心の教育」を行う科目である。これは心理学の知見を活用して、生徒に対人関係

調整力を獲得させることを目指すものである。たとえば、「ありそうだけど、架空の出来事」とい

った具体例を挙げ、「自分はどう思うか、私たちならどうするか」について話し合わせ、その中か

ら人間が陥りがちな思考と行動のパターンに気づかせ、心がけたいことを考えさせている。道徳

の授業ではあるべき人間像や価値観を一律的に教授しがちである点を反省し、 SLでは先述した

総合学習と同様に「自ら考え、気づき、唯一の正解を求めない」ことに主眼におく。

SLのカリキュラム開発では、大学教官が主催した研究スタッフ(院生及び他大学教官)が各
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授業の構成立案・企画を行い、 Y校教官との打ち合わせ・学習会において実施検討され、 Y校の

教官によって実施されるという方式が採られた。 2002年度には中学校 1・2・3年と高校 l年生を

対象ノに行なわれたが、その概要を示せばつぎの通り、心理学の知見をもとにしている。

中i生では隔週 2時関連続で中学 i年担任団が担当する。中 2生では体育の授業の中で年間 10

時間を使って行なわれ、体育科の教員が担当する。その内容は昨年度の授業を参考にY大学助手

が立案した。改良点は昨年度が2時間連続の授業であったのに対して、今年度の実践が 1時間 (50

分)完結の授業となった点である。授業の内容構成をみれば、第 1・2回は「自に見えない人の存

在まで意識する」、第 3・4回は「共感性」、第 5'""'7回は「ステレオタイフに基づいた認知」、第 8

回は「同じような意見の人だけで考えること」の問題(集団極性化)、そして第 9・10回は「まわ

りの人にあわせる(向調)J現象である。

中3生でも同様に体育の年間 10時間を使って行われ、 Y大学大学院生らが担当して、研究室の

ソーシャルスキル担当者が計画実施する。授業内容は、第 i回が「私は何のグループ?J、第 2

回が「ポジティヴ事態・ネガティブ事態、J、第 3回が「共通点を探す」、第 4回が「報酬の分配」、

第 5回が「自分の意見はみんなの意見 ?J、第 6'"'-'8回が「相互以前的な関係」である。

高校 1年生においては、 SLとしての時間ではなく、体育の授業に含まれている。そのため、

体育の時間内で必要に応じた形で実施されている。授業内容は、 4・5月は林間学校に向けた学級

活動の話し合いなどに活用され、 6月は薬物依存と戦う青年の体験談を聞く会が聞かれ、 9月はス

トレスマネージメントによる自己再発見、 10・11月は構成的エンカウンターを利用した本音の感

情交流(その 1)、い 2月は仲間との交流の中で、体に気づき、体を調整する感覚の発見(その1)

である。 9月以降の内容は本年度より新教科群「心と身体の科学Jとして実施している。

(3)新しい教科『額数料群J

新教科は高校 1・2年生で行われ、「心と身体の科学」、「自然と科学」、「国際コミュニケーショ

シ学」、および「共生と平和の科学」の 4つの講座で構成されている。これらの講座は「個性伸長

期Jにあたる高 3生につなげられる力を育てることを目的としている。総合人間科で生じた課題

がこれらの新教科を生むきっかけとなった。それは、生徒の聞に総合人間科の学習を発展させ既

存の教科学習に結び付ける際に個人差が生じるためであって、また、教師の側では、総合人間科

のテーマが多岐にわたるため十分な個人指導を行うことができないことや、総合人間科での学習

を他の活動につなげづらいためである。

教科指導では十分な指導をすることが難しい学習領域や、各教科に分散しがちな学習領域が必

ず存在する。これが新教科であれば、既存の教科学習内容を統合・再編することが可能となる。

この点で新教科群は、既存の教科聞を媒介し、系統的に扱うことが難しい社会問題などに柔軟に

対応することができる。新教科は総合人間科のように生徒の興味・関心から出発するものではな

く、教科のねらいから出発する。上記の 4つの講座では、特に高校い 2年生に考えさせたい課題

が組み込まれている。

新教科の授業の特徴を挙げれば、それは、少人数学習による多様な活動、生徒参加型授業、選

-70 -



択による高い動機付けをともな 、大学の教員などの外部講師による知的刺激、社会問題な

どを 1)アルタイムで学習、 lつのテーマを多角的に見る視点の育成、展開グループ関の知の

T.Tによる多様な視点での教科指導、および f専門基礎学習期jに適した専門的な学習といった

る。新教科は 1クラスを 3つのグ)v…ブに分ける。これらのグ)vープはそれぞれのグルー

した号、関連性の高い内容であれば、 2もしくは 3グループ合同での学習や討

論会、発表会を行う。こうすることで、多角的に考えるとともに、グループ関での知の共有を

かることができ、教科の領域にとちわれない広い視野を獲得できるという。

異体的な講鹿のねちいは以下の通ちである。 i自怒と科学Jは、数学と科学の基本理念を学び、

自黙科学にたいする知識、基本的な態疫を築く。自然観察や実験を行い自黙に対する惑性を露く

ことを目差す。「心と身体の科学Jは、岳分の心や身体と謹接関わる身近な内審から心と体

的に考え、実習や疑似体験などそ通して体感する機会を設け、心と身体を科学的に学ぶことを自

的とする。「国際コミュニケーション学」では、コミュニケーシ沼ンの意味を碍認識するため、特

に異文化問コミュニケーションへの理解を深め、実{本験を潤して異文化への基本的態震を学ぶこ

とがその目標である。そして、「共生と平和の科学Jでは、地域や地球社会での共生や平和の

題を理解するための基礎知識を身に付け、問題解決へのアフローチを科学的に学ぶことを盟

具体的な授業内容については巻末の資料 Sを参照された

毒まとめ

最後 において

を以下の 4つ

あるjカリキュラム開発とみなせる

して、本論のまとめとしたい。

〈リカリキュラム開発の縁語観議

と、これに る今後

各学校がその全捧計画としてカリキュラムを るとき、カリキュラム開発を統括する組織

をつくることが重要である。事例校の実践が示すとお号、この統拍組織法「小回りの利き嘉さj

し、教育組織の f機動性Jを確保している。したがって、小中高の一貫制を重視する学校

は、まず校務分掌の再組織化とその改善に着手することが必要で、ある。

(2)生畿の B年欝におたる務違挟涯を議野!こ入れたカザキュ

ちは中高一貫校の 6年間に大きく成長するため、彼らの発達の状況に却して一貫轄のあ

るカリキュラムを開発するよ必要がある。事例校ではトト2制および 1 制による学年の分室長

化を行っているが、今後、入学者の選抜方法も含めてその成果と課題そ明らかにしながら、

に即してカワキュラムの一貫制を構想することが重要である。

(3)欝究審との共掲額究によるカリキュラム襲警発

事例校はともに

る。小中

あるため、大学教員との共同研究を進めやすい環境下に

に入れたカリキュラム開発にあたっては、これに関する専門的知識を
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構えた研究者との協力が必要である。 一設校で よるアク

ンワサーチの方法論を確立することが求められるc

(約数鱒文化の議離とその期医

小中高の学校穂別によって教師文化のあち援は大きく異なるが、事例校の場合、中高校の教師

がカリキュラムについて積極的ピ議論する「組織風土jが醸成されている。中高教師の

の教師文化が形成されなければ、中高一貫によるカリキュラム開発も進展しなかっただろう。こ

のよう託、小中高の関に生ずる教師文化の娃典を克壊するためには、教師たちが学校のフォーマ

ルなちびにイシフォ…マルな場面

あることがわかる。

日常的にコミュニケーションを議ねることが重要で

4つが中

れらの課題に

ら明らかにされたカリキュラム開発の課題である。今後、こ

ら、小中高一費によるカリキュラムを開発することが必要がある。

事!爵・護葬場文議員(年托議〉

X援に関する文議定

-平成 14年度文部科学雀研究

.平成 13年度文部科学省研究

1 1年度文部科学省研究開発学校研究開発実施報告書

中・高等学校時iJf究紀要』第 41集 2000年

Y教に関するx室主
しい中等教脊へのメッセージJ繁明脅窮 2003 

中-

第特集 2003

14年度文部科学省研究開発学校研究開発実路報告書

13年度文部科学省研究開発学校研究開発実施報告書

中・

-安彦忠彦・丸山監 f中高一貫カ 1)キュラムの可能性"名大関j高学校の f総合人間科Jを手掛ち

に-J ~名吉農大学教育学部紀要(教育学江第巻第 2 号 1998年 pp.221-229 

8年度文部省研究開

7年度文部管研究開発学校研究開発実施報告書

日年史 り名 1989年
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資料 l 奈良女子大学文学附属中等教育学校におけるカリキユラムの構造

授業スタイル

操作活動・調査活動
実験・観察

(ミムビュータ初出教育)

平成 14年度文部科学省研究開発学校研究開発実施報告書 p.4より転載
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資料 2 奈長女子大学文学部開罵 における組織とカリキュラムの評缶

平成 14 p. 17より
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資料 4 名古屋大学教育学部附属中・高等学校における総合人間科の概要

。学年テーマ

高校 l年生命と環境中学2年

生き方を探る

中学 3年)平和と国際理解(高校 2年

。各学年の学習内容

中学 l年
新しい学年として「人間関係jを大切にする取り組みを展開J;

コミュニケーション能力、社会との積極的な関わり方を学ぶcI 

中学2年

中学3年

高校 l年

高校 2年

~ドヰ
円、
J校

古
同

知的関心を高め、その中から問題を発見し探究し解決してい

く力(問題解決能力)に力点を置いての取り組みを展開する。

生命と環境の身近な問題を取り上げる中で発見し展開する。

平和学習を軸に戦争の加害の問題を広島-大久野島をフィー

ルドとして学習する。また、国際理解とは何かをつかむため、

名古屋大学の留学生との交流、インターネ y 卜での情報発信

を展開する口

個人研究(個人学習)による展開。一人ひとりが、自分の学

習したい内容を設定して一年間調査研究を行う。「命Jr福祉j
「環境」に関する問題まで幅広く、自分の興味関心のある問

題について個人研究テーマを決めて行つ口フィールドワーク

は、実際に訪問して実地体験したり、インタビュー(取材)を

通じて研究を深めるものとする。訪問先は、研究テーマにあ

わせて自分で探し、事後に報告会や報告書の作成により研究

成果をまとめる。

グループ学習による展開。沖縄研究旅行を中心に授業を行う。

沖縄についての事前学習や、名古屋大学教授による特別講義

を経て、研究グループを組織し、研究テーマを決め学習する。

沖縄についての理解を深める為に、デイベートや討論の授業

を展開する。

「生き方Jの問題について個人テーマを決めて研究する。単

なる「進路」の問題だけでなく「生き方Jを中心にして自分

の進路を自覚的に選択できるように研究を行う。スピーチと i
卒業論文て、ま竺~o _J 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校編『名古屋大学教育学部I1付属中・高等学校紀要』

第 48集 2003年 p.14より転載
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資料 5 名古屋大学教育学部附属中・高等学校におけるソーシャルライフの概要

ヒューマンプログラム

。ヒューマンプログラム(ソーシャルスキルプログラム)は、特別活動、学級活動、道徳、ソーシャルライフを総括

した名称とする。

Oヒューマンプログラム(ソーシャルスキルプログラム)の中のソーシャルライフを「心の教育Jの授業として展開

する科目名とする。

動

活

活
学

別土寸AT
 

道徳

ソーシャノレライフ

1 )ソーシャルライフの各学年における実践計画

。人としての関わりを重点に、生き方・考え方を取り上げ

理論化、意識化する。

。学年担任回だけではなく、「心の教育jの担当者として中学 l年・高校]年

中学2年・高校2年

専門家による授業展開。

。心理学実験や講義と議論(討論)を交互に行う。

。人間として社会(集団)の中での『気づきJを育てる G

自分の存在に対する『気づきJ
他者に対する『気つrきj

集団と仕手の『気づきJ
O生活の中での問題を扱う

行動の意味・場についての意識・生徒同士で「決

める」プロセスを学習口

。批判的思考能力を育成し色々亙思考力を養っていくじ_..~
つの方向からだけでなく、多面的な思考力を安1u i 

Oセルフカウンセリングによる授業展開。 l 
|仁h学 3年 FJJ校3年

名古屋大学教育学部11付属中・高等学校編『名芹房片学教育学j151171;宮中写ノデ妙 J

第 48集 2003年 p. 15より転載
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資料6 新教科群の授業計画(1国際コミュニケーション学J)

/ふ、 比較文化から見た 白 言語の構造から見る に 音声から見る

コミュニケーション学 コミュニケーション学 コミュニケーション学

4月 オリエンテーション

7日 担当教員よりグループの活動内容の説明

l希望調査
4月 コミュニケーションとしての

日・英語比較で取り上げてほしい
ら C 合同

24日 “笑い" 1 
こと・興味があることについての

日本の伝統文化にみる笑いとユー
アンケート

モア

5月 コミュニケーションとしての B C 合同 音声について l

8日 “笑しγ・2 音声を観察する際の二つのポイン

ト

5月 コミュニケーションとしての B 仁合同 音声について 2

15日 “笑し¥' 3 母音と子音

日本と他国との比較研究

5月 コミュニケーションとしての B林間 C合同 音声について 3

22日 "笑しに 4 前回のまとめ

スモールトークを考える

5月 音-構造・リズム β C合同授業 音声について 4

29日 回文を考える 特殊音素について

アクセント

砂先生(留学生センター教授)の授業「日本語のリズム」

6月 回文をつくる l わ C 合同授業 音声について 5

12日 日本の回文 アクセント法則

6月 回文をつくる 2 文法について l ちC 合同授業
19日 世界の回文

6月 回文をつくる 3 文法について 2 sc 合同授業
26日

7月 文字を主体とした 文法について 3 らC 合l司授業
3日 コミュニケーション l

様々な文学を読む

古代ギリシア

7月 文字を主体とした 文法について 4 fうC 合同授業
10日 コミュニケーション 2

ルネサンスヨーロッパ

襲先生(文学部教授)の授業

9月 文字を主体とした 文法について 5 Bc_合同授業
4日[コミュニケーション 3

言語政策を読む

文字を主体とした 文法のまとめ B C__合同授業
コミュニケーション 4

言語政策を読む

合同授業 歴史に見る言語政策

授業のまとめ

名古屋大学教育学部附属中・高等学校編『名古屋大学教育学部[1付属中・高等学校紀要』

第 48集 2003年 p.86より転載 ただし、授業担当者の氏名は筆者が英字に置換した。
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3.2 小圏中箇高一貫のカリキュラム開発の動向

一義務教育と中等教育をめぐる問題を中心!こ一

飯田 範子(教育学系、学校教育部)

1.本稿の課題

本稿は、小・中・高一貫のカリキュラム開発の原理を抽出するために、今日の小・中・高一貫

のカリキュラム開発の動向を、「義務教育としての一貫性」と「中等教育としての一貫性」をめ

ぐる問題を手がかりとして考察するものである。

戦後日本の教育は、 6-3-3制の単線型学校制度を前提に、小・中・高を貫く原理を普通教

育においてきた。それゆえ、小・中・高の一貫性を問うことは、普通教育の一貫性・意味内容を

明らかにすることであるといえよう。その一方で、中間段階としての中学校は、義務教育である

と同時に前期中等教育でもある(安彦]987，1997) という二重の意味を有してきた。したがって

普通教育の一貫性を考える際、義務教育の視点と中等教育の視点をどのように融合・調和させて

考えるかによって、一貫のカリキュラムには質的な差異が生じるということである。

そしてそのことは、小・中・高の接続(アーティキュレーション)を考える際に、単なるなだ

らかな連続的な接続を築くという意味だけではなく、義務教育の原理と中等教育の原理の調和、

すなわち接続の質が及ぼすカリキュラム内部の質的関係構造の解明といったカリキュラムの質の

問題に迫ることができると考えている。本稿はそのための基礎作業の一部に位置づけられる。

そのために、本稿では、まず、戦後日本の教育改革の動向の中で、小・中・高一貫教育が「国

民教育 10カ年案」として顕在化した 1977・]978年の教育改革をめぐる当時の議論より、中等教

育学校の制度化がはかられる以前に取り上げられていた小・中・高一貫の課題を明らかにする。

次に、その後に継承された現在の教育改革の動向をふまえて、小・中・高一貫教育の実現化の

方向を研究開発校を事例に明らかにし、課題がどのように生かされようとしているか、また、実

際化に伴いどのような新たな課題が起こってきているかを明らかにする。

さらに、今後の小・中・高一貫のカリキュラム開発の原理を明らかにするための研究の方向性

を導きだすこととしたい。

2.教育改革動向にみる小・中・高一貫をめぐる課題

戦後日本の教育改革において、新制高等学校は当初より「中学校修了後更に学校教育を継続し

ようとする者を全部収容することを理想J(文部省『新制学校制度実施準備に関する件j]1947)、

「学校の教育そのものが彼等が喜んで出席する有用なものにすることが、特に必要である。これ

は早急には果たされないことであるが、常にこの目標を目指して、長期にわたって漸進的で、し

かも堅実な改善を加えてし1かなければならない。J(文部省『新制高等学校実施の手引j]1948) と

されていた。この文言の中にみられるのは、義務教育ではないが小・中・高を義務教育化する構
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想、が制度上の

)れと

中にすでに していたということ る。しかし、 のように実際…、

方策として顕在化したの問、 90 

%を超えるま

「中間まとめ」

もに

した 1977ぺ978年の教育改革においてである口当初、教苔課科審議会の

されたのが「国民として必要とされる基礎的・基本的な内容な重視するとと

じた教青が行われるようにすること j を柱に、「高校教育の著し

し iこどもない、小・中・ したものととらえ、中でも中・高の内容上の関連を

内容に重点を寵いた教育を行うベ

ー基本的教脊期間

いっそう きであるj

きであるj

とし

これは、その後、全国高等学校長協会・令間工業高校長協会の

うな誤解をあたえるJI高校のレベルダウンにつながるj という批判を

では「十カ年j とし寸言葉は削除されることとなった。その審議経過の中

の一苧託長というよ

て、「審議のまとめj

小・中・高

ちの教科等別委員会の設置等新たな審議システムがとら スノξイラノレ

どについ 々
ぜ

そして最終的には、高校における「基礎的・基本的内容の重視j という

]の必修教科・科自は中学校教斉との関連を密議にし、

な内容を中心とする新たな総合科目「国語 1J r現代社会Ji数学 1J r理科引を

のねらしリには、高校は、信人の能力・遠性に応じて選択羅惨を

あると明示したよに、高校教育として必、要とされる基礎的。基本的な

を必修科自として共通に震{ItさせJるという方向性が示されたれまたJ子の

多様な内容を?能力・適性に応じて選択履修できるような選択教科

された。

る

-科目

民共通j と

図られたり、

つの 0) 々
寸 のが特徴で

も

このようι「

田 1995)

と「選択履修j、

ら「審議

ど

ように、小・中・高一貫とし

と「信註j をめぐる問題であったといってよい。たとえば、「中間まと

のまとめjにかけての高 1での基礎的・基本的内容の共通必修を

ける小・中・高一貫教育の原則ないし構想、が弱められ、高 1の共通必修が高 2・

のための基礎で、あるようにその位置づけの力点が移動したことを問題とした(柳 1979)ものや、

小・中・高の一員教育の具体化は、「形式Jと f実質j の二重性の問題、すなわち、…方で f形

式的なJ大枠で高校教育全f本全小・中と一貫した性格のものに規定しつつ、他方では f

lのみ、中学校からの連続性を作り上げた問題点を指摘した(安彦 1979) も

のなど、一一様に、 「 をめぐる教育動向の実質的な誤和の難し与、「共通j

の拡充に対する批判を述べたものが議論中心であったといえよう。瓦ら

このように、当時は、学習内容について問題とする設に、「共通jと性Jは相反するものと

とらえられていたということができる。
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その後の改革動向は、高校の個性化・多様化とし進められることとなる。その動向の中でいち

早く制度化の動きが示されたのが、中高一貫校である。 1966年の中教審答申では「検討すべき

案件」とされつつその後の「四六答申」つながるが、実際運用上の問題から一時下火、 1985年

臨教審第一次答申による「六年制中等学校」の提案を皮切りに議論が進み現在、中等教育学校が

誕生している。

現在では、また、その動きは、一層の中等教育の多様化路線のもと、 1999年には中教審答申

「初等中等教育と高等教育の接続改善について」において、高校と大学の接続(アーティキュレ

ーション)について、入試改善のみならず、カリキュラムや教育方法、教師の相互乗り入れ、地

域の連絡協議会など幅広い分野にわたって行われる必要を述べるに至っている。

さらに、中学校における選択制の拡大により小学校における選択学習もとり上げられている。

その小・中の関連性については、小学校における選択学習を通して育てられた自己選択能力の上、

あるいは発展した形として、中学校の自己選択能力が発揮され、より高い発達が目指されている

ところにある。具体的には、小学校高学年の課題選択学習では、自分の生活経験や興味・関心に

基づいて、自己の課題を見つけ、活動を選択するという自己選択能力、意思決定の力、さらにそ

れと一体の関係にある自己評価や自己責任の能力や態度の育成が目指され、中学校の選択教科学

習では、より高いレベルの自己洞察力、自己判断力、自己選択力、実行力、自己省察などの力を

育てることが目指され、小・中教育全体を通じて自己選択能力などの育成を図ることが目指され

ているという。(山口 2003)

以上のように、義務教育の特質としての「共通」と、中等教育の特質としての「個性」のとら

え方が、 1970年代の「学習内容」を問題とする対立の図式から、現在の「方法」や「機能j の

レベルで、の連続性、一貫性の議論にシフトしてきている動向を指摘できょう。

これらの教育改革の動向を受けて、小・中・高一貫教育の実現化の方向は研究開発校において

どのように考えられているのか、次に最近の文部科学省の研究開発指定校にみる義務教育の視点

と中等教育の視点の特質を明らかにする。

3.文部科学省研究開発指定校にみる義務教育の視点と中等教育の視点、の特質と意義

(1) 小・中連携校の場合

まず、広島県呉市立五番町小学校・二河小学校・二河中学校(平成 15年度延長指定校)の事

例を取り上げることにする。この事例の実際は本報告書でも取り上げられているので、ここでは

一貫の原理の観点から注目すべき特質を上げることにしたい。

木事例の特質としてあげられるのは、第一に、 4-3 2制の学制の区切りである。児童の心

身の発達加速とそれに伴う児童生徒指導上の問題の低年齢化の状況を、児童の自己肯定感との関

連から調査した結果を恨拠として、ノト4と小 5の聞に区切りをおいており、学制の区切りを実証

データに基づいて設定している点が特徴である。

第二に、一部の教科であるが、小・中学校の兼務教員を設置していることである。五番町小学

校では、算数と英語について、小・中兼務の教員が小 5'"'--'小6の授業を週 1回、学級担任とのT
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.Tによっ 当している。また、その他の教科については、小学校で、は学級担任制を中

いて教員は各々の得意教科を担当する形で、他のクラスの授業にも

ようにしている。すなわち、学穀担任制と教科担任制の相互乗り

る。いるの

では、研究当初より、

づきの多い教科を対象とし

語は、比較的学習内容

-算数(数学)・英語という、いわゆる子どもたちに

されていた。そしてその中でも、算数(数学)と英

の形がとられたという経緯があるという。

ないことから、五番町小学校では、研究を見送っ

学校の特色を生かした指導の雛点から、国語の小・

いては、段階性一方、

もうひと

中 をおい を?子っている

は、基礎教科な監視した段階構造の義務教育の視点とともに、基礎教科において中

等教育としての教科担任制の導入を中期に導入し、後期への移行をなめらかにつつ、

の組み替えをする構造になっている点が特徴である。またそのことは、

(数学)等の中等教育におけるつまづきの多い教科に対処する現実的な

方策として

次に、

り上げる。

ども特徴といえよう。

中 (平成 15~ 17年度指定校)

を目指して、

:小 l~小 4) 、

:中 2~中 3) の 4-3-2

ぐくむ、キャリア教育の具現化のために

9 

の定着J(中等部 Iト 5~中 1 )、

り、一真した教育課程を開発

を開設することな研究の全体像としている。

らみた第一の特徴は、キャヲア教育の教育の実現のために、新教科を開発し、

科を架揺するカリキュラム開発の組織基盤を築いていることである。具体的には、起業家精神に

を通じて告己実現に向け努力合惜しまず社会貢献できる

「アントレプ

で商品開持の

る目的から、算数(数学〉、理科、

114~245 

、中等部(小5 中1) 

っている。ま~、

を統合し

2~中 3 ) 

を深め

イエンスj

のために

している。

と を統合し ゥン一ブ

ション能力といっ

245 ~ 315 

な

を開発

特徴の第 4-3-2制の学制の区切りをおき、仰の力に応じた指導?去の改善の観点かム

を実施しようとしていることである。研究初年度の本年度=は、算数、

形成しながら基礎・基本の徹底を関る初等部(小 1 小ヰ〉での

試行にとど

5~中 1 )で 算数

中等部、高等部へ拡大していく予定であるという。中

を実施、

、、‘j
 

，，〆
〆
f
l
、
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し、個に応じ

lま イエンス、ラン

による発展的

を支援することになっている。

三に、一一部の教科で教科担任制を

5~中 1 ) 

を保樟し、高等部(中 2"-'中3)で

のよう

守〉

コース制のコース

している。初等部(小 1"-'4)で

謀健体育、サイエンス、ラン

、中 、、
1
1
f』
叫

2
〆

/
，

e、、、

している。初等部は、基本的に学級担任の指導、中等部でも道徳、

、技術・家器、アント

、算数(数学)、

レナーは学級担任の指導としているのが特徴である。

のように中等部 (/J¥5 "-'中 1) 

現にアントレプレナーは、学級担在が指導

また、新教科{サイ工ンス・ランゲ…ジ)

おいて、国語や第数(数学)等の基礎教科や自

¥義務教育の視点を重視していることがわかる。

な学習が必要な部分は、

(中 2"-'中3)の教育体制を中等部に議入し、、

している特徴としては、中間段措 (/J¥5 "-'中 1)における

辻、学級担任制と教科相任制の相互乗り入れ構造に見出すこと

にあっても、義務教育と中等教育のどちらの視点を重慢した構

と教科担任制にする教科にはちがいがみられた。

ていることがわかる。

、二校の特徴を見る躍り、

の視点と中

しかし、

る方通によって、

(2)中・高一葉校の場合

{表}名 中・

人数議主総

の中 5カ 止
巾

寸

iつωつノ-
1
ょ

舗.~非ぴ・生活グ)00から iさEきるjJ(生きh・心 w易体}から

学専i藍骨
教科、学~フ，i去、室主力、 自治など

人間関係、コミみニす山Y 藷ン、

;IAlo判の輔、生活暗然づ〈号
:1君I. :び芳江主コ;;;;
i 1m長Blのお}会ー自立の基砲

よ I 10自立と協鍔]の学び
半i塑i 糸荻学雲と参綴猿修習
: I譲i 獄後づけとしての制判
明。間カr

。心と詩体を克つめる

人f占関係の~.壁・まE本

o[生きhを!;!る;
身近なお玉きいの7ィーんドワ

-1 

。 ι，と身体の変化告知る
人間関係的支爽

終吉弘災J(な徐容

。(~き 7れこ常よ]

7ィールドワークの広大

インターンシップ

。昔菌性を電器専念い.義Eを怜[1す

叩 e ーO自立室哲学苦3・'.ti蓄の形成

号i高i 専門豹な学びの意艇と選択学認
ιi 喜~I 人生を選択するカの脅威

II警I自治能力の牒
社会への参与

。むと身体をき幹事主主計こさ普よ

心グ3緩み、共感

コミ"-ニケーシ，ン総力のを主

像化

。[食事hを総合1る;
7ィールドワークの詰IHt

インターンシップ

。告書グ〉滋:iL.J聖書量と社会的fl:iL 10己主と卦俸のJtつめ[[し
を士会・人生への展望 1 fl分の人'.tと将来を考える

護i言10自争時'̂ I 自分を客筏約川らえる

31の i 自らのカワキュラム温泉
年 11申1~_.___..__. 1 
主主 lillo縫合的行動カと災綬カ 10(食事方を選択する〕

を士会への祭賞 i ゑ善方とつなぐ 7ィールドワ

一空
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中・高一貫の事例は中等教育学校として制度化されたことをふまえて、実際は本報告書 3.1で

田中らが具体的な事例を取り上げているので、ここでは一貫の義務教育と中等教育の視点から注

目すべき特質を上げることにしたい。

まず、名古屋大学教育学部附属中・高等学校を取り上げる。

同校の一貫教育の特徴の第一は、 1-2-2-1制の区切りである。この学制の区切りは、高

校段階からの入学者を受け入れる特徴を生かした結果であるという。そのため「個性を探るJか

ら「個性を伸ばすJ一貫制を目的に、 1-2-2-1をそれぞれ、{表}のように、入門基礎一

個性探求期-専門基礎期一個性伸張期と位置づけ、第一の要素として「個、学び、生活」の面か

ら学び方、自治能力、自律の一貫性を、第二の要素として「心と身体Jの面から人間関係の構築，

コミュニケーション、生き方の一貫性をおいている。(安彦忠彦・丸山豊 1998) 

第二の特徴は、「総合人間科」という「総合学習」のカリキュラム開発から研究開発を進め、

生徒の側からは 6年一貫の総合的な共通教養を育て、教師の側からは中学と高校の異質な学校風

土・研究環境の交流に役立ったことが上げられる。

第三に、次のステップとして高・大連携を生かした「青年期のキャリア開発」の研究に取り組

み始めていることが上げられる。

以上、本事例では、中等教育の一貫を自校の特徴である入試制度を考慮した区切りをもうけ、

実際に対応し、総合的な教養を軸に縦割りの教育活動として一貫の構造を組み立てて異質な風土

の交流に努め、文理融合型の教養教育カリキュラムの構築へ向かっていることが特徴である。こ

こでは、中高一貫の前期中等教育と後期中等教育のつながりがありつつも、前期と後期の明確な

段階制の区切りをおき、スパイラルなカリキュラム構造を実現しようとしているということがで

きょう。

次に、東京大学教育学部附属中等教育学校の事例を取り上げる。同校は、先に述べた名大附属

とは対照的に、学力検査を行わない選抜による改革により、文字通りの一貫教育を行ってきたこ

とを特徴とする中等教育学校である。

中高の教員の併任前IJをとり、学制の区切りは 2-2-2制を採用している。 2-2-2制導入

の背景には、 6年一貫のマンネリ状況、中だるみの克服にあったという。 2-2-2-制は、基

礎期(中 1.---..__中2)、充実期(中 3.---..__高 1)、発展期(高 2"'-'高3)として、二年ごとのクラス替

え・担任替え、各期毎のオリエンテーション・ファイナノレコースの設定、各期毎の宿泊生活、白

主学習等を特徴とする。しかしなおも、中だるみの完全克服には至っていないという。学校規模

が小さいために、クラス替えをしても大幅な気分一新につながらないことなどがその要因として

あげられている。(東京大学教育学部附属中・高等学校 1998) 

中高一貫研究は半世紀の歴史を持つ同校では、学力検査を行わない選抜による改革の結果、起

こってきた問題として低学力の問題が上げられ、平成 15年度延長指定を受けた研究では I5つ

の力」を指標に教科・科目の内容の精選や既存教科の系統的再構築に取り組んでいる。

以上のように、中高一貫については、制度化とともに起こってきている次の課題に取り組む研

究が現在行われている。 6年一貫の中等教育学校であっても、そこには前期中等教育と後期中等

剣
山



教育の特質をどのように生かすか、さらに、中だるみにならない手だてをどう工夫するかという

点が考慮されていた。制度化されている現在の中高一貫校は「エリート校」か「ゆとり」の間で

揺れていると同時に、青年期の持つ特性としての思春期をめぐる対応をカリキュラムにどのよう

に反映させるかが、カリキュラム開発のポイントとなっているといえよう。

4. むすびにかえてーまとめと研究の方向性一

最後に一貫の原理の意義について若干のまとめと今後の小-中・高一貫のカリキュラム開発の

原理を明らかにするための研究の方向性を述べることとしたい。

第一lこ、学制の区切りについては、例えば、小・中一貫の事例にみられたように、小4と小 5

の区切りは、小 5から中 1までを中期とすることで、中間的な位置づけにおいている。すなわち、

現行制度による小・中学校の相互乗り入れ形式になっている点を指摘できょう。それらは、小中

の不連続の緩和ともとらえられるが、義務教育と中等教育の相互乗り入れ構造が、現行小学校段

階に中等教育段階の導入の構造を有しているともいえる。義務教育型か中等教育型かの内実は、

基礎教科の扱いに特徴的に見出すことができた。

第二に、これらのことは、小・中・高一貫を考える際、小→中→高という義務教育としての見

方と、高→中→小という中等教育としての見方の両方の局面からの検討を必要とすることも意味

することでもある。カリキュラムの全体構造のみならず各教科・教科外のカリキュラム開発の際

も、両方の側面から一頁の中身が意味づけられる必要があろう。

第三に、「義務教育」の視点としての基礎・基本の「共通履修」の問題と、「中等教育j の視点

としての能力や適性に応じるための「選択履修」の問題は、「共通」と「個性」の次元において、

学ぶ「内容」をめぐっては相反するこつの考え方の考え方でありながら、目的やねらい、「方法j

や「機能」のレベルで、は両者の連続性、一貫性がはかられるという点である。「共通」でありな

がら「個性」を生かすカリキュラムの工夫が求められている。

第四に、中等教育学校の多くの事例から、学制のスパンが長くなるほど「中だるみj の問題が

顕在化して、それに対処した新たな学制の区切りやカリキュラム構造の変換が必要となっていた。

一貫のカリキュラム開発には、なめらかなつながりと同時に区切りの手だてが必要であり、その

ことは、接続(アーティキュレーション)の本質的な検討につながるものである。カリキュラム

と方法の中に有効なリフレッシュメントが企図されなけれればならない。

今後は、具体的なカリキュラムの中でどのように実現されているのか、各教科・教科外活動毎

の精微な分析と考察が必要であろう。また、今回は、教育改革動向の中に一貫教育の動向を位置

づけるのみにとどまった。一貫研究の理論研究の動向については、月IJの機会に論じることとした

。
、、
v
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4. 小中高一貫制に関する実践校との研究交流シンポジウムの要旨

4. 1 シンポジウム参加校のリスト

14・3・2区分による小中一貫教育の取組」

広島県呉市立五番町小学校 二宮肇美

「神戸大学発達科学部付属明石小学校における連携研究」

西宮市立北六甲台小学校 溝遺和成

「一貫カリキュラムの開発研究の成果と課題」

品川区立上神明小学校長 天野和雄

「若渓学園における中高一貫教育」

私立若渓学園 藤井健司

東京学芸大学教育学部附属世田谷小学校・附属世田谷中学校.r肝属高等学校の

「小・中・高一貫カリキュラム開発の試み」

東京学芸大附属世田谷中学校 笠井正信先生

「生徒の個性輝く併設型中高-頁校をめざして」

名古屋大学教育学部附属中学・高等学校 山田 孝先生
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4. 2発表要旨

4 ・3 ・2区分による小中一貫教育の取組

呉市立五番町小学校 美肇{呂

ノE ノA1II!T/""""'/""'"ーノ-/.-ノM 寸
t {実践事例の概要]
i 児童生徒の発達段階に即して》義務教育 9 年間を前期(第 1~4 学年) ，中期(第 5 ~7 学年)， ， 
t後期(第 8 ・9学年)の三つに区分する。そして， Ig!詰》算数・数学 3 中期選択教科〉英会話の!時!侍寺 i

!間等に7焦京点を絞りV)， 前J期与羽1.仁判!

:を通して 的学び考える力を養い 生きる力の基礎ーとなる学力の確実な定着を図る o また進路と:

i 人 1~9 関係を中心に据えた生き方学習(夢チャレンジの時間)についても〉前期・中期1 ・後 JJ)l ごとの i

!重点化を図り) 9年問を見通した一貫則↑性生のある i内村容を作り上げた O 進路の学習を司恥こ

:団による児童生徒の臨い交流活動や対川人川関肌羽係等に関するスキル学習を関連付け 自己の生き方を;

i追究する力を育成していく。
、}ノEノ...，ノEノ-/-ノ--ノ_/JÐ1/Yノ.-ノ--ノSノ.6IIlJYノ~/......./却ノSノ-/-ノEノ-/.-ノSノEノ_/4Ø!rノEノBノZノ--ノ_/.-rノ--ノ""""ノJ

4 圃 3 ・2区分

児童生徒の身心の発達の加速化，発達の段階

における学力形成の特質》生徒指導上の諸課題

の顕在化を考慮して，義務教育 9年間を前期J(第

1 ~ 4 学年九中期(第 5~7 学年)う後期(第

8) 9学年)の三つの区分に分ける。

2 取組みの実際

(1 )国語，算数菌数学

小中学校の教員が合同で p 義務教育 9年間で

必要な力を身に付けるために前期・仁ドWl'後期i

にどのような力をつけていく必要があるのかを

話し合い》授業づくりを行ってきた。必要な力

をつけるため，第 3学年から第 9 年まで授業

11寺I1司数を 5~ 2 0 n寺IMj噌)]Ilした。

特色ある授業としては) l~l::] Jt)Jで小学校と中学

校を繋ぐための取組として》国誌では第 5学年

と第 7学年・第 6学年と第 7学年の合同授業を

J1JJに]回程度実H包する。また P 算数では小中

校兼務の教諭が週に 1I1寺問》第 5 ・6学年で

算数の諜題学官を行いラその IlJで算数に関心を

もたせる内 7容や肋象的思考に移行するための支

i乏を行う。

(2)中期選択教科

児童生徒の教科選択能力や諜題解決能力を育

成するため 3 第 5学年から選択教科を開設する。

国語科第5. 7学年合同授業 算数科課題学習

中期では第 5学年から第 7学年までの児童生徒

が自ら選択した教科を合同の兵学年集団で学ぶ

習形態をとり p 年間 201時間実施する。小中

校の教職員がTTで指導にあたり〉児童生徒

が~JI!:題をもって主体的に学習できるよう》指

計図や指導方法を工夫していく。
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英会話の時間授業風景

中期i 第 5~7 学年に英会話の n寺 I~司を 2 0 時間

ずつ設ける。英語に慣れ親しみ p 興味・関心を

もって英諾を使い》楽しく活動することを通し

て， 1171く力や第 7学年から始まる英語にたlして

興味・関心を育てていく。授業展開は 3 英語に

対する学習意欲を高めるために，楽しく学べる

ゲーム的な要素を十分に盛り込んでいく。指導

体iWJは〉第 5 ・6学年ではJET. ALT .学級担任

の 3人による TT，第 7学年ではJET. ALTの 2

人による TTで佼業を行う。

(4)生き方学習

生き方学習はフ 自分と人とのかかわりの中で，

自分のよさを見付け〉希望や夢をもって生きよう

とする態度など自己の生き方を追究する力や望ま

しい人間関係をつくりだす力の育成をねらいとし

ており，基礎・基本の確実な定着・向上を支える

ものとして重視している。

9年間を一貫したねらいのもとで、系統的に進路

指導を行うことにより，自分のよさや学ぶ意義を

見いだすことができるような時間となっている。

また， ~~f に中J:tfj .後期の極端に否定的な自己認

知をする児童生徒に対して改善の効果が認められ

た呉年齢集団の活動(第 3・8学年，第4・9学

年)をカリキュラムに組み込み，年間を通して継

続的に交流活動を行ている。

5 

ザ弟

5

学

年

か

異学年交流の取組によって回復する自尊感情 b 

の教科担任制

中期第 5・6学年では》担任問士が得二:をな教科

を交換して持ち合ったり算数や国語の教科担任と

して授業に関わったり i中学校の教諭とのTTで授

業を進めたり等 3 可能な範囲で教科担任市IJを導入

している。現在約 3 分の 1~半分の授業が担任以

外が主になって進める授業となっている。

(6)その他の取組

これまでの研究の成果を全学級に広げるため，

そして各発達区分の特徴をとらえた指導内容・指

導方法を徹底するために〉今年度から新しく前期

・中期・後期部会を組織した。その中で特に中期l

部会は異校種の教職員の集まる部会となるため，

カリキュラム実施の背景となる諸条件(学習習慣

の接続・評定の接続等)についても手を加えてい

く取組を行っている。

3 成果と課題

研究開発第4年次を迎えた今p これまでの 3年

間で小中学校を一貫して指専にあたることの良さ

は実感できた。ノト仁jl一貫教育の成功の鍵は教員の

意識の変革であることもあらためて感じている。

今後は，呉校樟m刊訂究の検証のためのシステムも
構築していきたい。
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神戸大学発達科学部附属明石小学校における連携研究

1 幼稚園・小学校の連携

昭和 51"--'53年 3 文部省指定開発研究

→低学年総合学習の創設(総合科・， .) 

2 小学校・中学校の連携

平成 5"--'7年，文部省指定開発研究

→4領域による教育課程の開発

3 幼稚園・小・中学校の連携

西宮市立北六甲台小学校

溝 i豊和成

平成 10"--'11年 i3歳児から 15歳児までの異校種間の連携とカリキュラム編成に

かかわる調査(研究代表:野上智行) J 

→子どもの学びの反映 システムの確立

→教科・領域の再編 (8分野構想、) ， 4-4-4区分型カリキュラム 3 開発支援システム

授業リフレクション

4 幼稚園・小・中学校の連携

平成 12"--'14年 3 文部科学省指定研究開発

( 1) ~社会を創造する知性・人間性』を育むことをめざした新しい教育システムの開発

(1年次)

※ これまでの成果(各校種)

※ 学校を取り巻く期待

※ 教師の意識

→研究組織

→授業・保育りフレクション

( 2 ) ~社会を創造する知性・人間性』を育むことをめざした新しい教育システムの開発

( 2年次)

→カリキュラム試案の作成， 9つの視点による学びの一覧表

→授業・保育リフレクションp 学びの集積システム(小:単元省察)

議参カリキュラム試案の作成→3000個の学びの集積

→子どもの学びを見る視点の設定

→視点の整理=9つの視点

畿単元省、察→単元のデザイン

→単元の実際

(支援とその意図，子どもの事実p 学びの解釈，集積に向けて)
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「小・中・高一貫性にもとづく教科教科外のカリキュラム開発研究」

一貫カリキュラム開発研究の成果と課題
品川区立上神明小学校

校長天野和雄

I 本校の研究開発について(開発計画書などをもとに)

テーマ「教科再編と小中の一体的な接続」

1 研究開発課題

確かな学力の定着と向上を図るとともに個性畳かで能力に富んだ児童・生徒を育てるため、小

中学校の継続指導を含め、個々の児童・生徒の適性・能力に応じた指導を行い、その資質・能

力が一層発揮、伸長されるようにするための教育課程の一体的編成の在り方を縦断的に研究する。

2 研究の概要

本研究は個々の児童・生徒の適正能力について把握し、中学校との継続指導において、適性・

能力を一層発揮、伸長、向上させるための縦断的な教育課程を編成することを目指している。

そこで、小中一貫教育の視点から教科の枠組みを柔軟化する「系の学習」のクロスカリキュラム

を開発し、その有効性を確かめる。具体的には、

O教科のff1:を弾力化するための操作的なカテゴリーとして、暫定的に言語系、自然系、社会教養系、

健康系、芸術系の 5つの系の学習を設定する。

0系の学習は方法習得型のクロスカリキュラムで展開し、児童・生徒の学習と認知の系列に即した

分析によって、教科と学力に関する新たな枠組みの開発を目指す。

0系の学習に基づき、系の学習を発展させたスキノレアップ学習をIJ¥学校で、実胞する。

さらに、小学校と中学校との系の学習及びスキノレアップ学習等のカリキュラムの接続を図る。

3 研究の目的と仮説等

(1 )研究仮説

① 個別学留と教科横断学習を組み合わせた「系の学習」が子どもたちに対してより深い課題

追究を促し、その結果、基礎学習から発展的なスキノレアップ学習等への移行を円滑にするのでは

ないか。とくに、学習技能(スキノレ)を段階的に習得させることによって、この移行が促進され

るのではないか。

② 小・仁¥]一貫教育の視点から教科の枠組みを柔軟化する「系の学習Jが、子どもに課題追究を

継続させる契機となって、「学ぶ価値Jを自ら創造する能動的な行動を促すのではないか。その道

筋は、子どもが個々にたどる学習と認知の;文脈によってi幅があるために、これに即して「系の学

習Jも柔軟に組み替える必要が生ずるのではないか。

4. 3校による小中の一体的接続

① 力リキュラム開発による接続

幽小中学校 9年間を通した系の学習力リキュラム開発

陣指導要領の作成

② 組織的な接続

-小中教員の縦割り組織による力リキュラム検討と作成

園教育委員会と 3校管理職の連携

③ 内容的な接続

s 学習指導力ルテの活用

冨小中連携授業(学習)の実施

円
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E 一貫カリキュラム開発研究の成果と課題

1. 児童生徒の実態

① 「系の学習j を実践することにより学習意欲の向上が見られた

-教科の目標と異なり、自分なりの習得を目指す系の学習

-興味関心を呼ぶ教材の工夫

② 学習指導力ノレテの活用による学びのスタイノレの把握

・系の学習の 9年間の積み上げ

. 9年間にわたる児童生徒の特性の記録と引き継ぎ

③ 小中連携学習の実施による成果

-別紙データより興味関心が高く、成果が上がる可能性が高い

2. 教師の指導意識

① ノJ¥中連携によるカリキュラム開発と実践研究

・ノJ¥中9年間を通した「系の学習j のカリキュラム開発

② 系ごとの分科会による共同研究開発

-助け合い、共同化、一体化

③ 自己評価から

. 5段階による自己評価では、おおむね普通で、あるの評価が多かった

3. 実践の問題

① 実施時間の確保一系の学習、発展学習

② 教育課程上の位置づけ

③ 評価の精度向上

4. 小中の一体的接続

① 小中の一体的な接続のカリキュラムを作成、実践したこと

・カリキュラム開発、習得状況による評価の観点

② 系の学習指導要領案の作成

・ノJ¥中9年間を通した学び、の確立

③ 組織上の一体的な接続

. 3校による組織的研究 全員による

.教育委員会との連携

5. カリキュラム開発に関する課題

① 「系の学習」の系統性と枠組みの検証

② 教科との関連を一層明らかにする

③ 一層の教材開発

6. その他来年度への課題

① 現行指導要領の枠組みで

② 系の学習指導要領案から系の指導要録作成へ

-小学校から中学校への引き継ぎ-学習指導カルテ改善

.指導要録への転換-現行枠で使えるものに

③ ノ卜中連携授業の発展

・ノト 6，中1でのスキルアップ学習的実践
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2税同年Jf!7Eヨ

葛;薬学憶における

中高一貫教育

~ 
若j美学麗

教諭 藤井健司

M<>ik号iH層、 scf渇d

援;完

。生提数(A:員)

中1 45名 x5クラス=225名

t:t2 45名X5クラス口225名

中3 45名 X5クラスねな25名

高1 42名x6クラス=252名

高2 42名 x6クラス=252名

高3 42名 x6クラスニ252名

計 1431名

~ 同制k紛 HighSChOOI 

学校の組織

O校長、教頭

中学部長

学年主荘

高校部長

学年主使

。教務部

留捺教膏部

進詫指導部

生徒指導部

学寮部

学寄指導・教育研鯵部

誌報部

環境整議部

情報教青器

砧融制Hザ、SChOOI

はじめに
O設立

前範学校、東京高等部範学校、東京文理科大学、

東京教育大学、筑波大学の間窓会(:&;薬会)の、

総周年記念事業どして、路和53年(1978年)

に設立。昭和54年から生徒募集。

。趣旨

中等教育抵学IJIニ耐えうる学校

・全人教育 ・準全寮需iJ

-帰悶子女の受け入れ ー男女共学

M制hiHighS品。d

む教員

教員 70名

議室事 40名

外麗人議喜怒 6名

外

年

年

議

学

学

配

各10名

10名

(校長、教盟、部長、保健室、食堂、思議

舘〉

12名)

同時制 Hicf、S<:hool

学年の運営

。担当教員j立、できるだけ持ち上がっていく。

。生徒は中学1年~高校1年i立、能年クラス替えし、

高校2年・3年iま2年間縦続する。

G各学年に各教科の教員を詑捜する。

。嬰女。コ教員を配置する。

~ M時<6tH旬山 scf田d

バ
叫
&
Q
J
 



中高…貫教育の捉え方

中学1年、 2年齢"・・・・実物に触れさせる。

現実の社会の中の一員であ

ることを認識させる。

中学3年、高校1年・-社会生活に必要な1)子うシ…

を身に付けさせる。

生徒…人一人の将来を考え

させる。

高校2年、 3年...・・・各分野[二進むために必要な

知識技能を身!こ付けさせる。

~ M部同iH;gt、sct四d

教科での活動

英語命線・英語露lJ( 中 i 、中2) 知λカルチユう)~トーウ(中 3)

レシテ…ションコンテス科書1)TO日CBfミIDGE

盟諸・-ー楽しい漢字テスト、カルタ会

美術、書道、昔楽橋・薦若涯学問患、卒業制作

社会・・-巡接、受学会

現科‘・・巡検、 j事i揚げ大金(中2)

体務・・・校技大会

~ M酬紛糾埠h&:hOOI 

クラブ活動

。運動部 。文化部

科学部

美術部

写真部

吹奏楽部

室内楽部

地震部

演劇部

書道部

。荊好会

部
叩
μ

部

部

一

学

唱

芸

ヲ
玉
口
会
文

ヤ
?
を
・
2

ラグビー バドミントン

軟式野球 器援体操

バレー サッカー

バスケット

重野道

柔道

卓球

71<泳

M剖keiHigh sct四4

特色

・各教科で年間の指導針路はもちろん、長期的な捜野で

計磁をもって指導にあたるα

-習熱g5)IJクラスの設定(英諮、数学)
・中学から各分野の専門教員が指導!こあたる。

。中学から高校への入試は無いので、中学後半から高校

の内容に入る。

島各教科で「総合的な学習の時間jと連慢したブログうム

を緩んでいる。

-コース艇はとらない。

M時&iH)t;)れ&:hOOI

教科外活動

(総合的な学替の時間)

中ト・.~美キャンプ

!:T2・・・筑波山キャンブ
中3・・・霞ヶ;甫巡検、 E意内研修旅行

・伽臨海水泳雲!I議、農業活検

高2・..海外研修旅行

高3・‘・大学説鵠

全て事前準備(文献調査他〉、記接、報告撃の作成を行う。

レポートは、閣議館!こ永久保存している。

M.，削 H~酌抑制

人課題研究

。高2、1年間、 3単位必修。

0テーマお選訳は、個人の自由。

O文献議査だけでなく、実験実習をは乙め、学校

外での活動を奨励する。

。鶴人レポートを提出、整数集を学年毎にまとめ

る。

。レポートはj義務指導部室i二、永久保存している。

~ M制〈馴 Highsct袖剖

95 



0棟々えよ教組みを、長期的なスパンで計闘し、実

行できる。

O生装の変容を長期的に箆ることができる。

。主主誌同士は、卒業しても様々な場面で交j乏して

いるくらい、日項からの交流は深い。

0教員は、他教科で学年の教員聞を緩むので、

教科だけでなく、学年でのつながりも藻くなる。

同勢調K出Hぴ，S<:hool

中高車一貫教育蕊究会 主的J年3月7日

~ 

五;薬学麗における

中高一貫教商

玄;美学園

教諭

M自主eiHig拘$。、001

諜題

。生徒の学力などの格議が広がザ、低学力者の

フォローに時間を費やすニとが多い。

。学習指導要領への対定、に、時間を費やすこと

が多い。

。中学生の中だるみ{緊張感の憩い生徒〉を禦く

す方策の議討が必要。

融制H哲hS<:hool 
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東京学芸大学教育学部附属世田谷小学校・附属世田谷中学校・附属高等学校の

小@中@高一貫カリキュラム開発の試み
(平成 11 ~ 1 3年度文部科学省研究開発学校指定研究)

「児童・生徒の認、識と学習観の発展を支える小・中・高一貫した教育課程の開発J

報告笠井正信(東京学芸大学附属世田谷中学校)

1. 小・中・高等学校の概要

( 1 ) 各学校名及び所在地

東京学芸大学教育学部附属世田谷小学校東京都世田谷区深沢4-1 0 1 

東京学芸大学教育学部P付属位田谷中学校 東京都世田谷区深沢4… 3-1 

東京学芸大学教育学部附属高等学校 東京都世田谷区下馬4-1-5

( 2 )校長名 小学校河野義章 中学校犀川政稔 高等学校松村茂治

( 3 )教員数小学校 2 5名 中学校 2 3名 高等学校 5 8名

( 4 )児童・生徒数小学校 703名 中学校 484名 高等学校 1023名

学級数 (3x6) 1 8学級 (4x3) 12学級 (8x3) 24学級

進学数 1 2 0名卒業→ 100名進学、 160名卒業→ 70名進学

内小中高は 20名程

高等学校 1学年約 340名の内 230名が附属中学校 (4校)出身

( 5 )本研究を進める上での問題点と課題

それぞれに附属学校としての開発研究学校としての使命を果たしてきた歴史をもっO ただ

し、それぞれの学校での学校研究に対する考え方、研究体制の相違が著しく、合同研:究は1

977~ 1979年度「小・中・高の結節期における教育課程の研究」以来になる。その他、 [1付属

学校 13校園合同の研究会組織があり、教科・領域別の研究会を定期的にもっている。年

間8回あり、その内教科・領域別の部会は 7回実施している。今回の研究開発の教科部会

も主にこの附属学校合同研究会と連携して行うことができた。日程的に各学校の年間行事

予定の隙間に合同研究会の日程を組み込むことがなかなか難しかった。

2. 研究開発の概要

2. 3 研究のねらい

児童・生徒が小・中・高 12年間の学校生活で、充実した、しかもゆとりある学びを通

して成長していけるような教育課程を開発しようとするものである。

そのため、 「結節期(学習の最適性の時期)J iゆとり J i交流J i継続Jというキーワ

ードで、 12年間の児童・生徒の成長をとらえた教育課程を開発しようとした。研究の進

め方としては、各教科・領域ごとの実践を前提に、

2. 4 研究主題

児童・生徒の認識と学習観の発展を支える小・中・高一貫した教育課程の開発

2. 5 研究組織

研究の全体構想や調整役としては、各校の教務主任、研究主任からなる「小中高合同研究

推進委員会Jが行った。実際の研究内容は、 「教科研究部会等Jの単位で進めることにな

った。 i結節男jJをふまえ、 「ゆとり Jや「交流J、 「継続Jをカリキュラム開発に実現

することをねらった。そのため、それぞれのキーワードのとらえ方にずれが生じてきた。

全体で確認しあう「小中高合同研究会Jを設けたが、日程的には学期に 1回程度、設ける

にとどめた。
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3. ノト・中*

V期

への関心や参加

-各段詣で、どのような学力 を明確にする。

0カリ
してカヲ

ブ -課題: どのよう シ」、ーし中

A
T

ペT
A
H
Z

研究課題への敢ち

り組み、開発研究の

4 3 

( 1 ) 

、概ね良好。

変容はあま号昆られなかっ
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生徒の個性輝く併設型中高一貫校をめざして

名古屋大学教育学部1)付属中・高等学校

研究部長山田孝

はじめに

1. 教育目標と本校の特色

心豊かにして主体性のある人間形成を企図し、総合的に事物を把握し創造的に活動し得

る態度と能力を養うことを教育目標としている。

2. 学校改革 併設型中高-貰カリキュラム作成の推進母体

3. 併設型中高-頁カリキュラム編成の理念、

併設型中高 A貰校創設計画案 (1-2-2-1制に対応して)より

( 1 )名古屋大学教育学部1)付属併設型中学校・高等学校の基本理念

( 2 )併設型を新しい特色とした中高一頁の教育課程の具体的展開

1 )併設型の特色としての新しい中高一頁6カ年の発達区分としてト 2駒 2-1制

の導入。

個性を探る 個性を伸ばす

入門基礎期 個性探安期 専門基礎期 個性伸長期

中学一年 中学2年!中学3年 高校 1年|高校2年 高校 3年

2) I総合人間科J(総合学習)を充実させ、教科教育、学校行事、その他の教育

をつなぐ基礎教育として展開する。

3 )心と身体を支える教育課程として「ソーシヤルスキノレフ。ログラム」を中高で

展開し「心の教育」の具体的な統一を図る。

4 )個性探究期・専門基礎期を新しい個性の導入と個性の磨き合いの場とし「融

合教育カリキュラム」のための特色ある「新教科 c選択プロジェクト)・新教
科群」を設置する。

5 )特色ある学習形態の導入として、異年令の構成による学習集団の活用、少人

数教育やティームティーチングによる授業を展開する。

6 )情報メデ、イア、国際交流教育、大学ノミイロット授業への受講参加、総合人間

科(総合学習)のフィールド、ワーク等を通して名古屋大学と共に学ぶ。

(3) 3つの柱(総合人間科・ヒューマンプログラム・融合カリキュラム(新教科)) 

を主体とした教育課程について
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i中学校教育課程についての基本扇盃i

1 )中学課程の特色

2 )ヒューマンプログラムの運用

3 )新教科{選択プロジェクト}について

|高等学校教育課程についての基本概念i
1 )高等学校課程の特色

専門基礎期(高 1・高 2)で多展開、少人数教育実施し、基礎力の充実を図

る

。総合人間科は、 2時間連続の授業とし隔週で実施する。

。「心の教育」の一環として、各学年でソーシャルライフ(1単位)を実施する。

高校一年では、人間関係の融合と活性化のために、教育学部と協力を得て「心

の教育」を充実させる。高 2・高 3では、弾力的に運用する。

O名古屋大学の集中講座を、各学年 1単位を仁限として増単位を認める。ただし、

卒業単には含めないものとする。(検討中)

2) 融合カリキュラム(新教科)について

4. ~fr教科設置の概要

( 1 ) ソーシヤノレスキノレブoログラム

( 2 )融合カリキュラム(新教科群)

5. {}j:設型中高一真教育の成果と課題

( 1 )併設型中高一貫教育における人間関係の連続性と流動性をし¥かした教育課程

( 2 )入試選抜方法の改善 「学力」だけでなく総合的に判定する

( 3 )出口問題について

( 4 )中高のカリキュラム接続の問題

( 5 )新しい学びの展開 大学と連携した「学びの杜」
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5 小腸中 s嘉一議制に関する文獄ヂ…タ…ベ備ス

教務学系長灘高海男

目的の一つに小・中-

スを作成し、ノト・中・高一貫性カリ

めにはデータベース

え方を述べる0

・中 e

、本年度はこの点在基に設計

いる。この

る らのデータベ

となる。そこで、

らの研究開発学校からの報告書が主なの

と「中分類J

とし、中分類は国立、公立、私立のいずれかに分けた。それらの研究

γ 回向して注日した研究テーγがあることから、それを「テーマj として入力し

及び概要から中心になる事柄を「キ…ワー iっとして入力した。

を「発行伴i、研究計画の何年目かを「年次Jとして入力した。報告書に展開している

践内容の

町村J

力入て
一
しd'

問
問

I

l

H

M

i

l

l

J

 

〈

百

八
アしペカ入、ノ

刀
u

h

又F/
 

作

当の研究学校の位置する[都道府県ム町

とした。

ータベースの基とした。これら

し り、イントラネットを経自 Web 

る。アクセス ドレスは ht中:://localhostlikk出ぜinputl.aspであ

上記横索条件を入力した画面が

ドの検索Jボタンを押すと、

のリンクj欄の*印をクジックすると

」れら し、「レ

る

系出完

それち

し、 していく。

一フユ 践

き

実と

るであろう。
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タベース

向門
H

ータ

を摺るため

スは、本学内でソト中

したものである

ACCESSの自面を使用したヂ…タ

イントラネットを経由した、 Web底面による

下のアドレスにアクセス と扇面 1が聞く
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をするに り、



を入力し、「レコー!ご

される

タンを押すことによち
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画面 2

直窓ヨ

文献情報

検索結果がリストとして表示される。

リストの先頭にある「リンク」欄の士印をクリックすることにより、詳細iilliTIu(画面 3)

が表示される
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画面 3

自i:);:
w怜 Documents~+'ヰ唱一宮ヴ口V♂ト町量古T一例宮路実ぎ務官ÿ{fぎず有元副

総縮図
i￥Mv Doωmenぬいト中高ー曾づ口ごノヱヴ卜》す語文子ー仰予言問穴令豹育xfド:'f;;~ !i.R話再odl

院議和断γi 戸コ F7E

、小平似、斗J亨ご制手、それぞわでみると:査絞緩とも充実した教宣活動か展廓されている
が、字どもの立場で考えると、さ言宇買力、変わり、進苧する場合に多少の戸怒いがみりれる。これ
1;:1:、教育ないようや指導方法について一貫性や連続性が薄くはり、これか人間性を主主い、確かな
学力を培う上で、多少はりとも野容を及iましている。そこで、①小学殺と中学校の教科内に，Rljる
~:n:nl""h行の E再編及び指導方法の一貫性、②幼1在留、中学干支えのi韮携のための小学平安殺害む課
、③小学絞との連携のためのi.M在留における集団j重力、③小学府こおける教科湾編と
充実、⑤小学平交にあける教科:i3H尺学習の充実、③中学較iご3ラIjる学年の符を超えた
11さt'W t7H~irl\行人間・世帯主主主、ナー封、汀官五閉「字、ど刷、ffiR玉~-'ll爪宜iI~止力シ爪的知事料会

市区町村 学校名

門前首一一i苔附 陣軟顎献辞事晴滞留

If言1精一一宮崎市 障路大学教育文化学gt附属小学較

レコ-rj~J γ一一一了夜五IlE!l/ 4 
7オ』ムヒ'~-

ちヨp

NUM 

目次、組織図、概要など添付書類がある場合はそれぞれの欄に表示されるので、クリ

ックすることにより、添付ファイルが表示される。
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本年度研究の要約

研究代表者 桑原経(教育学系)

本研究は、小・中・高一頁布Ijの各教科・教科外のカリキュラム開発とその実証的研

究を目的とする。今年度は各教科・教科外の一貫制カリキュラムの事例収集・分析、

一貫制カリキュラム開発の事例収集・分析をふまえて¥ノト・中・高一貫制カリキュラ

ムの試案を作成することを目標に研究を行い、研究会を 8回(うち、シンポジウム 1

回)開催した。

実態調査・事例収集は、海外ではスイス、オーストラリア、台湾、園内では奈良女子

大学文学部附属中等学校、沖縄での全国大学国語教育学会に赴き国語科の立場から一

貫制を考究するための情報収集を行った。その結果、スイスではフォーク型学校制度、

教科外領域の宗教・道徳教育の改革による初等教育と前期中等教育の接続の実態、オ

ーストラリアでは「本質の学習」能力設定による各教科の学習内容の設定、台湾では

九年一貫、規制緩和を特徴とするカリキュラムの実態、奈良女子大学文学部附属中等

教育学校では 6年間の発達段階を視野に入れたカリキュラム開発の実態、沖縄での全

国大学国語教育学会では言語活動領域の方法的研究や国語科の一貫制について情報交

換や意見交換を行った。

また、一貫教育の先進事例校 6校から講師を招鴨し、ミニシンポジウムを開催した。

仁!こi高-頁教育では、結節期を特徴とする東京学芸大学附属世田谷中学校、 2.2.2制や卒

業研究を特徴とする私立若渓学園中・高等学校、国立大学附属で附属学校の在り方と

しての問題点や視点を明らかにした名古屋大学附属中・高等学校のカリキュラム開発

の状況が明らかとなった。また、小中一貫教育では、 4.3.2制を特徴とする呉市立五番

III丁小学校、研究の歴史的積み上げの上に教師文化に切り込みながら改革を図った神戸

大学附属明石小学校、教科改編を含む「系」の学習を組織した品川区立伊藤小学校の

カリキュラム開発の状況が明らかにされた。

さらに、情報収集の成果をまとめるデータベース化の基本枠組みを作成した。今後

はその内容の充実を図ることを課題とする。

以上、今年度は教科・教科外の具体的なカリキュラム試案作成までには至らなかっ

たが、初年度としての総合的な問題把握と今後の研究に向けた綿密な討議による共通

理解は深まった。来年度は、今年度の成果をふまえて、筑波大学附属学校との連携研

究の充実等、その具体的な作業に取りかかることを課題とする。
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